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１．事業者の氏名及び住所 

事業者の名称：住友商事株式会社 

代表者の氏名：代表取締役 木村正文 

所 在 地：東京都中央区晴海１丁目８番 11 号 

 

２．対象事業の名称、種類及び規模 

対象事業の名称：亀山・関テクノヒルズ開発事業 

対象事業の種類：工業団地の造成事業 

対象事業の規模：事業総面積 2,312,500ｍ2（全工区） 

 

３．対象事業実施区域 

三重県亀山市白木地内及び鈴鹿郡関町白木一色、鷲山地内他（図３－１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１ 対象事業実施区域 
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１．仮設工事

２．測量工

３．防災工事

４．伐採工事

５．撤去工事

６．土工事

７．法面保護工事

８．調整池工事

９．沈砂池工事

10．法面排水工事

11．雨水排水工事

12．付替水路工事

13．処理水排水工事

14．道路工事

15．植栽工事

16．附帯工事

17．その他工事

18．建屋関連工事

４月 ５月 ６月

平成14年 平成15年

１２月 １月 ２月 ３月８月 ９月 １０月 １１月４月 ５月 ６月 ７月

 

４．対象事業に係る工事の進捗状況 

表４－１に示したとおり、平成 14 年４月より事業計画地の測量、伐開工事に着工し、平成 15

年４月に第１期工区の造成工事を一部完了した。 

 

表４－１ 工事実施工程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

● 

●：調査地点 

５．大気質 

（１）調査内容 

造成工事中における環境大気の１週間連続測定を表５－１に示す計画に基づき実施した。 

 

表５－１ 環境大気調査計画 

調査期間 調査項目 調査方法 調査地点 

二酸化硫黄 JIS B 7952 溶液導電率法 

一酸化窒素 JIS B 7953 ザルツマン試薬を用いる吸光光度法 窒 素 
酸化物 二酸化窒素 JIS B 7953 オゾンを用いる化学発光法 

平成 14 年 
７月 23～29 日 
８月 23～29 日 

浮遊粒子状物質 JIS B 7954 ベータ線吸収法 

事業実施区域 
風下敷地境界 
（直近集落付近） 

測定者：（財）三重県環境保全事業団 

 

（２）調査地点 

環境大気の調査地点は図５－１に示す発生源から直近の集落付近１地点において実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－１ 環境大気調査地点 
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（３）調査結果 

環境大気の調査結果は、図５－２(1)～(6)及び資料集の資料１－１(1)～(8)のとおりである。 

 

① 平成 14 年７月 23 日～29 日（１週間連続） 

二酸化窒素は、１時間値が 0.001～0.036ppm、日平均値が 0.004～0.013ppm、二酸化硫黄は１時

間値が 0.001～0.080ppm、日平均値が 0.003～0.021ppm、浮遊粒子状物質は１時間値が 0.001～

0.256ppm、日平均値が 0.023～0.075ppm であった。 

なお、二酸化硫黄が 7月 27 日から 29日にかけて高い値を示したのは、亀山市周辺の大気汚染

常時監視測定局の値が同じように高い値を示していたことから、三宅島の噴火の影響と考えられ

る。 

 

② 平成 14 年８月 23 日～29 日（１週間連続） 

二酸化窒素は、１時間値が 0.001～0.035ppm、日平均値が 0.002～0.010ppm、二酸化硫黄は１時

間値が 0.001～0.018ppm、日平均値が 0.001～0.007ppm、浮遊粒子状物質は１時間値が 0.002～

0.066ppm、日平均値が 0.016～0.026ppm であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－２(1) 二酸化窒素測定結果（平成 14 年７月 23 日～29 日） 
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図５－２(2) 二酸化硫黄測定結果（平成 14 年７月 23 日～29 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－２(3) 浮遊粒子状物質測定結果（平成 14 年７月 23 日～29 日） 
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図５－２(4)  二酸化窒素測定結果（平成 14 年８月 23 日～29 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－２(5)  二酸化硫黄測定結果（平成 14 年８月 23 日～29 日） 
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図５－２(6)  浮遊粒子状物質測定結果（平成 14 年８月 23 日～29 日） 

 

 

（４）調査結果の検討内容 

工事用重機類からの排ガスの影響を把握するために実施した環境大気の検討内容については、

以下のとおりである。 
 

① 平成 14 年７月 23 日～29 日（１週間連続） 

環境大気の調査結果は、表５－２(1)のとおり環境保全目標を満足していた。ただし、浮遊粒子

状物質については、環境基準の日平均値は同基準を下回っていたものの、１時間値については測

定期間中２時間超過していた。1 時間値が環境基準を超えた時間帯は、いずれも重機の稼働時間

帯であり、造成工事の影響と考えられる。また、二酸化硫黄が 7月 27 日から 29 日にかけて高い

値を示したが、これは三宅島の噴火に起因するものであり、造成工事の影響ではなかったと考え

られる。 
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表５－２(1) 大気質の評価（７月実施） 

調査結果 
調査項目 

１時間値 日平均値 
環境保全目標 環境基準 

二酸化窒素 
0.001 
～0.036 

0.004 
～0.013 

※中央環境審議会答申値 
１時間値が 0.1～0.2ppm 以下 

１時間値の１日平均値が 0.04ppm
から 0.06ppm までのゾーン内ま
たはそれ以下であること。 

二酸化硫黄 
0.001 
～0.080 

0.003 
～0.021 

１時間値が 0.1ppm 以下 
１時間値の１日平均値が 0.04ppm
以下であり、かつ、１時間値が
0.1ppm 以下であること。 

浮遊粒子状物質 
0.001 
～0.256 

0.023 
～0.075 

―― 

１ 時 間 値 の １ 日 平 均 値 が
0.10mg/m3 以下であり、かつ、１
時間値が 0.20mg/m3以下であるこ
と。 

 

② 平成 14 年８月 23 日～29 日（１週間連続） 

環境大気の測定結果は、表５－２(2)のとおり環境保全目標を満足していた。また、環境基準に

ついてもすべて下回っていた。 
 

表５－２(2) 大気質の評価（８月実施） 

調査結果 
調査項目 

１時間値 日平均値 
環境保全目標 環境基準 

二酸化窒素 
0.001 
～0.035 

0.002 
～0.010 

※中央環境審議会答申値 
１時間値が 0.1～0.2ppm 以下 

１時間値の１日平均値が 0.04ppm
から 0.06ppm までのゾーン内ま
たはそれ以下であること。 

二酸化硫黄 
0.001 
～0.018 

0.001 
～0.007 

１時間値が 0.1ppm 以下 
１時間値の１日平均値が 0.04ppm
以下であり、かつ、１時間値が
0.1ppm 以下であること。 

浮遊粒子状物質 
0.002 
～0.066 

0.016 
～0.026 

―― 

１ 時 間 値 の １ 日 平 均 値 が
0.10mg/m3 以下であり、かつ、１
時間値が 0.20mg/m3以下であるこ
と。 

 

 

（５）環境保全措置の実施状況 

工事中の粉じん防止対策について、散水車の稼働台数を２台から４台に増車させ、散水頻度を

高めることにより粉じんの防止及び低減に努めた。 
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● 

● 

● 

● 

№№№№1111    
№№№№2222    

№№№№6666    

№№№№7777    

№1；鈴鹿川 
№2；桜 川 
№6；椋 川 
№7；前田川 

６．水質 

６－１ 河川水 

（１）調査内容 

環境影響評価書に記載のとおり、造成工事前までに行うとした将来の放流先河川のフッ素、ア

ルミニウムの水質調査を表６－１に示す計画に基づき実施した。 

 

表６－１ 水質調査計画（事後調査） 

調査年月日 調査地点 調査項目 調査方法 調査回数 

鈴鹿川（№１） 

桜 川（№２） 

椋 川（№６） 
平成14年４月15日 

前田川（№７） 

フッ素 
 
アルミニウム 
 

昭和 46 年環境庁告示 59 号付表６ 
（ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法） 
JIS K0102.58.4 
（ICP 発光分光分析法） 

１回（晴天時） 

測定者：（財）三重県環境保全事業団 

 

（２）調査地点 

河川の調査地点は図６－１に示す４地点において実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－１ 水質調査地点 
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（３）調査結果 

各放流先河川の水質調査結果は表６－２のとおりであり、フッ素については水質汚濁に係る環

境基準（昭和 46 年環境庁告示第 59 号）を全調査河川において下回っていた。なお、アルミニウ

ムについては、椋川（№６）において 0.6mg/l 検出されたが、環境基準は定められていない。 
 

表６－２ 水質調査結果 
（単位：mg/l） 

調査地点 
調査項目 環境基準 

鈴鹿川（№１） 桜 川（№２） 椋 川（№６） 前田川（№７） 

フッ素(F)  0.8   0.16  <0.08   0.08  <0.08 

アルミニウム（Al） － <0.1 <0.1  0.6 <0.1 

 

６－２ 濁水 

（１）調査内容 

造成工事中の濁水の監視及び事後調査を表６－３(1)、(2)に示す計画に基づき実施した。 
 

表６－３(1) 水質調査計画（日常監視） 

調査期間 調査地点 調査項目 調査方法 調査回数 
平成 14 年６月６日

～ 
平成15年３月31日 

調整池Ａ 
最終仮沈砂池ｂ 

平成 14 年８月３日
～ 

平成15年３月31日 
調整池Ｂ 

濁度 
換算ＳＳ 

簡易濁度計による測定 
１回／日（晴天時） 
適宜（降雨時又は降雨後） 

測定者：調整池Ａ及び最終仮沈砂池ｂは清水建設株式会社、調整池Ｂは鹿島・矢作・西松・大林共同企業体 
注：調整池Ａ、最終仮沈砂池ｂは平成 14 年９月まで、それぞれ最終仮沈砂池Ａ、最終仮沈砂池Ｂと呼び、 
調整池Ｂは平成 14 年 11 月まで最終仮沈砂池Ｃと呼んだ。 

 

表６－３(2) 水質調査計画（事後調査） 

調査年月日 調査地点 調査項目 調査方法 調査回数 

調整池Ａ 

最終仮沈砂池ｂ 

・造成初期の降雨後 
平成 14 年 6 月 
21,26,27,28 日 

平成 14 年 7 月 
2,3,5 日 

 
・造成初期の降雨後 
平成 14 年 8 月 
24,27,30 日 

平成 14 年 9 月 
6,7,11 日 

平成 14 年 10 月 
30 日 

平成 14 年 11 月 
5 日 

 
・降雨後 
平成 14 年 12 月 
5 日 

平成 15 年 3 月 
4,7 日 
 

・豪雨後 
平成 14 年 7 月 
11 日 

調整池Ｂ 

濁度、ＳＳ 
簡易濁度計による測定 
ＳＳの分析 

・造成初期の 
降雨時又は降雨後 

（数回／年） 
 
・降雨時又は降雨後 

（３回／年） 
 
・豪雨時または豪雨後 

（１回／年） 

測定者：（財）三重県環境保全事業団 
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６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
変更前 最終仮沈砂池Ａ
変更後 調整池Ａ
変更前 最終仮沈砂池Ｂ
変更後 最終仮沈砂池ｂ
変更前 最終仮沈砂池Ｃ
変更後 調整池Ｂ

池名称
平成14年

（２）調査地点 

濁水の調査地点は図６－２に示す３地点において実施した。 

なお、平成14年10月及び12月以降の調査地点の名称については、以下の理由により変更した。 
 

変更前 変更後 変更理由 

最終仮沈砂池Ａ 調整池Ａ 
最終仮沈砂池Ａは、平成 14 年 10 月時点で調整池と
しての流量調整機能を有するようになったため。 

最終仮沈砂池Ｂ 最終仮沈砂池ｂ 
最終仮沈砂池Ｂは、最終仮沈砂池Ｃ（平成 14 年 12
月に調整池としての機能を有し、調整池Ｂに名称変
更）と同記号となるので、今後の混同を避けるため。 

最終仮沈砂池Ｃ 調整池Ｂ 
最終仮沈砂池Ｃは、平成 14 年 12 月時点で調整池と
しての流量調整機能を有するようになったため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－２ 濁水測定地点 

●ＡＡＡＡ 
●ｂｂｂｂ 

●ＢＢＢＢ 

Ａ；調整池Ａ出口 

ｂ；最終仮沈砂池ｂ出口 

Ｂ；調整池Ｂ出口 
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（３）調査結果 

日常監視及び事後調査による濁水の測定結果は以下のとおりであり、詳細は資料集の資料２－

２－１(1)～(21)に示した。 

 

① 日常監視 

ａ.平成 14 年６月監視結果 

最終仮沈砂池Ａ出口では、濁度 46～ >500ppm、ＳＳ（濁度から換算）42～ >376mg/l、最終仮

沈砂池Ｂ出口では、濁度 6～ >500ppm、ＳＳ（濁度から換算）4～ >376mg/l であった。 

ｂ.平成 14 年７月監視結果 

最終仮沈砂池Ａ出口では、濁度 16～ >500ppm 、ＳＳ（濁度から換算）14～ >387mg/l、最終仮

沈砂池Ｂ出口では、濁度 0～ >500ppm、ＳＳ（濁度から換算）0～ >376mg/l であった。 

ｃ.平成 14 年８月監視結果 

最終仮沈砂池Ａ出口では、濁度 17～260ppm、ＳＳ（濁度から換算）15～202mg/l、最終仮沈砂

池Ｂ出口では、濁度 3～445ppm、ＳＳ（濁度から換算）2～334mg/l であった。 

最終仮沈砂池Ｃ出口では、濁度 8～ >999NTU 、ＳＳ（濁度から換算）12～ >454mg/l であった。 

ｄ.平成 14 年９月監視結果 

最終仮沈砂池Ａ出口では、濁度 1～ >500ppm、ＳＳ（濁度から換算）2～ >387mg/l、最終仮沈

砂池Ｂ出口では、濁度 2～73ppm、ＳＳ（濁度から換算）1～55mg/l であった。 

最終仮沈砂池Ｃ出口では、濁度 8～ >999NTU 、ＳＳ（濁度から換算）12～ >454mg/l であった。 

ｅ.平成 14 年 10 月監視結果 

調整池Ａ出口では、濁度 4～ >500ppm 、ＳＳ（濁度から換算）5～ >387mg/l、最終仮沈砂池ｂ

出口では、濁度 0～276ppm、ＳＳ（濁度から換算）0～207mg/l であった。 

最終仮沈砂池Ｃ出口では、濁度 10～ >999NTU 、ＳＳ（濁度から換算）15～ >454mg/l であった。 

ｆ.平成 14 年 11 月監視結果 

調整池Ａ出口では、濁度 0～337ppm、ＳＳ（濁度から換算）2～261mg/l、最終仮沈砂池ｂ出口

では、濁度 1～108ppm、ＳＳ（濁度から換算）1～81mg/l であった。 

最終仮沈砂池Ｃ出口では、濁度 8～14NTU、ＳＳ（濁度から換算）12～20mg/l であった。 

ｇ.平成 14 年 12 月監視結果 

調整池Ａ出口では、濁度 3～360ppm、ＳＳ（濁度から換算）3～280mg/l、最終仮沈砂池ｂ出口

では、濁度 2～500ppm、ＳＳ（濁度から換算）2～374mg/l であった。 

調整池Ｂ出口では、濁度 2～ >999NTU、ＳＳ（濁度から換算）5～ >454mg/l であった。 

ｈ.平成 15 年１月監視結果 

調整池Ａ出口では、濁度 14～230ppm、ＳＳ（濁度から換算）12～179mg/l、最終仮沈砂池ｂ出

口では、濁度 4～500ppm、ＳＳ（濁度から換算）4～374mg/l であった。 

調整池Ｂ出口では、濁度 5～620NTU、ＳＳ（濁度から換算）8～304mg/l であった。 
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ｉ.平成 15 年２月監視結果 

調整池Ａ出口では、濁度 12～79ppm、ＳＳ（濁度から換算）10～62mg/l、最終仮沈砂池ｂ出口

では、濁度 2～89ppm、ＳＳ（濁度から換算）2～67mg/l であった。 

調整池Ｂ出口では、濁度 2～180 NTU、ＳＳ（濁度から換算）5～130 mg/l であった。 

ｊ.平成 15 年３月監視結果 

調整池Ａ出口では、濁度 27～100ppm、ＳＳ（濁度から換算）18～74mg/l、最終仮沈砂池ｂ出口

では、濁度 2～393ppm、ＳＳ（濁度から換算）3～285mg/l であった。 

調整池Ｂ出口では、濁度 0～98 NTU、ＳＳ（濁度から換算）1～111 mg/l であった。 

 

② 事後調査 

ａ.平成 14 年６月調査結果 

造成初期の濁水の測定結果は、最終仮沈砂池Ａ出口で濁度 46～ >500ppm、ＳＳ39～1,200mg/l、

最終仮沈砂池Ｂ出口で濁度 82～380ppm、ＳＳ47～280mg/l であった。 

ｂ.平成 14 年７月調査結果 

造成初期の濁水の測定結果は、最終仮沈砂池Ａ出口で濁度 34～250ppm、ＳＳ23～170mg/l、最

終仮沈砂池Ｂ出口で濁度 39ppm、ＳＳ25mg/l であった。 

豪雨後による濁水の測定結果は、最終仮沈砂池Ａ出口で濁度 >500ppm、ＳＳ500mg/l、最終仮沈

砂池Ｂ出口で濁度 180ppm、ＳＳ110mg/l であった。 

ｃ.平成 14 年８月調査結果 

造成初期の濁水の測定結果は、最終仮沈砂池Ｃ出口で濁度 574～999NTU、ＳＳ330～1,900mg/l

であった。 

ｄ.平成 14 年９月調査結果 

造成初期の濁水の測定結果は、最終仮沈砂池Ｃ出口で濁度 40～903NTU、ＳＳ58～400mg/l であ

った。 

ｅ.平成 14 年 12 月調査結果 

降雨後による濁水の測定結果は、調整池Ａ出口で濁度 14～21ppm、ＳＳ11～19mg/l、最終仮沈

砂池ｂで濁度 0～4ppm、ＳＳ1.8～3.3mg/l であった。なお、調整池Ｂ出口については調整池から

の排水停止により測定不可であった。 

ｆ.平成 15 年３月調査結果 

降雨後による濁水の測定結果は、調整池Ａ出口で濁度 46～90ppm、ＳＳ31～48mg/l、最終仮沈

砂池ｂで濁度 31～480ppm、ＳＳ22～370mg/l、調整池Ｂ出口で濁度 7～500NTU、ＳＳ12～330mg/l

であった。 
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（４）調査結果の検討内容 

造成工事中の濁水の監視及び事後調査結果については表６－４に示したとおり、環境保全目標

値を一部の測定日において上回っていたことから、次項に示す濁水対策を適時講じた。 

 

表６－４ 水質の評価（濁水） 

調査項目 調査地点 調査結果 環境保全目標 
濁度 
(ppm) 0 ～ >500 日常 

監視 ＳＳ換算 
(mg/l) 2 ～ >387 

濁度 
(ppm) 14 ～ >500 

調整池Ａ 
出口 

事後 
調査 ＳＳ 

(mg/l) 11 ～ 1,200 

濁度 
(ppm) 0 ～ >500 日常 

監視 ＳＳ換算 
(mg/l) 0 ～ >376 

濁度 
(ppm) 0 ～  480 

最終仮沈砂 
池ｂ出口 

事後 
調査 ＳＳ 

(mg/l) 1.8～  370 

濁度 
(NTU) 0 ～ >999 日常 

監視 ＳＳ換算 
(mg/l) 1 ～ >454 

濁度 
(NTU) 7 ～  999 

濁度 
（ＳＳ換算） 

調整池Ｂ 
出口 

事後 
調査 ＳＳ 

(mg/l) 12～1,900 

ＳＳ100mg/l 
（農業用水基準） 

 

（５）環境保全措置の実施状況 

工事期間中においては、濁度測定による沈砂池及び調整池の日常監視を行い、濁水対策に反映

させた。また、濁水防止対策として以下の対策を講じた。 

 

ａ.平成 14 年６月実施 

・濁水防止対策として、最終仮沈砂池Ａに凝集剤（商品名：ピュアフロック、組成：Al2（SO4）･

xH2O、O、C、H、CO3、Na など）を投入することにより、沈砂池内の土壌粒子の沈降を促進し、

濁水の低減に努めた。 

ｂ.平成 14 年７月実施 

・最終仮沈砂池Ａに凝集剤を投入することにより、沈砂池内の土壌粒子の沈降を促進し、濁水

の低減に努めた。 

・最終仮沈砂池Ａの有効容量の確保に努めた。 

・場内仮集水塔周辺の整備に努めた。 

・Ａ流域（最終仮沈砂池Ａ）の直下流の河床堆積物の除去を実施した。 
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ｃ.平成 14 年８月実施 

・山田谷川に堆積した土砂をバキューム車で除去した（２回）。 

・椋川に堆積した土砂を人力で除去した（２回）。 

・竪集水塔周りの整備を行い、法面に養生シートを設置した。 

・最終仮沈砂池Ａ内に堆積した土砂を除去した。 

・場内の各沈砂池の整備を行った。 

・法面崩壊を防ぐために、チップ材の吹き付けを開始した。 

・濁水を発生させていると考えられる暗渠排水を閉塞させた。 

・最終仮沈砂池Ａ内に竹粗朶を設置した。 

・最終仮沈砂池Ａの水叩き部に越流堰を設置した。 

・椋川の水生生物を捕獲し、仮移植池に保護した。 

・最終仮沈砂池Ｃに簡易濁水プラントを設置した。 

ｄ.平成 14 年９月実施 

・椋川のヘドロ除去をバキューム車使用（最終仮沈砂池Ａ及び最終仮沈砂池Ｂ出口～白川農協

前）にて実施した（9月 9日～14 日）。 

・最終仮沈砂池Ａの濁水プラントを１基増設した（9月 11 日）。 

・椋川の人力清掃をバキューム車使用不可能な箇所について実施した（９月 18 日～21 日）。 

・最終仮沈砂池Ｃに濁水プラントを設置した。 

ｅ.平成 14 年 10 月実施 

・調整池Ａ及び最終仮沈砂池ｂ出口のヘドロ除去を実施（作業員４名、バキューム車２台）し

た（10 月 14 日）。 

・調整池Ａの６吋濁水プラントを２台設置（能力 240m3／h）した（10 月 25 日）。 

・調整池Ａの６吋濁水プラントを２台稼働させた（10 月 28 日）。 

・最終仮沈砂池Ｃの上流部に仮沈砂池(容量約 400m3)を増設した。 

ｆ.平成 14 年 11 月実施 

・調整池Ａへの凝集剤の添加量を増加させ、調整池内の土壌粒子の沈降を促進し、濁水の低減

に努めた（11 月１日）。 

・調整池Ａ及び最終仮沈砂池ｂ出口のヘドロ除去を実施（作業員４名、バキューム車２台）し

た（11 月 14 日）。 

ｇ.平成 14 年 12 月実施 

・調整池Ａへの凝集沈殿剤の添加量を増加させ、調整池内の土壌粒子の沈降を促進し、濁水の

低減に努めた（12 月 21 日）。 

・最終仮沈砂池ｂの排水管出口付近で排水工事及び造成工事進捗に伴い、造成盛土部分を防護

していたシートを撤去したので、その代替として流末に釜場及びマウンドを作り、その周辺

にシート養生を行い更に、釜場内には４吋の水中ポンプを設置し、大雨が降っても濁水を４
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吋の水中ポンプで調整池Ａ内に放流することとした（12 月 21 日）。 

・調整池Ｂの対策として、調整池からの排水を停止し、堰堤の埋戻作業に支障となる理由から

一時的に移設（停止状態）にしていた濁水処理プラントを埋戻作業完了の上、直ちに復旧し

た。プラント再開後、濁水の測定値は半日位で正常値に戻った（12 月 21～24 日）。 

ｈ.平成 15 年１月実施 

・調整池Ａの水叩き部のへドロ除去を実施した。（１月 10、11 日）。 

・調整池Ａへの凝集沈殿剤の添加量を増加させ、調整池内の土壌粒子の沈降を促進し、濁水の

低減に努めた（１月 27 日）。 

・最終仮沈砂池ｂの排水管出口付近における排水工事及び造成工事の進捗に伴う造成盛土部分

の防護シート撤去の代替としていた釜場及びマウンドを再度大きく作り直し、その周辺にシ

ート養生を行い更に、釜場内には４吋の水中ポンプを設置し、大雨時の濁水を４吋の水中ポ

ンプで調整池Ａ内に放流した（１月 23 日、27 日）。 

・調整池Ａの流域外施工区域については、法面を早期に植生シートで覆い、又、道路工は下層

路盤を仕上げ、濁水発生の低減に努めた（適時）。 

・調整池Ｂについては、以下の対策を講じた。 

下流水路の再整備（ヘドロ除去、波路修復）（１月 31 日） 

ｉ.平成 15 年２月実施 

・調整池Ａ及び最終仮沈砂池ｂのへドロ除去をバキューム車２台で実施した(２月 17 日)。 

・調整池Ｂの濁水プラントを追加（処理能力：90m3/ｈ）した（２月１日）。 

・調整池Ｂの既設濁水プラントを改造（処理能力：60m3/ｈ⇒90m3/ｈ）した（２月１日）。 

・調整池Ｂの水中ポンプ故障が原因で一時的に濁度が上昇したため、早急に修理復旧に努めた

結果、正常値に戻った（２月 22 日）。 

なお、調整池Ａ及び最終仮沈砂池ｂについては、全測定日において環境保全目標を下回ってい

たが、濁水流出防止のための維持管理を実施した。 

ｊ.平成 15 年３月実施 

・調整池Ａ水叩部及び周辺河川のへドロ除去をバキューム車１台で実施した(３月 13 日)。 

・最終仮沈砂池ｂ対策として周辺にシート養生を行い、河床には布団籠を設置して濁水流出防

止に努めた(３月７日、28 日)。 

・調整池Ａの流域外施工区域については、法面を早期に植生シートで覆い、道路工は舗装を仕

上げ、濁水発生の低減に努めた。(３月 31 日)。 

・調整池Ｂについては３月７日にオリフィス越流により一時的に換算ＳＳ濃度が環境保全目標

を上回ったが、状況監視の結果、短時間で基準値以下となったことを確認した。 

なお、調整池Ａについては、全測定日において環境保全目標を下回っていたが、濁水流出防止

のための維持管理を実施した。 
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７．騒音 

（１）調査内容 

造成工事中の騒音の監視及び事後調査を表７－１(1)、(2)に示す計画に基づき実施した。 

 

表７－１(1) 騒音調査計画（日常監視） 

調査期間 調査地点 調査項目 調査方法 調査回数 
平成 14 年６月４日 

～ 
平成 15年３月31日 

敷地境界及び 
周辺集落 

騒音レベル JIS Z 8731 騒音レベル測定方法 
１回／日（敷地境界） 
１回／週（周辺集落） 

測定者：清水建設株式会社 

 

表７－１(2) 騒音調査計画（事後調査） 

調査期間 調査地点 調査項目 調査方法 調査回数 
平成 14 年 

７月 25 日 
８月 26 日 

敷地境界及び
周辺集落 

騒音レベル JIS Z 8731 騒音レベル測定方法 
２回／年（敷地境界） 
２回／年（周辺集落） 

測定者：（財）三重県環境保全事業団 

 

（２）調査地点 

騒音の日常監視及び事後調査は、図７－１に示すとおり敷地境界４地点（№１～№４）、周辺集

落４地点（№Ａ～№Ｄ）で実施した。 
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● №Ｃ№Ｃ№Ｃ№Ｃ 

● №Ｄ№Ｄ№Ｄ№Ｄ 
№Ａ№Ａ№Ａ№Ａ● 

● №Ｂ№Ｂ№Ｂ№Ｂ 

■ 

№４№４№４№４    

■ 

№３№３№３№３    

■  

№１№１№１№１    

■ 

 №２№２№２№２    

■：敷地境界測定地点 

●：周辺集落測定地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－１ 騒音調査地点 

 

（３）調査結果 

日常監視及び事後調査による騒音の調査結果は以下のとおりであり、詳細は資料集の資料３－

１(1)～(23)に示した。 

なお、現在の騒音に係る環境基準は等価騒音レベル（Ｌeq）で設定されていることから、平成

14 年８月以降、周辺集落の騒音レベルはＬeq値を測定した。 

 

① 日常監視 

ａ.平成 14 年６月監視結果 

敷地境界における騒音レベルのＬ5値は、№１で 45～82dB、№２で 41～74dB、№３で 42～66dB、

№４で 53～82dB であった。 

周辺集落における騒音レベルのＬ50値は、№Ａで 46～47dB、№Ｂで 38～44dB、№Ｃで 53～61dB、

№Ｄで 40～55dB であった。 

ｂ.平成 14 年７月監視結果 

敷地境界における騒音レベルのＬ5値は、№１で 55～74dB、№２で 63～73dB、№３で 46～67dB、

№４で 61～72dB であった。 
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周辺集落における騒音レベルのＬ50値は、№Ａで 43～59dB、№Ｂで 40～57dB、№Ｃで 53～60dB、

№Ｄで 48～56dB であった。 

ｃ.平成 14 年８月監視結果 

敷地境界における騒音レベルのＬ5値は、№１で 50～75dB、№２で 48～70dB、№３で 44～66dB、

№４で 51～70dB であった。 

周辺集落における騒音レベルのＬeq値は、№Ａで45～52dB、№Ｂで46～62dB、№Ｃで44～61dB、

№Ｄで 46～56dB であった。 

ｄ.平成 14 年９月監視結果 

敷地境界における騒音レベルのＬ5値は、№１で 51～70dB、№２で 55～68dB、№３で 49～72dB、

№４で 56～68dB であった。 

周辺集落における騒音レベルのＬeq値は、№Ａで42～47dB、№Ｂで43～53dB、№Ｃで51～62dB、

№Ｄで 46～51dB であった。 

ｅ.平成 14 年 10 月監視結果 

敷地境界における騒音レベルのＬ5値は、№１で 55～72dB、№２で 55～77dB、№３で 45～72dB、

№４で 56～73dB であった。 

周辺集落における騒音レベルのＬeq値は、№Ａで42～48dB、№Ｂで49～57dB、№Ｃで52～62dB、

№Ｄで 46～57dB であった。 

ｆ.平成 14 年 11 月監視結果 

敷地境界における騒音レベルのＬ5値は、№１で 55～72dB、№２で 49～69dB、№３で 46～63dB、

№４で 50～78dB であった。 

周辺集落における騒音レベルのＬeq値は、№Ａで41～46dB、№Ｂで42～59dB、№Ｃで51～61dB、

№Ｄで 44～55dB であった。 

ｇ.平成 14 年 12 月監視結果 

敷地境界における騒音レベルのＬ5値は、№１で 57～77dB、№２で 50～69dB、№３で 43～67dB、

№４で 53～72dB であった。 

周辺集落における騒音レベルのＬeq値は、№Ａで45～51dB、№Ｂで42～51dB、№Ｃで49～64dB、

№Ｄで 44～52dB であった。 

ｈ.平成 15 年１月監視結果 

敷地境界における騒音レベルのＬ5値は、№１で 62～73dB、№２で 49～68dB、№３で 42～63dB、

№４で 56～75dB であった。 

周辺集落における騒音レベルのＬeq値は、№Ａで44～50dB、№Ｂで40～51dB、№Ｃで53～57dB、

№Ｄで 46～49dB であった。 

ｉ.平成 15 年２月監視結果 

敷地境界における騒音レベルのＬ5値は、№１で 61～72dB、№２で 57～65dB、№３で 40～67dB、

№４で 56～73dB であった。 
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周辺集落における騒音レベルのＬeq値は、№Ａで40～46dB、№Ｂで40～53dB、№Ｃで40～54dB、

№Ｄで 43～52dB であった。 

ｊ.平成 15 年３月監視結果 

敷地境界における騒音レベルのＬ5値は、№１で 59～68dB、№２で 53～70dB、№３で 43～60dB、

№４で 60～69dB であった。 

周辺集落における騒音レベルのＬeq値は、№Ａで42～45dB、№Ｂで40～48dB、№Ｃで50～61dB、

№Ｄで 43～53dB であった。 

 

② 事後調査 

ａ.平成 14 年７月調査結果 

敷地境界における騒音レベルのＬ5値は、№１で 67dB、№２で 69dB、№３で 57dB、№４で 68dB

であった。 

周辺集落における騒音レベルのＬeq値は、№Ａで 56dB、№Ｂで 52dB、№Ｃで 55dB、№Ｄで 50dB

であった。 

ｂ.平成 14 年８月調査結果 

敷地境界における騒音レベルのＬ5値は、№１で 60dB、№２で 59dB、№３で 61dB、№４で 67dB

であった。 

周辺集落における騒音レベルのＬeq値は、№Ａで 41dB、№Ｂで 46dB、№Ｃで 53dB、№Ｄで 50dB

であった。 

 

（４）調査結果の検討内容 

工事用重機類からの騒音の監視及び事後調査結果については表７－２のとおりであり、環境保

全目標値を全て満足していた。 

 

表７－２ 騒音の評価 
（単位：dB） 

調査項目 調査地点 日常監視 事後調査 
環境保全 
目標 

環境基準 

№１ 45～82 60～67 

№２ 41～77 59～69 

№３ 40～72 57～61 

敷地境界 
Ｌ5 

№４ 50～82 67～68 

85 － 

№Ａ 40～52 41～56 

№Ｂ 40～62 46～52 

№Ｃ 40～64 53～55 

騒音レベル 

周辺集落 
Ｌeq 

№Ｄ 43～57 50 

－ 

Ａ及びＢ
類型 

 
昼間 55 
（参考値） 

注：周辺集落は環境基準の適用地域外となるので、基準値については参考値として取扱った。 
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８．振動 

（１）調査内容 

造成工事中の振動の事後調査を表８－１に示す計画に基づき実施した。 

 

表８－１ 振動調査計画（事後調査） 

調査地点 調査項目 調査方法 調査頻度 

敷地境界及び周辺集落 振動レベル JIS Z 8735 振動レベル測定方法 
２回／年（敷地境界） 
２回／年（周辺集落） 

測定者：（財）三重県環境保全事業団 

 

（２）調査地点 

振動調査は、騒音調査と同一地点である敷地境界４地点（№１～№４）、周辺集落４地点（№Ａ

～№Ｄ）で実施した（図７－１参照）。 

 

（３）調査結果 

事後調査による振動の調査結果は以下のとおりである。なお、詳細は資料集の資料４－１(1)、

(2)に示した。 

 

① 平成 14 年７月 25 日 

敷地境界では、№１で 42dB、№２で 35dB、№３で 30dB 未満、№４で 35dB であった。 

周辺集落では、№Ａで 32dB、№Ｂで 30dB 未満、№Ｃで 34dB、№Ｄで 30dB 未満であった。 

 

② 平成 14 年８月 26 日 

敷地境界では、№１で 36dB、№２で 34dB、№３で 30dB 未満、№４で 32dB であった。 

周辺集落では、№Ａで 30dB 未満、№Ｂで 30dB 未満、№Ｃで 34dB、№Ｄで 30dB であった。 
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（４）調査結果の検討内容 

工事用重機類からの振動の事後調査結果については表８－２のとおりであり、環境保全目標値

を全て満足していた。 

 

表８－２ 振動の評価 
（単位：dB） 

調査項目 調査地点 事後調査 環境保全目標 

№１ 36～42 

№２ 34～35 

№３ <30 

敷地境界 
Ｌ10 

№４ 32～35 

－ 

№Ａ <30～32 

№Ｂ <30 

№Ｃ 34 

振動レベル 

周辺集落 
Ｌ10 

№Ｄ <30～30 

周辺住居地域に
おいて 60 以下 
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９．植 物 

９－１ 特筆すべき植物の確認調査 

（１） 調査年月日及び調査内容 

現地踏査により、特筆すべき植物の生育確認調査を行った。調査年月日は表９－１に示した

とおりである。 

 

表９－１ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 14 年４月４、10、11 日 

平成 14 年５月１、２、28、29 日 

平成 14 年６月 19 日 

平成 14 年７月 11 日 

平成 14 年９月３、９日 

平成 14 年 10 月７日 

生育確認調査 

 

（２） 調査範囲 

調査範囲は図９－１に示した第１期工区の未改変区域（亀山工区）及び造成協力地である。 
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図９－１ 調査範囲 
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（３） 調査結果 

生育確認調査を行った結果、表９－２に示したとおり、スズカカンアオイ、オオイワカガミ

等 21 種の特筆すべき種を確認した。また、確認位置は図９－２に示したとおりである。 

なお、それぞれの種の確認状況は資料集の写真５－１－１～５－１－21 に示した。 

 

表９－２ 特筆すべき植物及び確認株数 

種 名 確認株数 種 名 確認株数 

ｶﾝｱｵｲ 約 50 ﾀﾆｳﾂｷﾞ 15 

ｽｽﾞｶｶﾝｱｵｲ 15 ｼﾗｲﾄｿｳ 約 350 

ﾋﾒｶﾝｱｵｲ 約 40 ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ 約 500 

ﾄｳｶｲｺﾓｳｾﾝｺﾞｹ 約 100 ｻｻﾕﾘ 3 

ｵｵｲﾜｶｶﾞﾐ 約 160 ｼｭﾝﾗﾝ 70 

ｷﾞﾝﾘｮｳｿｳ 1 ﾂﾁｱｹﾋﾞ 1 

ﾄｻﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ 11 ｺｸﾗﾝ 約 200 

ﾘﾝﾄﾞｳ 37 ｶｲﾅﾝｻﾗｻﾄﾞｳﾀﾞﾝ 2 

ﾊﾙﾘﾝﾄﾞｳ 20 ｱｹﾎﾞﾉｼｭｽﾗﾝ 
3ｍ×3ｍ 
1ｍ×1ｍ 

ｵｶﾀﾂﾅﾐｿｳ 3 ｽｽﾞｶｱｻﾞﾐ 約 50 株 

ﾀﾂﾅﾐｿｳ 5   
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図９－２ 特筆すべき植物確認位置 
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９－２ 特筆すべき植物の移植及び活着状況調査 

（１） 調査年月日及び調査内容 

確認された特筆すべき植物について適切な移植先を選定するとともに、移植作業並びに活着

状況調査を行った。さらに、良好な生育環境を保つため、それぞれの移植地において除草等の

移植地管理の作業を行った。 

移植作業は工事の進捗状況に考慮し、早期に特筆すべき植物を保全するため、生育確認され

た種について３回の移植を行った。移植等の作業及び活着状況調査の日程は表９－３に示すと

おりである。 

なお、１回目の特筆すべき植物の移植作業は４月 12、15 日に行ったが、移植先の一部が改変

区域に当っていたこと、および残存区域が改変区域に変更になったことから、４月 30日に他の

残存緑地へ再移植を行った。 

 

表９－３ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 14 年４月 12、15 日 移植作業（１回目） 

平成 14 年４月 30 日 再移植作業（１回目） 

平成 14 年６月 26、27 日 移植作業（２回目） 

平成 14 年７月 22 日 
３ヶ月後活着状況調査（４月移植分） 

移植地管理作業 

平成 14 年９月 26 日 
３ヶ月後活着状況調査（６月移植分） 

移植地管理作業 

平成 14 年 10 月 18 日 ６ヶ月後活着状況調査（４月移植分） 

平成 14 年 10 月 30 日 移植作業（３回目） 

平成 14 年 12 月 18 日 ６ヶ月後活着状況調査（６月移植分） 

平成 15 年１月 10 日 ３ヶ月後活着状況調査（10 月移植分） 
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（２） 調査結果 

① 移植作業 

確認したそれぞれの特筆すべき植物について、適切と考えられる移植先を選定した結果、

表９－４に示すとおり４ヶ所の移植地を設けた。また、移植先は図９－３に示したとおりで

ある。 

生育確認調査において確認した 21種の特筆すべき種のうち、トサノミツバツツジ、ギンリ

ョウソウ、カイナンサラサドウダンを除く 18 種の移植を行った。ギンリョウソウについては

生育確認を行っているが、移植作業時には確認ができなかった。また、トサノミツバツツジ

とカイナンサラサドウダンについては後の項に示すとおり、現況木の活用として他の樹木と

同様に緑化に利用することとした。 

１回目の移植については表９－５に示したとおり、４月の生育確認調査で確認したカンア

オイ、オオイワカガミ、シュンラン等９種の移植を行った。 

２回目の移植については表９－６に示したとおり、５～６月の生育確認調査で確認したス

ズカカンアオイ、ヒメカンアオイ、シライトソウ等７種の移植を行った。 

さらに、３回目の移植については表９－７に示したとおり、７～10 月の生育確認調査で確

認したアケボノシュスラン、スズカアザミの２種について移植を行った。 

なお、移植作業時の状況は資料集の写真５－２－１～５－２－49 に示した。 
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表９－４ 移植地の環境及び移植対象種 

移植地番号 移植地の環境 移植対象種 

Ｎｏ.１ 

公園に隣接し、マダケ、サクラ等が生える林である。北
東に面した斜面とその下に平地がやや広がっている。 
疎林のため、日当たりはやや良く、斜面上部の土壌は適
湿である。斜面および、斜面下部の平地では北東向きの
ため、乾燥しすぎず、土壌は湿潤であり、コクラン及び
ショウジョウバカマの自生株が見られる。 

＜斜面上部＞ 
・カンアオイ 
・オオイワカガミ 
・シュンラン 
＜斜面及び斜面下部＞ 
・コクラン 
・ショウジョウバカマ 
・ツチアケビ 

Ｎｏ.２ 

スギ・ヒノキからなる植林地。北西向きの斜面のため、
上部ではやや日当たりは良く、土壌は適湿であるが、全
体的に林内は中陰で斜面及び斜面下部では土壌は湿潤で
ある。ここでもショウジョウバカマの自生株が見られ、
近隣の斜面下部ではシライトソウ、斜面上部ではオオイ
ワカガミが見られる。 

＜斜面上部＞ 
・スズカカンアオイ 
・ヒメカンアオイ 
・シュンラン 
・ササユリ 
＜斜面及び斜面下部＞ 
・コクラン 
・ショウジョウバカマ 
・オオイワカガミ 
・シライトソウ 
・アケボノシュスラン 

Ｎｏ.３ 

日当たりの良い放棄水田で東向きの斜面があり、斜面沿
いに畦道がついている。 
現在耕作中である近隣の谷の東向き斜面ではコモウセン
ゴケの生育を確認しており、本移植地も同様に斜面はや
や急であるが、染み出し水があるため、やや湿潤でコケ
類が付着している。 
斜面下の畦道は放棄されて数年経つため、クズ等の雑草
が繁茂し、水田利用時と同様に除草の管理が必要である
が、土壌は適湿である。 

＜斜面＞ 
・トウカイコモウセンゴケ 
＜畦道＞ 
・リンドウ 
・ハルリンドウ 

Ｎｏ.４ 

放棄水田で放棄されて数年経つため、周囲の竹やササが
やや侵入し、水田利用時と同様に除草の管理が必要であ
るが、畦の斜面の土壌は適湿であり日当たりがよい。ま
た、水田跡は湿潤でミゾソバなどが覆い湿地環境を呈し
ている。 

＜畦の斜面＞ 
・トウカイコモウセンゴケ 
・リンドウ 
・ハルリンドウ 
・タツナミソウ 
・オカタツナミ 
＜水田跡＞ 
・タニウツギ 
・スズカアザミ 
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表９－５ 移植地および移植株数（１回目：平成 14 年４月 12、15、30 日） 

移 植 地 
種  名 

No.1 No.2 No.3 No.4 

カンアオイ 25 － － － 

オオイワカガミ 12 18 － － 

シュンラン 18 8 － － 

コクラン 41 9 － － 

ショウジョウバカマ 45 17 － － 

ツチアケビ 1 － － － 

トウカイコモウセンゴケ － － 60 20 

リンドウ － － 20 12 

ハルリンドウ － － 9 7 

 

表９－６ 移植地および移植株数（２回目：平成 14 年６月 26、27 日） 

移 植 地 
種  名 

No.2 No.4 

スズカカンアオイ 15 － 

ヒメカンアオイ 30 － 

シライトソウ 45 － 

ササユリ 3 － 

オカタツナミソウ － 3 

タツナミソウ － 2 

タニウツギ － 2 

 

表９－７ 移植地および移植株数（３回目：平成 14 年 10 月 30 日） 

移 植 地 
種  名 

No.2 No.4 

アケボノシュスラン 1m×1.5m － 

スズカアザミ － 18 
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図９－３ 移植先地点図 
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② 活着確認調査 

活着状況の結果は表９－８～10 に示すとおりである。 

４月に移植した種については、オオイワカガミ、トウカイコモウセンゴケの一部に枯れが見

られたが、その他の種については概ね良好な状況が確認された。なお、ハルリンドウについて

は季節的に地上部が枯れる時期であることから、株数の確認を行うことができなかった。 

６月に移植した種については、スズカカンアオイ、シライトソウに虫や獣等による食害が見

られたが、その他の種については概ね良好な状況が確認された。なお、ササユリについては季

節的に地上部が枯れる時期であることから、３ヶ月後の調査時に１株しか確認を行うことがで

きなかった。 

10 月に移植した種については、アケボノシュスラン、スズカアザミともに移植時と変わりな

く良好な生育を確認した。移植地の土壌も移植種にとって適度な湿度が保たれていることから、

適切な環境であると思われる。 

また、移植を行った種が良好に生育を保つため、各移植地の除草及び間伐等を行った。 

活着確認の状況及び移植地管理の作業状況は資料集の写真５－２－50～５－２－107 に示し

た。 

 

表９－８ 特筆すべき植物の活着状況（４月移植分） 

移植地 種名 移植株数 ３ヶ月後 ６ヶ月後 確 認 状 況 

ｶﾝｱｵｲ 25 25 20 良好 

ｵｵｲﾜｶｶﾞﾐ 12 8 6 一部葉枯れ・花跡 1株 

ｼｭﾝﾗﾝ 18 15 17 良好 

ｺｸﾗﾝ 41 41 41 良好・開花 

ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ 45 45 45 良好 

No.1 

ﾂﾁｱｹﾋﾞ 1 1 1 開花跡 

ｵｵｲﾜｶｶﾞﾐ 18 18 17 一部葉枯れ 

ｼｭﾝﾗﾝ 8 8 8 良好 

ｺｸﾗﾝ 9 9 9 良好・開花跡 
No.2 

ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ 17 17 17 良好 

ﾄｳｶｲｺﾓｳｾﾝｺﾞｹ 60 30 10 一部乾燥による枯れ・開花跡あり 

ﾘﾝﾄﾞｳ 20 19 17 良好・つぼみあり No.3 

ﾊﾙﾘﾝﾄﾞｳ 9 - - 地上部枯れのため不明 

ﾄｳｶｲｺﾓｳｾﾝｺﾞｹ 20 5 6 乾燥による枯れ・つぼみあり 

ﾘﾝﾄﾞｳ 12 12 10 良好・開花 No.4 

ﾊﾙﾘﾝﾄﾞｳ 7 － － 地上部枯れのため不明 
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表９－９ 特筆すべき植物の活着状況（６月移植分） 

移植地 種 名 移植株数 ３ヶ月後 ６ヶ月後 確 認 状 況 

ｽｽﾞｶｶﾝｱｵｲ 15 10 10 葉に食害あり 
ﾋﾒｶﾝｱｵｲ 30 30 30 良好 
ｼﾗｲﾄｿｳ 45 41 41 良好 

No.2 

ｻｻﾕﾘ 3 1 － 地上部枯れのため不明 
ｵｶﾀﾂﾅﾐｿｳ 3 3 － 地上部枯れのため不明 
ﾀﾂﾅﾐｿｳ 2 2 2 良好・結実跡あり No.4 
ﾀﾆｳﾂｷﾞ 2 2 2 良好（落葉） 

 

表９－10 特筆すべき植物の活着状況（10月移植分） 

移植地 種 名 移植株数 3 ヶ月後 確 認 状 況 

No.2 ｱｹﾎﾞﾉｼｭｽﾗﾝ 1m×1.5m 1m×1.5m 良好 
No.4 ｽｽﾞｶｱｻﾞﾐ 18 株 18 株 良好 
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９－３ 現況木の選定及び移植作業 

（１） 調査年月日及び調査内容 

改変区域内の造成未実施エリアにおいて緑化に使用する樹木を選定し、緑化予定エリアに移

植を行った。 

調査年月日は表９－11 に示したとおりである。 

 

表９－11 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 14 年６月 10、14 日 現況木選定調査 

平成 14 年７月 31 日～８月２日 移植作業 

平成 14 年９月３日 移植作業 

平成 14 年９月９日 現況木選定調査 

平成 14 年 12 月３日 再移植作業※ 

平成 15 年１月８日～10 日 移植作業 

平成 15 年３月 24 日～26 日 移植作業 

平成 15 年３月 26 日～４月８日 移植作業 

※工事の進捗状況の都合のため、９月３日に一時的に他の場所へ仮移植を行ったものについて 
再度、緑化帯へ移植を行ったことを示す。 

 

（２） 調査結果 

① 選定調査及び移植作業 

移植樹木の選定の基準は樹高１～７ｍで、本地域に自生する樹木とした。選定樹木の確認

位置は図９－４に示したとおりである。選定した樹木はカラーテープ等でマーキングを行い、

後日、事業実施区域の緑化帯に移植を行った。 

表９－12に示すとおり常緑樹 1,055 本、落葉樹 797 本、合計 1,852 本の樹木の移植作業を

行った。移植先は図９－５に示した緑化帯のエリア１、エリア２及び水辺広場とした。ただ

し、工事の進捗状況の都合でエリア２に移植を行う樹木については一時的にエリア３に仮移

植を行った。 

なお、３月 26 日～４月８日の移植作業のうち、３月 26～28 日に行った現況木の掘り取り

作業については亀山市及び関町のシルバー人材センターの会員（延べ 60 名参加）の協力の

もとに実施した。 
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図９－４ 現況木確認位置 
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表９－12 移植木の樹種名及び本数 

移 植 日 樹 種 名 
常緑樹
本数 

落葉樹 
本数 

移植 
合計 

移 植 先 

平成 14 年７月 31 日 

～８月２日 

ｱｾﾋﾞ､ｲﾇﾂｹﾞ､ｳﾘｶｴﾃﾞ､ｶｸﾚﾐﾉ､ｶﾅﾒﾓﾁ､ｺｼﾞｲ､ｺ
ﾅﾗ､ｺﾊﾞﾉﾄﾈﾘｺ､ｽﾉｷ､ｿﾖｺﾞ､ﾀｶﾉﾂﾒ､ﾂｸﾊﾞﾈｳﾂ
ｷﾞ､ﾅﾂﾊｾﾞ､ﾈｼﾞｷ､ﾋｻｶｷ､ﾎｿﾊﾞﾀﾌﾞ､ﾓﾁﾂﾂｼﾞ､ﾔﾏ
ﾓﾓ､ﾘｮｳﾌﾞ等 

31 40 71 エリア１ 

ｱｽﾞｷﾅｼ､ｱｾﾋﾞ､ｱﾗｶｼ､ｳﾘｶｴﾃﾞ､ｶﾅﾒﾓﾁ､ｶﾏﾂｶ､ｸ
ﾛｶﾞﾈﾓﾁ､ｸﾛﾊﾞｲ､ｺｱｼﾞｱｲ､ｺｼﾞｲ､ｺﾊﾞﾉｶﾞﾏｽﾞﾐ､
ｽﾉｷ､ﾀｶﾉﾂﾒ､ﾀﾌﾞﾉｷ､ﾈｼﾞｷ､ﾈｽﾞﾐﾓﾁ､ﾋｻｶｷ､ﾎｿ
ﾊﾞﾀﾌﾞ､ﾓﾁﾂﾂｼﾞ､ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ､ﾔﾏﾓﾓ等 

76 43 119 エリア１ 

平成 14 年９月３日 ｱｵﾊﾀﾞ､ｱｸｼﾊﾞ､ｱｾﾋﾞ､ｱﾗｶｼ､ｲｿﾉｷ､ｳﾘｶｴﾃﾞ､ｴ
ｺﾞﾉｷ､ｶｸﾚﾐﾉ､ｶﾅﾒﾓﾁ､ｶﾏﾂｶ､ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ､ｸﾛﾊﾞｲ､
ｺｼﾞｲ､ｺﾊﾞﾉｶﾞﾏｽﾞﾐ､ｻｶｷ､ｼｬｼｬﾝﾎﾞ､ｽﾉｷ､ｿﾖ
ｺﾞ､ﾀｶﾉﾂﾒ､ﾀﾌﾞﾉｷ､ﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ､ﾅﾂﾊｾﾞ､ﾈｼﾞｷ､
ﾈｽﾞﾐﾓﾁ､ﾋｻｶｷ､ﾎｿﾊﾞﾀﾌﾞ､ﾏﾙﾊﾞﾊｷﾞ､ﾓﾁﾂﾂｼﾞ､ﾔ
ﾌﾞﾂﾊﾞｷ､ﾔﾌﾞﾑﾗｻｷ､ﾘｮｳﾌﾞ等 

134 61 195 

エリア３ 

（ただし、平
成 14 年 12 月
３日にエリア
２へ再移植） 

平成 15 年１月８日 

～10 日 

ｱｵﾊﾀﾞ､ｱｽﾞｷﾅｼ､ｱｾﾋﾞ､ｱﾗｶｼ､ｲｿﾉｷ､ｲﾎﾞﾀﾉｷ､ｳ
ﾒﾓﾄﾞｷ､ｳﾘｶｴﾃﾞ､ｴﾉｷ､ｵﾆﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ､ｶｸﾚﾐﾉ､ｶ
ﾅﾒﾓﾁ､ｶﾞﾏｽﾞﾐ､ｶﾏﾂｶ､ｸﾘ､ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ､ｸﾛﾊﾞｲ､ｸﾛ
ﾓｼﾞ､ｺｱｼﾞｻｲ､ｺｼﾞｲ､ｺﾅﾗ､ｺﾊﾞﾉｶﾞﾏｽﾞﾐ､ｻｶｷ､ｼ
ｬｼｬﾝﾎﾞ､ｼｬｼｬﾝﾎﾞ､ｼﾛﾀﾞﾓ､ﾀｶﾉﾂﾒ､ﾀﾌﾞﾉｷ､ﾂﾙ
ｸﾞﾐ､ﾅﾂﾊｾﾞ､ﾅﾜｼﾛｸﾞﾐ､ﾈｼﾞｷ､ﾈｽﾞﾐﾓﾁ､ﾋｻｶｷ､ﾊ
ﾅｲｶﾀﾞ､ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ､ﾏﾝﾘｮｳ､ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ､ﾓﾁﾂﾂ
ｼﾞ､ﾔﾏｻﾞｸﾗ､ﾔﾏﾂﾂｼﾞ､ﾘｮｳﾌﾞ等 

152 118 270 エリア１ 

平成 15 年３月 24 日 

～26 日 

ｱｵｷ､ｱｶﾏﾂ､ｱｶﾒｶﾞｼﾜ､ｱﾗｶｼ､ｶｷﾉｷ､ｸﾇｷﾞ､ｸﾞﾐ､
ｺﾅﾗ､ｽﾀﾞｼﾞｲ､ﾀﾆｳﾂｷﾞ､ﾈｽﾞﾐﾓﾁ､ﾊﾝﾉｷ､ﾔﾏﾓﾓ､ﾓ
ﾁﾂﾂｼﾞ等 

27 192 219 水辺広場 

平成 15 年４月１日 

～８日 

ｱﾗｶｼ､ｱｾﾋﾞ､ｶｸﾚﾐﾉ､ﾋｻｶｷ､ｼｲ､ｴｺﾞﾉｷ､ｺﾅﾗ､ﾑﾗ
ｻｷｼｷﾌﾞ､ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ､ﾀｶﾉﾂﾒ等 635 343 978 水辺広場 

合   計 1,055 797 1,852 － 
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図９－５ 現況木の移植先 
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② 管理作業 

移植による樹木へのダメージを緩和するため、下記の対策及び管理作業を行った。なお、

管理作業において、周囲に生息する昆虫類や土壌生物等に影響を与えないため、農薬の散布

は行っていない。 

 

＜対策及び管理作業＞ 

・活着率を高めるため、移植前に現地発生良質土・バーク堆肥（有機質土壌改良剤）10％

により、土壌改良を行なった。 

・移植時に根の乾燥を防ぐため、チップ等によるマルチングを行った。 

・日中の乾燥を防ぐため、晴天時には毎日散水を行った。 

・排水不良の個所には、ＤＯパイプ（通気管）を施した。 

 

③ 特筆すべき樹木及び貴重な樹木 

前項で述べたとおり、事業実施区域内において特筆すべき植物としてトサノミツバツツジ、

カイナンサラサドウダンが確認された。これらは樹木であることから、他の現況木と同様に

緑化に活用することとし、表９－13、図９－６に示すとおり緑化帯及び水辺広場へ移植を行

った。移植樹木の衰退を軽減するため、移植場所は西日の当たらないフラワー道路西側及び

沈砂池東側を選定した。 

また、亀山市から当地域の自然を代表する植物の一つであるヤマモモを移植するよう、要

望を受けたので、同様に表９－13、図９－６に示すとおり移植を行った。 

 

表９－13 特筆すべき樹木及びヤマモモの移植 

樹種名 移植本数 施工場所（図９－６参照） 

カイナンサラサドウダン ３ №１：フラワー道路西側 

２ №１：フラワー道路西側 
トサノミツバツツジ 

３ №２：沈砂池東側 

１ №３：芝生広場東側 
ヤマモモ 

１ №４：沈砂池東側 
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図９－６ 特筆すべき樹木およびヤマモモの移植先 

№3 ﾔﾏﾓﾓ 

№2 ﾄｻﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ 

№4 ﾔﾏﾓﾓ 

№1 ｶｲﾅﾝｻﾗｻﾄﾞｳﾀﾞﾝ 
   ﾄｻﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ 



 40 

10．特筆すべき動物 

10－１ ニホンカモシカ 

（１） 調査年月日及び調査内容 

事業区域及び周辺において、ニホンカモシカの生息確認調査を実施した。調査年月日は表

10－１－１に示したとおりである。 

 

表 10－１－１ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 15 年１月 14 日 生息確認調査 

 

（２） 調査ルート 

調査ルートは図 10－１－１に示した第 1期区域（亀山工区）北側の未改変区域及び現況調

査時に生息を確認（足跡）した第 1期区域西側とした。 

 

（３） 調査方法 

事業区域及び周辺を任意に踏査を行い、足跡、糞等のフィールドサインによる生息確認を

実施するとともに、８倍程度の双眼鏡を用いて本種の確認に努めた。 

 

（４） 調査結果 

調査を行った結果、本種の生息は確認できなかった。 

なお、調査状況等の写真は資料集の写真６－１－１～６－１－３に示した。 
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図 10－１－１ ニホンカモシカ調査ルート 

凡 例 

：調査ルート 

：事業実施区域 

 



 42 

10－２ クマタカ、オオタカ、ハイタカ、チゴハヤブサ 

（１） 調査年月日及び調査方法 

調査年月日及び調査方法は表 10－２－１に示したとおりである。 

 

表 10－２－１ 調査年月日及び調査方法 

調査年月日 調査時間 調査方法 

平成 15 年２月 26 日 6:00～14:00 定点観察調査 

 

（２） 調査地点及び調査範囲 

調査地点は図 10－２－１に示したとおり、計画地及びその周辺を広く見渡せる場所とし、

計４地点を設定した。 
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図 10－２－１ クマタカ、オオタカ、ハイタカ、チゴハヤブサ調査地点 

 

凡 例 

●：定点観察地点 

 ：事業実施区域 

●４●４●４●４    
●２●２●２●２    

●３●３●３●３    

●１●１●１●１    
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（３） 調査結果 

現地調査の結果、表 10－２－２に示したとおりオオタカの行動を７例確認した。 

確認状況は、鳴き声や飛翔が主であり、繁殖を示唆する行動は確認できなかった。 

オオタカの確認状況を図 10－２－２に示した。 

なお、調査状況等の写真は資料集の写真６－２－１～６－２－４に示した。 

 

表 10－２－２ オオタカ確認状況 

№ 確認年月日 確認時間 成幼・雌雄 確認状況 

１ 9:15 不明・不明 
事業実施区域西側の林内で警戒の鳴き声を
一声確認した。 

２ 9:40 不明・不明 
№１と同じ場所から約５分間に渡って鳴き
声を確認した。 

３ 9:57 不明・不明 

№１と同じ場所から約８分間に渡って鳴き
声を確認した。また、同時にカケスの警戒
の鳴き声も確認され、本種が捕食した可能
性がある。 

４ 10:17 不明・不明 
№１と同じ場所から鳴き声を一声確認し
た。 

５ 10:54 不明・不明 
№１よりもやや北側の林内から一声鳴き声
を確認した。 

６ 11:50 ♂・若鳥 
№１の確認場所の西側より飛来。尾根で消
失 

７ 

平成 15 年２月 26 日 

12:29 不明・不明 
事業実施区域北部の草地上を低空で飛来
し、低空のまま事業実施区域内に消失した。 

注：表中の№は図 10－２－２の番号に対応する。 

 

 

（４） まとめ 

今回の調査の結果、調査対象種４種（クマタカ、オオタカ、ハイタカ、チゴハヤブサ）の

うち、オオタカ１種を確認した。 

確認状況は、事業実施区域西側の林内において、鳴き声を５例、飛翔を１例、事業実施区

域北側において飛翔を１例確認した。 

確認例は鳴き声及び飛翔のみで、繁殖を示唆する行動は確認できなかった。しかしながら、

本地域周辺では昨年度営巣が確認されており、今回の確認回数も比較的多いことから、今年

（平成 15 年）も引き続き繁殖の可能性がある。 
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図 10－２－２ オオタカ確認状況 

凡 例 

● ：鳴き声確認範囲 

  ：飛翔経路 

  ：事業実施区域 

● 

１，２，３，４，５ 

７ 

６ 
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10－３ モリアオガエル 

（１） 調査年月日及び調査内容 

事業区域内の溜池において、モリアオガエルの生息確認調査（卵塊確認調査）を実施した。

調査年月日及び調査内容は表 10－３－１に示したとおりである。 

 

表 10－３－１ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 14 年５月 27 日 

平成 14 年６月７、10、14 日 

生息確認調査 

 

（２） 調査場所 

調査場所は図 10－３－１に示した第 1期工区（亀山工区）内の溜池とした。 

 

（３） 調査方法 

溜池周囲の樹林等を目視により観察し、本種の卵塊の有無について調査した。また、卵塊

数についても記録した。 

 

（４） 調査結果 

調査を行った溜池 34 のうち、16の溜池において計 69 卵塊を確認した。各溜池での確認数

は１～11 卵塊であった。 

確認位置及び卵塊数は図 10－３－２に示したとおりである。 

なお、調査状況等の写真は資料集の写真６－３－１～６－３－９に示した。 

 

（５） 保全のための措置 

生息を確認した 16 溜池のうち造成工事等による影響が考えられる５溜池について出来る

限り移殖（卵塊または幼生）を実施した。 

移殖先の溜池は図 10－３－２に示したとおりである。 
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図 10－３－１ モリアオガエル調査場所 
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凡 例 

 ●：調査地点（溜池） 
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図 10－３－２ モリアオガエル確認地点及び移殖先 
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凡 例 

●：確認地点（溜池） 
▲：確認地点及び移殖先 

 ( )は確認卵塊数。 

(3)(3)(3)(3) (2)(2)(2)(2)

(4)(4)(4)(4)

(3)(3)(3)(3)

(1)(1)(1)(1)

(4)(4)(4)(4)

(3)(3)(3)(3)

(7)(7)(7)(7)

(3)(3)(3)(3)

(6)(6)(6)(6)

(2)(2)(2)(2)

(7)(7)(7)(7)

(11)(11)(11)(11)

(6)(6)(6)(6)

(6)(6)(6)(6)

(1)(1)(1)(1)
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10－４ ハルゼミ 

（１） 調査年月日及び調査内容 

事業区域及び周辺において、ハルゼミの生息確認調査（鳴声確認調査）を実施した。調査

年月日及び調査内容は表 10－４－１に示したとおりである。 

 

表 10－４－１ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 14 年５月 24 日 生息確認調査 

 

（２） 調査場所 

調査場所は図 10－４－１に示した第 1期工区（亀山工区）及び周辺とした。 

 

（３） 調査方法 

本種の鳴き声を録音したテープの再生により共鳴させる方法で生息の確認を実施した。 

 

（４） 調査結果 

調査を行った結果、図 10－４－１に示したとおり事業区域内４ヶ所及び周辺１ヶ所の計５

ヶ所で鳴声により生息を確認した。なお、いずれの確認地点も４～５個体と少数であった。 

なお、調査状況等の写真は資料集の写真６－４－１～６－４－３に示した。 
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図 10－４－１ ハルゼミ調査ルート及び確認地点 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

  

 

 

  

 

 

 
 

 

  

 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

凡 例 

   ：調査ルート 
   ：確認地点 

 （ ）は確認個体数 

（４～５）

（４～５） 
（４～５）

（４～５） 

（４～５）
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10－５ ゲンジボタル 

（１） 調査年月日及び調査内容 

事業区域周辺において、ゲンジボタル（成虫）の生息確認調査を実施した。調査年月日及

び調査内容は表 10－５－１に示したとおりである。 

 

表 10－５－１ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 14 年５月 30 日 成虫生息確認調査 

平成 15 年３月 10 日 幼虫生息確認調査 

 

（２） 調査ルート及び調査場所 

成虫の調査ルートは図 10－５－１に示した第 1期工区（亀山工区）周辺とした。 

幼虫の調査場所は図 10－５－２に示した第 1 期区域（亀山工区）周辺の河川及び水路等と

した。 

 

（３） 調査方法 

成虫については事業区域周辺の河川及び水路等を夜間任意に踏査し、目視または補虫網に

より捕獲し調査した。 

幼虫については成虫確認場所周辺の水域において、礫等を足で攪拌しその下流側にタモ網を

受け流下する幼虫を掬い取る方法で本種の確認に努めた。 

 

（４） 調査結果 

調査を行った結果、成虫については図 10－５－１に示したとおり事業区域周辺の５ヶ所で

計９個体の生息を確認したが、いずれの確認地点も１～３個体と少数であった。なお、幼虫

については確認できなかった。 

なお、調査状況等の写真は資料集の写真６－５－１～６－５－６に示した。 
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図 10－５－１ ゲンジボタル（成虫）調査ルート及び確認地点 
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凡 例 

  ：成虫調査ルート 
 ● ：成虫確認地点 

（ ）は確認個体数 

(3)(3)(3)(3)

(1)(1)(1)(1)

(1)(1)(1)(1)

(1)(1)(1)(1)

(3)(3)(3)(3)
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図 10－５－２ ゲンジボタル（幼虫）調査場所 

凡 例 
 

   ：幼虫調査場所 
 



 54 
 

10－６ クロシオハマキ 

（１） 調査年月日及び調査内容 

事業区域において、クロシオハマキ（成虫）の生息確認調査をライトトラップ（カーテン

法）調査により実施した。調査年月日及び調査内容は表 10－６－１に示したとおりである。 

 

表 10－６－１ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 14 年６月 19 日 
ライトトラップ（カーテン法）
による生息確認調査 

 

（２） 調査場所 

調査場所は図 10－６－１に示した第 1期工区（亀山工区）内の１地点で実施した。 

 

（３） 調査方法 

調査場所に約２ｍ×３ｍの白幕を林縁部に張り光源としてブラックライト、ケミカルライ

ト、青色蛍光灯各１本（各 20ｗ）を設置し、日没から３時間点灯して誘引される本種の確認

に努めた。 

 

（４） 調査結果 

調査を行った結果、本種の生息は確認できなかった。 

なお、調査状況等の写真は資料集の写真６－６－１～６－６－３に示した。 
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図 10－６－１ ライトトラップ調査地点 
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凡 例 

 ● ：調査地点 
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10－７ ﾂﾏｸﾞﾛｷﾁｮｳ、ﾂﾏｼﾞﾛｳﾗｼﾞｬﾉﾒ、ｲｼｶﾞｹﾁｮｳ、ｵｵﾋｮｳﾀﾝｺﾞﾐﾑｼ、ﾊﾈﾋﾞﾛｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ、ｲﾄｳﾊﾊﾞﾁ 

（１） 調査年月日及び調査内容 

事業区域及び周辺において、ツマグロキチョウ等の昆虫類について生息確認調査を実施し

た。調査年月日及び調査内容は表 10－７－１に示したとおりである。 

 

表 10－７－１ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 14 年６月 10、12 日 生息確認調査 

 

（２） 調査ルート 

調査ルートは図 10－７－１に示した第 1期工区（亀山工区）及び周辺で実施した。 

 

（３） 調査方法 

林縁部や放棄水田等を任意に踏査し、タモ網を用いて捕獲もしくは目視により対象種の確

認に努めた。 

 

（４） 調査結果 

調査を行った結果、ツマグロキチョウ等の昆虫類の生息は確認できなかった。 

なお、調査状況等の写真は資料集の写真６－７－１～６－７－３に示した。 
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図 10－７－１ ツマグロキチョウ等調査ルート 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

  

 

 

  

 

 

 
 

 

  

 
 

  

 

 

 

 
 

凡 例 

   ：調査ルート  
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11 水生生物 

11－１ 特筆すべき水生生物（ｶﾜﾊﾞﾀﾓﾛｺ、ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾒﾀﾞｶ、ｱｶｻﾞ、ﾏﾀﾞﾗｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳ）及び魚類 

（１） 調査年月日及び調査内容 

事業区域内の溜池、水路及び周辺の水路等において、カワバタモロコ等の生息確認調査を

実施した。調査年月日及び調査内容は表 11－１－１に示したとおりである。 

 

表 11－１－１ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 14 年６月７、10、14、17、27 日 生息確認調査 

 

（２） 調査場所 

調査場所は図 11－１－１に示した第 1期工区（亀山工区）内の溜池、水路及び水路等で実

施した。 

 

（３） 調査方法 

溜池については、カゴ網（一部溜池については投網併用）と目視やタモ網等によりカワバ

タモロコ等の生息確認を実施した。 

水路等については、タモ網を用いて任意にカワバタモロコ等の生息確認を実施した。 

 

（４） 調査結果 

調査を行った結果、溜池については１つの溜池でカワバタモロコの生息を確認したが、そ

れ以外の特筆すべき水生生物については、確認できなかった。なお、他の魚種として１つの

溜池においてモツゴを確認した。 

水路等については、２ヶ所でホトケドジョウの生息を確認したが、それ以外の特筆すべき

水生生物については確認できなかった。なお、他の魚類としてカワムツ、ドジョウ、カワヨ

シノボリの３種を確認した。 

なお、調査状況等の写真は資料集の写真７－１－１～７－１－９に示した。 
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図 11－１－１ 水生生物溜池調査地点及び水路等調査場所 
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凡 例 

●：調査地点（溜池） 
 ：調査場所（水路等） 
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11－２ 水生生物の保全対策 

（１） 消失する溜池からの移殖 

① 実施年月日及び実施内容 

第 1期工区及び第２期工区の造成により消失する溜池について、造成前に調査を実施し生

息を確認した場合は仮移殖池に移殖を行った。実施年月日及び実施内容は表 11－２－１に示

したとおりである。 

 

表 11－２－１ 実施年月日及び実施内容 

実施年月日 実施内容 

平成 14 年７月 12 日 生息確認調査及び移殖作業（溜池Ａ） 

平成 14 年７月 15 日 生息確認調査及び移殖作業（溜池Ｂ） 

平成 14 年７月 30 日 生息確認調査及び移殖作業（溜池Ｃ～Ｈ） 

 

② 調査場所 

調査は図 11－２－１に示した溜池（Ａ～Ｈ）で実施した。 
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図 11－２－１ 水生生物調査場所 
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●：調査地点（溜池） 
 ：調査範囲（河川） 
■：移殖候補池 
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ＦＦＦＦ ＧＧＧＧ

ＨＨＨＨ

１（椋川）１（椋川）１（椋川）１（椋川）  
小河川（関地内） 

小河川（亀山地内）
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③ 調査方法 

事前調査で魚類を確認していた溜池については予めカゴ網を用いて魚類を捕獲した後で、

その他のため池については直接水中ポンプによる排水または溜池堰堤を重機で除々に壊しな

がら排水し、生息する水生生物を捕獲した。 

なお、捕獲した水生生物については仮移殖池に移殖を行った。 

 

④ 調査結果 

改変区域にあたる８つの溜池（Ａ～Ｈ）のうち、３つの溜池（Ａ～Ｃ）でモツゴ等１目１

科４種の魚類及び２種の昆虫類、１種の甲殻類を確認し、亀山市総合環境センター内に設置

した仮移殖池に移殖を行った。溜池Ｄ、Ｅについては水生生物は確認できず、溜池Ｆ～Ｈに

ついては水が無い状態であった。 

移殖した種及び個体数は表 11－２－２に示したとおりである。 

なお、調査状況等の写真は資料集の写真７－２－１～７－２－９に示した。 

 

表 11－２－２ 移殖種及び個体数（溜池） 

溜 池 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ 種群 目 科 種 

7/12 7/15 7/30 7/30 7/30 － － － 

計 

ﾓﾛｺ類 322        322 

ﾓﾂｺﾞ  2732       2732 

ｺｲ 2 3       5 

魚 類 ｺｲ ｺｲ 

ﾌﾅの一種 37 12       49 

ﾄﾝﾎﾞ － ﾔｺﾞの一種 5        5 昆虫類 

ｶﾒﾑｼ ﾀｲｺｳﾁ ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ  2       2 

甲殻類 十脚 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ ｽｼﾞｴﾋﾞ   11      11 

3 4 4 7 種数 4 4 1 0 0 0 0 0 － 

 



 63 
 

（２） 影響を受ける河川からの移殖 

① 実施年月日及び実施内容 

造成工事による直接的な改変や濁水の流出に伴い、河川に生息する水生生物に影響を及ぼ

すことあるいは影響を及ぼす可能性が考えられることから、河川に生息する水生生物の捕獲

を行い仮移殖池に移殖した。 

実施年月日及び実施内容は表 11－２－３に示したとおりである。 

 

表 11－２－３ 実施年月日及び実施内容 

実施年月日 実施内容 

平成 14 年７月 12 日 

平成 14 年７月 19 日 
捕獲及び移殖作業（小河川：関及び亀山地内） 

平成 14 年７月 30 日 捕獲及び移殖作業（小河川：関地内） 

平成 14 年７月 31 日 捕獲及び移殖作業（椋川：１） 

平成 14 年８月 19 日～21 日 捕獲及び移殖作業（椋川：２～15） 

 

② 実施場所 

作業は前掲の図 11－２－１に示した小河川（関地内、亀山地内）、椋川１及び図 11－２－

２に示した椋川２～15 で実施した。 

 

③ 調査方法 

タモ網を用いて任意に水生生物の捕獲を行い、捕獲した水生生物については仮移植池に移

殖した。 

 

④ 調査結果 

小河川（関地内、亀山地内）で、カワムツ、ドジョウ、カワヨシノボリ等２目３科４種の

魚類及び昆虫類１種、甲殻類２種、貝類１種の水生生物を確認した。また、下流河川である

椋川で、オイカワ、カワムツ、タモロコ等２目４科９種の魚類及び昆虫類３種、甲殻類３種、

貝類１種の水生生物を確認した。 

確認した水生生物については、仮移植池に移殖した。 

移殖した水生生物の一覧は表 11－２－４に示したとおりである。 

なお、調査状況等の写真は資料集の写真７－２－10～７－２－15 に示した。 
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表 11－２－４ 移殖種及び個体数（河川） 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
7/12 7/19 7/30 7/12 7/19 7/31 8/19 8/19 8/19 8/21 8/21 8/21 8/21 8/21 8/20 8/20 8/20 8/20 8/20 8/20

魚　類 ｺｲ ｺｲ 1 5 28 45 54 5 12 1 72 24 18 40 305
18 16 288 47 49 25 5 35 91 22 2 7 1 606

1 1 17 1 6 26
4 1 5 5 5 5 2 27

2 2 2 1 10 1 18
ﾄﾞｼﾞｮｳ 1 6 1 18 14 52 10 102

20 5 11 4 11 51
ﾒﾀﾞｶ 1 1

ｽｽﾞｷ ﾊｾﾞ 63 23 11 6 13 4 4 21 18 63 6 22 24 5 2 10 4 4 303
昆虫類 ﾄﾝﾎﾞ － 1 5 6 4 1 5 2 2 6 8 40

ｶﾒﾑｼ ﾀｲｺｳﾁ 1 1 2 1 5
1 1 2

甲殻類 十脚 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ 6 5 60 45 44 9 1 12 2 21 15 3 1 10 9 5 248
ｲﾜｶﾞﾆ 3 1 2 2 8
ｻﾜｶﾞﾆ 19 4 9 32

貝　類 腹足網 ｶﾜﾆﾅ 1 1
斧足網 ｼｼﾞﾐｶﾞｲ 200 4 2 1 1 208

4 7 11 17 種数 3 4 2 7 7 5 5 5 5 8 6 7 7 11 6 7 6 6 8 4 －

ｶﾜﾆﾅ
ﾏｼｼﾞﾐ

ﾀｲｺｳﾁ
ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ
ｽｼﾞｴﾋﾞ
ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ

ﾒﾀﾞｶ
ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ
ﾔｺﾞの一種

ｻﾜｶﾞﾆ

ﾀﾓﾛｺ
ﾌﾅの一種
ﾄﾞｼﾞｮｳ
ﾄﾞｼﾞｮｳ類

ｵｲｶﾜ
ｶﾜﾑﾂ

計

ｶﾏﾂｶ

種群 目 科
椋　川小河川

（関町地内）
小河川

（亀山地内）種

64 
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（３） 仮移殖池の調査 

① 実施年月日及び実施内容 

溜池及び河川より水生生物を移殖した仮移殖池の水質調査を実施した。 

実施年月日及び実施内容は表 11－２－５に示したとおりである。 

 

表 11－２－５ 実施年月日及び実施内容 

実施年月日 実施内容 

平成 14 年７月 31 日 水質調査（原水、池１、池７） 

平成 14 年８月 29 日 

平成 14 年９月 26 日 

平成 14 年 10 月 18 日 

平成 14 年 11 月 21 日 

平成 14 年 12 月 18 日 

平成 15 年１月 31 日 

平成 15 年２月 25 日 

平成 15 年３月 13 日 

水質調査（池１、池７） 

注１：仮移殖池への給水は地下水を使用。 
注２：移殖池は７段式で池１（最上部）より池７（最下部）へ段々に水が流れる。 

 

② 調査場所 

調査場所は前掲の図 11－２－２に示した仮移殖池で実施した。 

 

③ 調査項目及び調査方法 

簡易型水質測定器を用いてｐＨ等を現地で測定するとともに、原水（初回のみ）及び池７

についてはＢＯＤ等の分析を実施した。 

なお、調査項目及び調査方法は、表 11－２－６に示したとおりである。 

 

表 11－２－６ 調査項目及び調査方法 

項 目 調査方法 

ｐＨ 

ＤＯ 

水温 

導電率 

濁度 

簡易型測定器（水質ﾁｪｯｶｰ U-10（堀場製作
所））による測定 

ＢＯＤ JIS K0102.21 及び 32.3 

ＣＯＤ JIS K0102.17 

全鉄 JIS K0102.57.4 
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④ 調査結果 

水質調査の結果は表 11－２－７(1)～(9)に示したとおりである。 

ｐＨはアルカリ性であるが、現在まで移殖した魚に特に大きな被害は見られていない。ま

た、溶存酸素は高く、魚類の生息可能な環境であると思われる。 

なお、調査状況等の写真は資料集の写真７－２－16～７－２－30 に示した。 

 

表 11－２－７(1) 水質調査結果（仮移殖池） 

・調査年月日：平成 14 年７月 31 日 
項目＼地点 原水(地下水) 池１(最上池) 池７（最下池） 

ｐＨ 7.1 7.0 7.8 

導電率（mS/cm） 0.118 0.115 0.288 

濁度（度） 18 22 10 

ＤＯ（mg/l） 3.9 5.9 7.0 

水温（℃） 19.2 20.6 29.8 

ＢＯＤ（mg/l） 1.2 － 1.2 

ＣＯＤ（mg/l） 1.2 － 2.9 

全鉄（mg/l） 2.8 － 0.31 

 

表 11－２－７(2) 水質調査結果（仮移殖池） 

・調査年月日：平成 14 年８月 29 日 
項目＼地点 池１(最上池) 池７（最下池） 

ｐＨ 7.8 7.9 

導電率（mS/cm） 0.285 0.281 

濁度（度） 6 4 

ＤＯ（mg/l） 6.5 6.2 

水温（℃） 25.7 25.7 

ＢＯＤ（mg/l） － 0.8 

ＣＯＤ（mg/l） － 4.9 

全鉄（mg/l） － 0.31 

 

表 11－２－７(3) 水質調査結果（仮移殖池） 

・調査年月日：平成 14 年９月 26 日 
項目＼地点 池１(最上池) 池７（最下池） 

ｐＨ 6.9 7.8 

導電率（mS/cm） 0.363 0.357 

濁度（度） 4 4 

ＤＯ（mg/l） 6.9 6.9 

水温（℃） 19.0 19.1 

ＢＯＤ（mg/l） － 1.1 

ＣＯＤ（mg/l） － 5.6 

全鉄（mg/l） － 0.02 
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表 11－２－７(4) 水質調査結果（仮移殖池） 

・調査年月日：平成 14 年 10 月 18 日 
項目＼地点 池１(最上池) 池７（最下池） 

ｐＨ 8.9 8.7 

導電率（mS/cm） 0.303 0.303 

濁度（度） 8 4 

ＤＯ（mg/l） 10 9.7 

水温（℃） 21.4 20.4 

ＢＯＤ（mg/l） － 1.5 

ＣＯＤ（mg/l） － 5.5 

全鉄（mg/l） － 0.05 

 

表 11－２－７(5) 水質調査結果（仮移殖池） 

・調査年月日：平成 14 年 11 月 21 日 
項目＼地点 池１(最上池) 池７（最下池） 

ｐＨ 9.3 8.3 

導電率（mS/cm） 0.344 0.394 

濁度（度） 1 5 

ＤＯ（mg/l） 15 9.5 

水温（℃） 10.3 9.6 

ＢＯＤ（mg/l） － 1.8 

ＣＯＤ（mg/l） － 6.9 

全鉄（mg/l） － 0.16 

 

表 11－２－７(6) 水質調査結果（仮移殖池） 

・調査年月日：平成 14 年 12 月 18 日 
項目＼地点 池１(最上池) 池７（最下池） 

ｐＨ 9.3 7.8 

導電率（mS/cm） 0.201 0.217 

濁度（度） 8 41 

ＤＯ（mg/l） 15.1 11.0 

水温（℃） 6.8 6.6 

ＢＯＤ（mg/l） － 2.6 

ＣＯＤ（mg/l） － 6.0 

全鉄（mg/l） － 0.40 
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表 11－２－７(7) 水質調査結果（仮移殖池） 

・調査年月日：平成 15 年１月 31 日 
項目＼地点 池１(最上池) 池７（最下池） 

ｐＨ 10.6 9.6 

導電率（mS/cm） 0.135 0.157 

濁度（度） 10 5 

ＤＯ（mg/l） 16.5 12.0 

水温（℃） 5.2 4.9 

ＢＯＤ（mg/l） － 1.4 

ＣＯＤ（mg/l） － 4.3 

全鉄（mg/l） － 0.09 

 

表 11－２－７(8) 水質調査結果（仮移殖池） 

・調査年月日：平成 15 年２月 25 日 
項目＼地点 池１(最上池) 池７（最下池） 

ｐＨ 9.6 8.6 

導電率（mS/cm） 0.170 0.155 

濁度（度） 24 19 

ＤＯ（mg/l） 18.4 11.4 

水温（℃） 9.0 8.1 

ＢＯＤ（mg/l） － 2.2 

ＣＯＤ（mg/l） － 4.9 

全鉄（mg/l） － 0.07 

 

表 11－２－７(9) 水質調査結果（仮移殖池） 

・調査年月日：平成 15 年３月 13 日 
項目＼地点 池１(最上池) 池７（最下池） 

ｐＨ 9.6 9.2 

導電率（mS/cm） 0.157 0.193 

濁度（度） 17 5 

ＤＯ（mg/l） 14.0 14.0 

水温（℃） 10.2 8.2 

ＢＯＤ（mg/l） － 1.4 

ＣＯＤ（mg/l） － 4.5 

全鉄（mg/l） － 0.03 



 70 
 

12．事後調査を行った者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在 

 

区分 調査項目 調査機関の名称等 

水質（濁水） 

＜調整池Ａ及び最終仮沈砂池ｂ＞ 
清水建設株式会社 
（工事事務所）鈴鹿郡関町大字会下字山神谷 612-18 
 
＜調整池Ｂ＞ 
鹿島・矢作・西松・大林共同企業体 
（工事事務所）亀山市白木町鷺山 395-43 
 

日常監視 

騒音 
清水建設株式会社 
（工事事務所）鈴鹿郡関町大字会下字山神谷 612-18 

事後調査 

大気質 
水質（濁水） 
騒音・振動 
特筆すべき植物 
特筆すべき動物 
水生生物 
 

財団法人 三重県環境保全事業団 
理事長 濵田 直毅 
三重県安芸郡河芸町大字上野 3258 番地 

 

 

 



 

 

 

 

 

資料集（調査結果及び撮影写真） 

 

Ⅰ．大気質 

Ⅱ．水 質 

Ⅲ．騒 音 

Ⅳ．振 動 

Ⅴ．特筆すべき植物 

Ⅵ．特筆すべき動物 

Ⅶ．水生生物 
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測定年月日：平成14年7月23日(火)

時間帯 風向 風速 ＮＯ ＮＯ２ ＮＯＸ ＳＯ２ ＳＰＭ
(m/s) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (mg/m3)

0～1 NW 0.8 0.002 0.008 0.010 0.005 0.035
1～2 NNE 0.8 0.005 0.011 0.016 0.004 0.029
2～3 WSW 1.0 0.007 0.009 0.016 0.004 0.023
3～4 W 1.2 0.009 0.008 0.017 0.004 0.052
4～5 SW 0.8 0.006 0.007 0.013 0.004 0.055
5～6 WSW 1.2 0.005 0.007 0.012 0.003 0.056
6～7 SW 0.6 0.008 0.008 0.016 0.005 0.066
7～8 E 0.8 0.013 0.014 0.027 0.007 0.068
8～9 SE 1.4 0.013 0.018 0.031 0.006 0.070
9～10 SSE 1.2 0.008 0.019 0.027 0.005 0.082
10～11 SSE 2.0 0.006 0.020 0.026 0.004 0.120
11～12 S 2.3 0.005 0.020 0.025 0.003 0.115
12～13 SE 2.6 0.002 0.008 0.010 0.003 0.062
13～14 E 1.8 0.002 0.009 0.011 0.003 0.048
14～15 SE 1.7 0.001 0.004 0.005 0.003 0.069
15～16 SSE 3.1 0.001 0.004 0.005 0.003 0.068
16～17 ESE 1.7 0.001 0.005 0.006 0.003 0.092
17～18 ESE 1.7 0.002 0.005 0.007 0.003 0.036
18～19 ESE 2.3 0.002 0.008 0.010 0.003 0.023
19～20 ENE 0.8 0.003 0.017 0.020 0.004 0.008
20～21 NNE 1.3 0.003 0.018 0.021 0.004 0.001
21～22 N 0.6 0.004 0.017 0.021 0.004 0.002
22～23 N 1.4 0.004 0.012 0.016 0.003 0.012
23～24 N 1.0 0.003 0.013 0.016 0.004 0.020
最高値 － 3.1 0.013 0.020 0.031 0.007 0.120
最低値 － 0.6 0.001 0.004 0.005 0.003 0.001
日平均値 － 1.4 0.005 0.011 0.016 0.004 0.051

地上気象 大気質

Ⅰ．大気質 

 

資料１－１(1) 環境大気測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：（財）三重県環境保全事業団 
風向・風速は大気汚染常時監視測定局国道 25 号亀山局のデータ 
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測定年月日：平成14年7月24日(水)

時間帯 風向 風速 ＮＯ ＮＯ２ ＮＯＸ ＳＯ２ ＳＰＭ
(m/s) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (mg/m3)

0～1 NE 0.5 0.004 0.011 0.015 0.003 0.036
1～2 WNW 0.5 0.004 0.007 0.011 0.004 0.040
2～3 calm 0.1 0.004 0.008 0.012 0.004 0.034
3～4 ESE 0.6 0.006 0.008 0.014 0.004 0.033
4～5 calm 0.3 0.009 0.009 0.018 0.004 0.028
5～6 NE 0.8 0.008 0.009 0.017 0.003 0.031
6～7 calm 0.2 0.007 0.008 0.015 0.004 0.034
7～8 SSE 1.5 0.007 0.007 0.014 0.008 0.025
8～9 S 1.4 0.009 0.011 0.020 0.009 0.026
9～10 SSE 2.9 0.018 0.017 0.035 0.007 0.055
10～11 SSE 2.9 0.018 0.020 0.038 0.006 0.124
11～12 SSW 1.5 0.008 0.018 0.026 0.004 0.109
12～13 S 2.0 0.003 0.010 0.013 0.003 0.079
13～14 SSE 2.5 0.004 0.017 0.021 0.003 0.070
14～15 SE 2.9 0.004 0.016 0.020 0.004 0.091
15～16 SSE 2.7 0.003 0.014 0.017 0.004 0.103
16～17 SSE 2.4 0.006 0.020 0.026 0.004 0.075
17～18 SE 1.1 0.012 0.036 0.048 0.004 0.040
18～19 NNE 0.8 0.005 0.023 0.028 0.003 0.002
19～20 WSW 1.4 0.004 0.019 0.023 0.004 0.005
20～21 SW 0.9 0.003 0.007 0.010 0.007 0.004
21～22 WSW 1.2 0.002 0.005 0.007 0.010 0.005
22～23 SW 1.2 0.002 0.006 0.008 0.007 0.009
23～24 S 2.3 0.002 0.014 0.016 0.008 0.025
最高値 － 2.9 0.018 0.036 0.048 0.010 0.124
最低値 － 0.1 0.002 0.005 0.007 0.003 0.002
日平均値 － 1.4 0.006 0.013 0.020 0.005 0.045

大気質地上気象

測定年月日：平成14年7月25日(木)

時間帯 風向 風速 ＮＯ ＮＯ２ ＮＯＸ ＳＯ２ ＳＰＭ
(m/s) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (mg/m3)

0～1 SSW 1.3 0.003 0.013 0.016 0.007 0.033
1～2 S 0.6 0.002 0.012 0.014 0.007 0.026
2～3 calm 0.3 0.003 0.012 0.015 0.006 0.027
3～4 NE 0.7 0.004 0.010 0.014 0.005 0.018
4～5 E 0.6 0.005 0.009 0.014 0.005 0.028
5～6 ESE 1.4 0.008 0.009 0.017 0.005 0.035
6～7 SSE 1.4 0.014 0.011 0.025 0.005 0.041
7～8 ESE 1.8 0.016 0.015 0.031 0.006 0.032
8～9 ESE 2.3 0.008 0.013 0.021 0.005 0.038
9～10 SE 3.5 0.005 0.010 0.015 0.004 0.036
10～11 ESE 4.9 0.003 0.007 0.010 0.004 0.024
11～12 SE 5.1 0.002 0.004 0.006 0.005 0.029
12～13 ESE 4.2 0.001 0.003 0.004 0.003 0.068
13～14 SE 4.1 0.001 0.003 0.004 0.013 0.078
14～15 SE 3.3 0.002 0.004 0.006 0.016 0.057
15～16 SE 3.3 0.002 0.004 0.006 0.016 0.040
16～17 SE 4.1 0.002 0.005 0.007 0.015 0.025
17～18 SE 4.2 0.002 0.005 0.007 0.012 0.015
18～19 ESE 4.5 0.002 0.005 0.007 0.009 0.010
19～20 ESE 4.4 0.001 0.005 0.006 0.007 0.003
20～21 E 3.5 0.001 0.005 0.006 0.005 0.005
21～22 ESE 3.4 0.001 0.004 0.005 0.006 0.017
22～23 ESE 2.5 0.001 0.006 0.007 0.006 0.026
23～24 SE 4.2 0.001 0.004 0.005 0.004 0.020
最高値 － 5.1 0.016 0.015 0.031 0.016 0.078
最低値 － 0.3 0.001 0.003 0.004 0.003 0.003
日平均値 － 2.9 0.004 0.007 0.011 0.007 0.030

大気質地上気象

資料１－１(2) 環境大気測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：（財）三重県環境保全事業団 
風向・風速は大気汚染常時監視測定局国道 25 号亀山局のデータ 



 75 

測定年月日：平成14年7月26日(金)

時間帯 風向 風速 ＮＯ ＮＯ２ ＮＯＸ ＳＯ２ ＳＰＭ
(m/s) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (mg/m3)

0～1 ESE 3.3 0.002 0.003 0.005 0.004 0.030
1～2 ESE 2.9 0.002 0.003 0.005 0.004 0.022
2～3 ESE 3.4 0.002 0.003 0.005 0.003 0.027
3～4 SE 3.2 0.003 0.004 0.007 0.004 0.026
4～5 E 2.1 0.003 0.004 0.007 0.004 0.022
5～6 ESE 2.7 0.004 0.005 0.009 0.004 0.024
6～7 SE 2.4 0.004 0.004 0.008 0.003 0.025
7～8 ESE 3.4 0.005 0.004 0.009 0.003 0.025
8～9 ESE 3.6 0.003 0.004 0.007 0.003 0.013
9～10 ESE 4.1 0.003 0.003 0.006 0.003 0.020
10～11 ESE 4.2 0.003 0.003 0.006 0.003 0.035
11～12 ESE 4.7 0.002 0.003 0.005 0.002 0.075
12～13 SE 3.7 0.002 0.003 0.005 0.001 0.060
13～14 ESE 5.2 0.002 0.002 0.004 0.002 0.035
14～15 SE 4.2 0.002 0.002 0.004 0.002 0.032
15～16 ESE 4.1 0.003 0.002 0.005 0.001 0.005
16～17 ESE 3.9 0.003 0.004 0.007 0.002 0.015
17～18 SE 3.0 0.003 0.003 0.006 0.005 0.013
18～19 E 1.8 0.004 0.006 0.010 0.004 0.015
19～20 E 1.9 0.002 0.006 0.008 0.005 0.002
20～21 E 1.4 0.002 0.006 0.008 0.004 0.003
21～22 ENE 1.2 0.002 0.007 0.009 0.004 0.002
22～23 E 1.6 0.002 0.008 0.010 0.004 0.002
23～24 E 1.9 0.003 0.008 0.011 0.003 0.015
最高値 － 5.2 0.005 0.008 0.011 0.005 0.075
最低値 － 1.2 0.002 0.002 0.004 0.001 0.002
日平均値 － 3.1 0.003 0.004 0.007 0.003 0.023

大気質地上気象

測定年月日：平成14年7月27日(土)

時間帯 風向 風速 ＮＯ ＮＯ２ ＮＯＸ ＳＯ２ ＳＰＭ
(m/s) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (mg/m3)

0～1 ESE 2.4 0.004 0.007 0.011 0.003 0.029
1～2 E 1.7 0.003 0.007 0.010 0.003 0.028
2～3 E 2.3 0.003 0.007 0.010 0.004 0.030
3～4 ENE 1.6 0.003 0.007 0.010 0.005 0.024
4～5 NNE 1.4 0.003 0.006 0.009 0.007 0.030
5～6 ENE 1.7 0.004 0.007 0.011 0.010 0.022
6～7 ENE 1.1 0.007 0.006 0.013 0.026 0.027
7～8 ESE 1.6 0.009 0.007 0.016 0.063 0.040
8～9 SSE 1.7 0.009 0.008 0.017 0.080 0.053
9～10 ESE 2.0 0.005 0.008 0.013 0.055 0.058
10～11 SE 1.9 0.005 0.008 0.013 0.038 0.090
11～12 SSE 2.8 0.007 0.011 0.018 0.025 0.140
12～13 SE 1.8 0.002 0.006 0.008 0.017 0.108
13～14 ESE 2.8 0.001 0.003 0.004 0.012 0.124
14～15 ESE 2.7 0.001 0.003 0.004 0.014 0.055
15～16 SE 2.1 0.001 0.002 0.003 0.012 0.038
16～17 SE 1.2 0.005 0.010 0.015 0.019 0.090
17～18 ESE 2.4 0.003 0.007 0.010 0.029 0.210
18～19 ESE 1.3 0.002 0.006 0.008 0.009 0.040
19～20 ENE 0.9 0.002 0.007 0.009 0.005 0.024
20～21 NNE 1.3 0.002 0.007 0.009 0.010 0.029
21～22 NNE 1.6 0.002 0.007 0.009 0.029 0.064
22～23 NE 1.0 0.003 0.007 0.010 0.023 0.068
23～24 W 0.5 0.006 0.006 0.012 0.012 0.052
最高値 － 2.8 0.009 0.011 0.018 0.080 0.210
最低値 － 0.5 0.001 0.002 0.003 0.003 0.022
日平均値 － 1.7 0.004 0.007 0.011 0.021 0.061

大気質地上気象

資料１－１(3) 環境大気測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：（財）三重県環境保全事業団 
風向・風速は大気汚染常時監視測定局国道 25 号亀山局のデータ 
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測定年月日：平成14年7月28日(日)

時間帯 風向 風速 ＮＯ ＮＯ２ ＮＯＸ ＳＯ２ ＳＰＭ
(m/s) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (mg/m3)

0～1 WSW 1.2 0.005 0.004 0.009 0.011 0.053
1～2 WSW 1.4 0.005 0.003 0.008 0.012 0.043
2～3 WSW 1.4 0.004 0.002 0.006 0.016 0.036
3～4 WSW 1.1 0.004 0.002 0.006 0.015 0.045
4～5 WNW 1.0 0.003 0.002 0.005 0.010 0.030
5～6 SW 0.8 0.003 0.001 0.004 0.009 0.038
6～7 WSW 0.7 0.004 0.002 0.006 0.014 0.047
7～8 SSE 0.4 0.002 0.002 0.004 0.050 0.044
8～9 ESE 1.0 0.014 0.009 0.023 0.068 0.083
9～10 S 0.8 0.016 0.011 0.027 0.063 0.072
10～11 S 2.0 0.011 0.014 0.025 0.044 0.138
11～12 SE 2.5 0.006 0.014 0.020 0.026 0.172
12～13 SSE 2.6 0.001 0.006 0.007 0.011 0.256
13～14 SSE 2.9 0.001 0.004 0.005 0.007 0.124
14～15 SSE 2.0 0.002 0.006 0.008 0.005 0.066
15～16 SE 2.3 0.005 0.013 0.018 0.005 0.068
16～17 E 2.6 0.002 0.008 0.010 0.003 0.126
17～18 ESE 1.7 0.002 0.006 0.008 0.003 0.015
18～19 E 1.7 0.002 0.007 0.009 0.002 0.008
19～20 ESE 2.5 0.002 0.007 0.009 0.002 0.001
20～21 ESE 1.5 0.002 0.006 0.008 0.002 0.001
21～22 E 1.1 0.001 0.004 0.005 0.002 0.001
22～23 E 1.0 0.001 0.005 0.006 0.002 0.005
23～24 E 0.9 0.002 0.006 0.008 0.002 0.001
最高値 － 2.9 0.016 0.014 0.027 0.068 0.256
最低値 － 0.4 0.001 0.001 0.004 0.002 0.001
日平均値 － 1.5 0.004 0.006 0.010 0.016 0.061

大気質地上気象

測定年月日：平成14年7月29日(月)

時間帯 風向 風速 ＮＯ ＮＯ２ ＮＯＸ ＳＯ２ ＳＰＭ
(m/s) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (mg/m3)

0～1 SE 0.7 0.001 0.005 0.006 0.003 0.002
1～2 NE 0.8 0.002 0.005 0.007 0.005 0.004
2～3 NNE 1.5 0.002 0.004 0.006 0.008 0.001
3～4 NE 0.7 0.002 0.004 0.006 0.013 0.001
4～5 W 1.2 0.002 0.003 0.005 0.010 0.002
5～6 calm 0.1 0.003 0.003 0.006 0.007 0.010
6～7 N 0.5 0.003 0.003 0.006 0.017 0.020
7～8 ESE 1.6 0.009 0.007 0.016 0.041 0.044
8～9 SE 1.8 0.005 0.007 0.012 0.037 0.064
9～10 NE 1.0 0.006 0.008 0.014 0.042 0.085
10～11 E 1.6 0.006 0.008 0.014 0.046 0.138
11～12 E 2.1 0.002 0.005 0.007 0.044 0.183
12～13 ESE 2.4 0.001 0.003 0.004 0.026 0.190
13～14 SE 2.0 0.002 0.005 0.007 0.017 0.143
14～15 SE 2.1 0.003 0.007 0.010 0.017 0.133
15～16 E 1.8 0.003 0.010 0.013 0.010 0.134
16～17 ESE 1.8 0.002 0.008 0.010 0.007 0.132
17～18 ESE 1.7 0.002 0.012 0.014 0.007 0.130
18～19 E 1.0 0.002 0.011 0.013 0.005 0.036
19～20 NNE 1.4 0.002 0.010 0.012 0.004 0.058
20～21 NNE 2.1 0.002 0.010 0.012 0.005 0.062
21～22 NNE 1.3 0.002 0.011 0.013 0.006 0.065
22～23 NE 1.0 0.002 0.013 0.015 0.007 0.080
23～24 N 0.9 0.002 0.012 0.014 0.008 0.078
最高値 － 2.4 0.009 0.013 0.016 0.046 0.190
最低値 － 0.1 0.001 0.003 0.004 0.003 0.001
日平均値 － 1.4 0.003 0.007 0.010 0.016 0.075

大気質地上気象

資料１－１(4) 環境大気測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：（財）三重県環境保全事業団 
風向・風速は大気汚染常時監視測定局国道 25 号亀山局のデータ 
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測定年月日：平成14年８月23日(金)

時間帯 風向 風速 ＮＯ ＮＯ２ ＮＯＸ ＳＯ２ ＳＰＭ
（－） (m/s) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (mg/m3)

0～1 WNW 1.0 0.001 0.003 0.004 0.002 0.006
1～2 NW 0.9 0.001 0.002 0.003 0.002 0.011
2～3 calm 0.1 0.001 0.002 0.003 0.002 0.011
3～4 NW 0.7 0.005 0.008 0.013 0.002 0.023
4～5 NW 0.7 0.002 0.012 0.014 0.002 0.020
5～6 E 1.2 0.001 0.009 0.010 0.002 0.035
6～7 E 2.3 0.002 0.011 0.013 0.002 0.021
7～8 SE 1.7 0.004 0.014 0.018 0.003 0.018
8～9 ESE 1.1 0.004 0.014 0.018 0.003 0.024
9～10 ESE 1.5 0.003 0.013 0.016 0.004 0.030
10～11 ESE 2.1 0.001 0.009 0.010 0.004 0.012
11～12 SE 4.0 0.001 0.008 0.009 0.005 0.007
12～13 SE 3.6 0.001 0.008 0.009 0.004 0.026
13～14 SE 3.0 0.001 0.007 0.008 0.004 0.025
14～15 SE 3.2 0.001 0.009 0.010 0.003 0.034
15～16 SE 3.6 0.001 0.012 0.013 0.002 0.026
16～17 SE 4.2 0.001 0.014 0.015 0.002 0.032
17～18 SE 4.3 0.001 0.012 0.013 0.002 0.033
18～19 SE 2.6 0.001 0.008 0.009 0.002 0.036
19～20 SE 2.3 0.001 0.006 0.007 0.002 0.039
20～21 SSE 2.0 0.001 0.006 0.007 0.002 0.028
21～22 SSE 1.8 0.001 0.016 0.017 0.002 0.003
22～23 SSE 1.3 0.001 0.011 0.012 0.001 0.018
23～24 SE 0.8 0.001 0.006 0.007 0.001 0.024
最高値 － 4.3 0.005 0.016 0.018 0.005 0.039
最低値 － 0.1 0.001 0.002 0.003 0.001 0.003
日平均値 － 2.1 0.002 0.009 0.011 0.003 0.023

地上気象 大気質

資料１－１(5) 環境大気測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：（財）三重県環境保全事業団 
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測定年月日：平成14年８月24日(土)

時間帯 風向 風速 ＮＯ ＮＯ２ ＮＯＸ ＳＯ２ ＳＰＭ
（－） (m/s) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (mg/m3)

0～1 calm 0.2 0.001 0.001 0.002 0.001 0.019
1～2 E 0.8 0.001 0.001 0.002 0.001 0.009
2～3 NW 1.1 0.001 0.001 0.002 0.001 0.008
3～4 WNW 1.0 0.001 0.002 0.003 0.001 0.016
4～5 W 0.4 0.001 0.003 0.004 0.001 0.007
5～6 SW 0.7 0.001 0.004 0.005 0.001 0.024
6～7 SE 0.5 0.001 0.005 0.006 0.001 0.021
7～8 SSE 1.2 0.001 0.005 0.006 0.002 0.015
8～9 ESE 1.1 0.002 0.010 0.012 0.002 0.022
9～10 E 1.2 0.002 0.010 0.012 0.002 0.013
10～11 ENE 2.1 0.002 0.010 0.012 0.002 0.008
11～12 E 1.7 0.002 0.011 0.013 0.002 0.017
12～13 E 2.2 0.001 0.009 0.010 0.002 0.025
13～14 E 1.7 0.001 0.007 0.008 0.003 0.019
14～15 SE 1.5 0.001 0.009 0.010 0.003 0.058
15～16 SE 1.5 0.001 0.009 0.010 0.003 0.045
16～17 ESE 1.7 0.001 0.008 0.009 0.002 0.024
17～18 SSE 1.6 0.001 0.011 0.012 0.002 0.013
18～19 SSE 0.6 0.001 0.013 0.014 0.002 0.014
19～20 SE 0.5 0.001 0.009 0.010 0.002 0.053
20～21 NE 0.7 0.001 0.008 0.009 0.001 0.028
21～22 NNE 1.3 0.001 0.007 0.008 0.001 0.013
22～23 WNW 0.8 0.001 0.004 0.005 0.001 0.009
23～24 WNW 1.9 0.001 0.002 0.003 0.001 0.009
最高値 － 2.2 0.002 0.013 0.014 0.003 0.058
最低値 － 0.2 0.001 0.001 0.002 0.001 0.007
日平均値 － 1.2 0.001 0.007 0.008 0.002 0.020

地上気象 大気質

測定年月日：平成14年８月25日(日)

時間帯 風向 風速 ＮＯ ＮＯ２ ＮＯＸ ＳＯ２ ＳＰＭ
（－） (m/s) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (mg/m3)

0～1 WNW 1.7 0.001 0.003 0.004 0.001 0.022
1～2 WNW 1.5 0.001 0.003 0.004 0.001 0.022
2～3 W 1.5 0.001 0.003 0.004 0.001 0.012
3～4 WNW 0.9 0.001 0.002 0.003 0.001 0.012
4～5 WNW 2.2 0.001 0.002 0.003 0.001 0.002
5～6 NW 1.6 0.001 0.002 0.003 0.001 0.012
6～7 NW 2.3 0.001 0.002 0.003 0.001 0.018
7～8 NW 2.3 0.001 0.003 0.004 0.001 0.016
8～9 NW 1.2 0.001 0.004 0.005 0.001 0.030
9～10 ESE 2.1 0.001 0.002 0.003 0.001 0.035
10～11 SE 1.8 0.001 0.001 0.002 0.001 0.043
11～12 SE 2.2 0.001 0.001 0.002 0.001 0.026
12～13 SE 1.8 0.001 0.001 0.002 0.001 0.014
13～14 WNW 4.4 0.001 0.001 0.002 0.001 0.020
14～15 NW 4.3 0.001 0.001 0.002 0.001 0.017
15～16 WNW 4.2 0.001 0.001 0.002 0.001 0.019
16～17 WNW 2.9 0.001 0.001 0.002 0.001 0.038
17～18 WNW 2.9 0.001 0.001 0.002 0.001 0.017
18～19 WNW 3.2 0.001 0.001 0.002 0.001 0.024
19～20 WNW 3.8 0.001 0.001 0.002 0.002 0.002
20～21 WNW 3.6 0.001 0.002 0.003 0.001 0.024
21～22 WNW 3.5 0.001 0.003 0.004 0.001 0.021
22～23 WNW 1.6 0.001 0.002 0.003 0.001 0.034
23～24 WNW 1.0 0.001 0.002 0.003 0.002 0.024
最高値 － 4.4 0.001 0.004 0.005 0.002 0.043
最低値 － 0.9 0.001 0.001 0.002 0.001 0.002
日平均値 － 2.4 0.001 0.002 0.003 0.001 0.021

地上気象 大気質

資料１－１(6) 環境大気測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：（財）三重県環境保全事業団 
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測定年月日：平成14年８月26日(月)

時間帯 風向 風速 ＮＯ ＮＯ２ ＮＯＸ ＳＯ２ ＳＰＭ
（－） (m/s) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (mg/m3)

0～1 WNW 2.0 0.001 0.002 0.003 0.001 0.010
1～2 WNW 2.3 0.001 0.002 0.003 0.001 0.026
2～3 WNW 2.3 0.001 0.002 0.003 0.001 0.016
3～4 WNW 1.7 0.001 0.001 0.002 0.001 0.020
4～5 NW 1.2 0.001 0.004 0.005 0.001 0.021
5～6 calm 0.2 0.001 0.006 0.007 0.002 0.018
6～7 NW 0.7 0.001 0.006 0.007 0.001 0.018
7～8 N 1.2 0.030 0.019 0.049 0.002 0.012
8～9 ESE 1.5 0.038 0.035 0.073 0.005 0.018
9～10 SSE 1.9 0.005 0.017 0.022 0.003 0.014
10～11 SE 1.9 0.002 0.013 0.015 0.003 0.017
11～12 SSE 2.3 0.002 0.016 0.018 0.004 0.017
12～13 SSE 2.7 0.001 0.006 0.007 0.003 0.026
13～14 SE 2.8 0.001 0.005 0.006 0.002 0.026
14～15 SE 3.9 0.001 0.004 0.005 0.002 0.059
15～16 SE 3.5 0.001 0.005 0.006 0.002 0.066
16～17 SE 3.3 0.001 0.004 0.005 0.003 0.029
17～18 SE 4.5 0.001 0.007 0.008 0.003 0.040
18～19 SE 3.5 0.001 0.008 0.009 0.003 0.041
19～20 SE 3.7 0.001 0.006 0.007 0.003 0.031
20～21 SE 2.4 0.001 0.008 0.009 0.002 0.025
21～22 SE 2.2 0.001 0.009 0.010 0.002 0.014
22～23 SE 1.2 0.001 0.009 0.010 0.002 0.038
23～24 E 0.8 0.001 0.008 0.009 0.004 0.011
最高値 － 4.5 0.038 0.035 0.073 0.005 0.066
最低値 － 0.2 0.001 0.001 0.002 0.001 0.010
日平均値 － 2.2 0.004 0.008 0.012 0.002 0.026

地上気象 大気質

測定年月日：平成14年８月27日(火)

時間帯 風向 風速 ＮＯ ＮＯ２ ＮＯＸ ＳＯ２ ＳＰＭ
（－） (m/s) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (mg/m3)

0～1 ENE 1.0 0.001 0.009 0.010 0.004 0.021
1～2 E 1.0 0.001 0.007 0.008 0.010 0.006
2～3 ENE 1.9 0.001 0.008 0.009 0.016 0.009
3～4 ENE 1.6 0.001 0.006 0.007 0.008 0.032
4～5 NE 2.9 0.001 0.004 0.005 0.004 0.019
5～6 E 3.1 0.001 0.009 0.010 0.003 0.041
6～7 E 2.4 0.002 0.015 0.017 0.002 0.028
7～8 ENE 2.1 0.002 0.014 0.016 0.003 0.027
8～9 ESE 2.3 0.004 0.028 0.032 0.002 0.012
9～10 ESE 2.9 0.004 0.016 0.020 0.002 0.011
10～11 SE 5.1 0.004 0.017 0.021 0.002 0.012
11～12 SE 4.3 0.002 0.009 0.011 0.004 0.012
12～13 SE 3.9 0.001 0.006 0.007 0.006 0.039
13～14 SE 3.6 0.001 0.006 0.007 0.008 0.027
14～15 SE 2.9 0.001 0.007 0.008 0.009 0.058
15～16 SE 3.6 0.001 0.008 0.009 0.009 0.055
16～17 SSE 2.4 0.002 0.007 0.009 0.016 0.046
17～18 SSE 1.2 0.001 0.008 0.009 0.007 0.022
18～19 SSE 1.7 0.001 0.008 0.009 0.005 0.023
19～20 SE 2.9 0.001 0.008 0.009 0.004 0.029
20～21 SE 2.6 0.001 0.009 0.010 0.004 0.002
21～22 SE 3.0 0.001 0.009 0.010 0.004 0.023
22～23 SE 2.1 0.001 0.009 0.010 0.005 0.027
23～24 ESE 1.5 0.002 0.010 0.012 0.006 0.021
最高値 － 5.1 0.004 0.028 0.032 0.016 0.058
最低値 － 1.0 0.001 0.004 0.005 0.002 0.002
日平均値 － 2.6 0.002 0.010 0.011 0.006 0.025

地上気象 大気質

資料１－１(7) 環境大気測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：（財）三重県環境保全事業団 
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測定年月日：平成14年８月28日(水)

時間帯 風向 風速 ＮＯ ＮＯ２ ＮＯＸ ＳＯ２ ＳＰＭ
（－） (m/s) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (mg/m3)

0～1 ESE 2.2 0.002 0.007 0.009 0.007 0.020
1～2 ESE 2.6 0.001 0.004 0.005 0.007 0.006
2～3 SE 2.8 0.001 0.006 0.007 0.005 0.002
3～4 ESE 2.0 0.004 0.009 0.013 0.003 0.009
4～5 E 1.3 0.009 0.010 0.019 0.003 0.006
5～6 ESE 1.8 0.016 0.010 0.026 0.003 0.004
6～7 ESE 2.1 0.018 0.010 0.028 0.003 0.011
7～8 ESE 2.6 0.021 0.009 0.030 0.003 0.020
8～9 SE 3.2 0.010 0.008 0.018 0.008 0.005
9～10 SE 3.3 0.006 0.007 0.013 0.016 0.014
10～11 SE 3.0 0.003 0.006 0.009 0.015 0.026
11～12 ESE 2.7 0.003 0.007 0.010 0.009 0.029
12～13 SE 4.0 0.002 0.007 0.009 0.007 0.051
13～14 SE 4.6 0.003 0.006 0.009 0.006 0.026
14～15 SE 4.3 0.004 0.006 0.010 0.005 0.005
15～16 SE 4.0 0.003 0.006 0.009 0.004 0.005
16～17 SE 3.5 0.003 0.006 0.009 0.004 0.005
17～18 SE 3.1 0.001 0.005 0.006 0.014 0.005
18～19 SSE 2.5 0.001 0.005 0.006 0.005 0.018
19～20 SE 2.7 0.001 0.005 0.006 0.003 0.025
20～21 SE 3.4 0.001 0.007 0.008 0.004 0.024
21～22 SE 3.3 0.006 0.011 0.017 0.007 0.023
22～23 SE 3.7 0.004 0.010 0.014 0.007 0.027
23～24 ESE 2.0 0.003 0.008 0.011 0.008 0.025
最高値 － 4.6 0.021 0.011 0.030 0.016 0.051
最低値 － 1.3 0.001 0.004 0.005 0.003 0.002
日平均値 － 2.9 0.005 0.007 0.013 0.007 0.016

地上気象 大気質

測定年月日：平成14年８月29日(木)

時間帯 風向 風速 ＮＯ ＮＯ２ ＮＯＸ ＳＯ２ ＳＰＭ
（－） (m/s) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (mg/m3)

0～1 ESE 1.0 0.003 0.008 0.011 0.007 0.034
1～2 ESE 0.9 0.007 0.009 0.016 0.006 0.022
2～3 E 1.1 0.003 0.008 0.011 0.007 0.024
3～4 E 0.7 0.003 0.008 0.011 0.012 0.019
4～5 ESE 0.7 0.006 0.010 0.016 0.005 0.006
5～6 E 1.2 0.007 0.010 0.017 0.005 0.021
6～7 E 2.3 0.005 0.009 0.014 0.005 0.009
7～8 E 1.7 0.008 0.010 0.018 0.005 0.026
8～9 ESE 1.1 0.008 0.010 0.018 0.010 0.023
9～10 ESE 1.5 0.006 0.010 0.016 0.018 0.016
10～11 SE 2.1 0.003 0.006 0.009 0.006 0.024
11～12 SE 4.0 0.002 0.005 0.007 0.003 0.042
12～13 SE 3.6 0.001 0.004 0.005 0.003 0.048
13～14 SE 3.0 0.002 0.005 0.007 0.004 0.014
14～15 SE 3.2 0.006 0.007 0.013 0.003 0.021
15～16 SE 3.6 0.004 0.005 0.009 0.002 0.011
16～17 SE 4.2 0.005 0.006 0.011 0.002 0.011
17～18 SE 4.3 0.004 0.007 0.011 0.002 0.020
18～19 SE 2.6 0.002 0.008 0.010 0.002 0.025
19～20 SE 2.3 0.001 0.007 0.008 0.002 0.019
20～21 SE 2.0 0.002 0.007 0.009 0.001 0.011
21～22 SE 1.8 0.002 0.006 0.008 0.001 0.010
22～23 SE 1.3 0.002 0.007 0.009 0.002 0.018
23～24 SE 0.8 0.002 0.007 0.009 0.002 0.020
最高値 － 4.3 0.008 0.010 0.018 0.018 0.048
最低値 － 0.7 0.001 0.004 0.005 0.001 0.006
日平均値 － 2.1 0.004 0.007 0.011 0.005 0.021

地上気象 大気質

資料１－１(8) 環境大気測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：（財）三重県環境保全事業団 
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写真１－１ 環境大気調査状況（平成 14 年７月 22 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１－２ 環境大気調査状況（平成 14 年８月 26 日） 
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Ⅱ．水質 

Ⅱ－１ 河川水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２－１－１ 水質調査状況（№１鈴鹿川）（平成 14 年４月 15 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２－１－２ 水質調査状況（№２桜川）（平成 14 年４月 15 日） 
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写真２－１－３ 水質調査状況（№６椋川）（平成 14 年４月 15 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２－１－４ 水質調査状況（№７前田川）（平成 14 年４月 15 日） 

 



 84 

降水量

(mm/日) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l)

2002.6.06 午後 晴れ 0 69 59 14 10

6,07 午前 晴れ 0 70 59 10 7

6,08 午前 晴れ 0 58 51 6 4

6,09 午後 晴れ 0 72 61 13 10

6,10 午後 晴れ 0 71 60 18 13

6,11 午前 曇り 75 63 22 16

6,11 午後 曇り 73 62 29 22

6,12 午後 曇り 6 78 65 25 19

6,13 午前 曇り 0 70 59 22 16

6,14 午前 曇り時々晴れ 0 68 58 17 13

6,15 午後 晴れ 0 80 67 17 13

6,16 午後 晴れ 0 75 63 13 10

6,17 午後 曇り 0 68 58 6 4

6,18 午前 雨後晴れ 322 245 312 234

6,18 午後 雨後晴れ 128 102 169 127

6,19 午後 晴れ 0 64 55 75 56

6,20 午前 雨 500以上 376以上 500以上 376以上

6,20 午後 雨 500以上 376以上 500以上 376以上

6,21 午前 晴れ 0.5 500以上 376以上 140 105

6,22 午前 晴れ 0.5 180 140 85 64

6,23 午前 晴れ 0 67 57 21 16

6,24 午前 曇り時々雨 4 52 46 16 12

6,25 午前 雨 110 89 43 32

6,25 午後 雨 117 94 45 34

6,26 午前 曇り一時雨 46 42 383 288

6,26 午前 曇り一時雨 120 96 500以上 376以上

6,27 午前 曇り一時雨 144 114 500以上 376以上

6,27 午後 曇り一時雨 160 126 500以上 376以上

6,28 午後 晴れ 0 95 78 108 81

6,29 午前 雨 500以上 376以上 500以上 376以上

6,29 午後 雨 500以上 376以上 500以上 376以上

6,30 午前 雨 500以上 376以上 68 51

6,30 午後 雨 500以上 376以上 85 64

1.5

0.5

33.5

11.5

9.5

19.5

37

10

最終仮沈砂池Ａ 最終仮沈砂池Ｂ
測定期日 午前/午後 天候

Ⅱ－２ 濁水 

 

資料２－２－１(1) 濁水日常監視結果（６月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
注：降水量については、亀山地域気象観測所のデータ 
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降水量

(mm/日) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l)

2002.7,01 午後 曇り一時雨 1.5 500以上 376以上 105 79

.7.02 午後 曇り後晴れ 0.0 252 193 42 31

.7.03 午前 晴れ 0.0 110 89 39 29

.7.04 午前 晴れ 0.0 56 49 32 24

.7.05 午前 曇り 0.0 34 33 24 18

.7.06 午前 曇り 0.0 39 37 40 30

.7.07 午後 曇り 0.0 42 34 45 34

.7.08 午後 晴れ 0.5 35 29 30 22

.7.09 午前 曇り 19.5 38 31 33 25

.7.10 午前 雨 500以上 387以上 500以上 376以上

.7.10 午後 雨 500以上 387以上 500以上 376以上

.7.11 午後 晴れ 0.0 500以上 387以上 188 141

.7.12 午後 晴れ 0.0 85 67 68 51

.7.13 午前 雷雨後曇り 230 179 130 98

.7.13 午後 雷雨後曇り 120 94 100 75

.7.14 午後 晴れ 0.0 51 41 60 45

.7.15 午前 曇り後雨 48 39 55 41

.7.15 午後 曇り後雨 290 225 300 225

.7.16 午前 雨後晴れ 500以上 387以上 350 263

.7.16 午後 雨後晴れ 500以上 387以上 320 240

.7.17 午前 曇り時々雨 500以上 387以上 150 113

.7.17 午後 曇り時々雨 500以上 387以上 120 90

.7.18 午後 晴れ後雨 4.0 250 194 100 75

.7.19 午前 雨後晴れ 470 364 76 57

.7.19 午後 雨後晴れ 390 302 30 22

.7.20 午後 晴れ 0.0 270 210 20 15

.7.21 午前 晴れ 0.0 150 117 24 18

.7.22 午後 晴れ 0.0 150 117 22 16

.7.23 午後 晴れ 0.0 (転流管撤去)　－ － 27 20

.7.24 午後 晴れ 0.0 (転流管撤去)　－ － 25 19

.7.25 午前 晴れ 0.0 (転流管撤去)　－ － 19 14

.7.26 午後 晴れ 0.0 16 14 0 0

.7.27 午後 曇り後晴れ 0.0 19 16 3 2

.7.28 午前 晴れ後曇り 0.0 39 32 2 1

.7.29 午後 晴れ 0.0 70 56 40 30

.7.30 午後 晴れ 0.0 60 48 17 13

.7.31 午後 晴れ 0.0 52 42 13 10

最終仮沈砂池Ａ 最終仮沈砂池Ｂ
測定期日 午前/午後 天候

16.0

7.0

94.5

38.0

45.0

20.0

２日前 前日 当日 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l)

2002.7.11 午後 19.5 94.5 0.0 500以上 500 180 110

最終仮沈砂池Ａ 最終仮沈砂池Ｂ
測定期日 午前/午後

降水量(mm/日)

資料２－２－１(2) 濁水日常監視結果（７月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
注：降水量については、亀山地域気象観測所のデータ 
７月７日以降は、最終仮沈砂池Ａのみ１次回帰直線の補正を行った。 

 

資料２－２－１(3)濁水事後調査結果（豪雨後） 

 

 

測定者：（財）三重県環境保全事業団 
注：降水量については、亀山地域気象観測所のデータ 
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降水量 白川農協前 備　　考

(mm/日) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l) （SS)　濁度

2002.8.1 午後 晴れ 0.0 45 36 8 6

.8.2 午前 晴れ 18.0 40 33 12 9

.8.3 午後 晴れ 0.0 - - 5 4 A放流中止

.8.4 午前 晴れ 1.0 - - 12 9 A放流中止

.8.5 午前 晴れ 0.0 - - 8 6 A放流中止

.8.6 午後 晴れ 0.0 - - 5 4 A放流中止

.8.7 午後 晴れ 0.0 - - 10 7 （8）　11 A放流中止

.8.8 午後 晴れ 0.0 - - 11 8 A放流中止

.8.9 午後 晴れ 0.0 - - 9 7 A放流中止

.8.10 午前 晴れ 0.0 - - 7 5 A放流中止

.8.11 午後 晴れ後曇り 0.0 - - 12 9 A放流中止

.8.12 午前 晴れ 0.0 - - 3 2 A放流中止

.8.13 - - 0.0 - - - - A放流中止

.8.14 - - 0.0 - - - - A放流中止

.8.15 - - 0.0 - - - - A放流中止

.8.16 午後 晴れ 0.0 20 17 7 5 Ａ放流9:00～

.8.17 午後 晴れ 0.0 17 15 10 7

.8.18 - - 11.0 - - - -

.8.19 午前 雨後晴れ - - 30 22 （7）　10 Ａ放流6:00迄

.8.19 午後 雨後晴れ - - 12 9 A放流中止

.8.20 午前 晴れ 0.0 - - 8 6 A放流中止

.8.21 午後 晴れ 0.0 19 16 5 4 A放流13:30～･17:00迄

.8.22 午前 晴れ 0.0 - - 10 7 A放流中止

.8.23 午後 曇り後雨 41.0 - - 9 7 A放流中止

.8.24 午前 曇り 0.0 260 202 110 82 （115）　150

.8.24 午後 曇り 0.0 180 140 88 66 （84）　110

.8.25 - - 0.0

.8.26 午後 曇り 0.0 50 40 61 46 Ａ放流19:00～6:00

.8.27 午前 雨後曇り - - 445 334 （128）　167 A放流中止

.8.27 午後 雨後曇り - - 31 23 （25）　33 A放流中止

.8.28 午前 曇り時々雨 - - 16 12 A放流中止

.8.28 午後 曇り時々雨 43 35 13 10 Ａ放流19:00～6:00

.8.29 午後 曇り 7.0 36 29 14 10 Ａ放流19:00～6:00

.8.30 午前 雨後曇り - - 315 237 （292）　380 A放流中止

.8.30 午後 雨後曇り 250 194 155 116 （194）　253 堰堤前面から流出

.8.31 午前 雨時々曇り - - 208 156 （133）　174 A放流中止

.8.31 午後 雨時々曇り - - 40 30 （91）　119 A放流中止

17.0

7.0

堰堤前面から
7:00～17:00迄

流出

4.0

24.0

7.0

最終仮沈砂池Ａ 最終仮沈砂池Ｂ
測定期日 午前/午後 天候

資料２－２－１(4) 濁水日常監視結果（８月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
注：降水量については、清水建設㈱ 亀山造成作業所雨量計のデータ 
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濁度(NTU) ＳＳ（mg/l)

2002.08.01 - - - -

2002.08.02 - - - -

2002.08.03 午後 晴 8 12

2002.08.04 - - - -

2002.08.05 - 晴 - -

2002.08.06 午後 晴 10 15

2002.08.07 - 晴 - -

2002.08.08 - 晴 - -

2002.08.09 - 曇 - -

2002.08.10 - 曇 - -

2002.08.11 - - - -

2002.08.12 - - - -

2002.08.13 - - - -

2002.08.14 - - - -

2002.08.15 - - - -

2002.08.16 午後 晴 10 15

2002.08.17 - 晴 - -

2002.08.18 - - - -

2002.08.19 - 雨 - -

2002.08.20 - 晴 - -

2002.08.21 - 晴 - -

2002.08.22 - 晴 - -

2002.08.23 - 雨 - -

2002.08.24 午前 曇 574 286

2002.08.25 - - - -

2002.08.26 午前 晴 125 109

2002.08.27 午前 雨 751 356

2002.08.28 午後 曇 160 122

2002.08.29 午後 曇 14 20

2002.08.30 午前 雨 999以上 454以上

2002.08.31 - - - -

最終仮沈砂池Ｃ
測定期日 午前／午後 天候

資料２－２－１(5) 濁水日常監視結果（８月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：鹿島・矢作・西松・大林共同企業体 
注：降水量については、資料２－２－１(4)を参照。 
表中の「－」は、降雨による濁りがないこと又は休日を示す。 
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降水量 白川農協前 備　　考

(mm/日) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l) （SS)　濁度

2002.9.1 午前 晴れ 0.0 - - 42 31 A放流中止

.9.2 午後 晴れ 0.0 25 21 38 28 Ａ放流19:00～6:00

.9.3 午前 晴れ 0.0 - - 73 55 A放流中止

.9.4 午後 晴れ 0.0 27 22 32 24 Ａ放流19:00～6:00

.9.5 午後 曇り一時雨 2.0 32 26 13 10 Ａ放流19:00～6:00

.9.6 午前 雨後晴れ - - 30 22 A放流中止

.9.6 午後 雨後晴れ - - 20 15 （107）　140 A放流中止

.9.7 午前 雨後曇り 340 264 26 19 （323）　420 オリフィスから流出

.9.7 午後 雨後曇り 190 148 15 11 （228）　297 オリフィスから流出

.9.8 - - 0.0

.9.9 午後 晴れ 0.0 - - 2 1 （17）　23 A放流中止

.9.10 午前 晴れ 0.0 40 33 4 3 （10）　13 堰堤前面から流出

.9.11 午後 晴れ 0.0 36 29 7 5 堰堤前面から流出

.9.12 午前 晴れ 0.0 9 9 5 4 オリフィスから流出

.9.13 午後 晴れ 1.0 3 2 A放流中止

.9.14 午前 曇り 0.0 - - 4 3 A放流中止

.9.15 - - - - - - - -

.9.16 午前 雨後曇り 2.0 - - 16 12 （4）　5 A放流中止

.9.16 午後 雨後曇り 2.0 2 3 27 20 （12）　16 Ａ放流19:00～6:00

.9.17 午前 雨後曇り 15.0 - - 9 7 （3）　4 A放流中止

.9.17 午後 雨後曇り 15.0 6 6 45 34 Ａ放流13:00～6:00

.9.18 午後 晴れ 0.0 5 6 4 3 Ａ放流19:00～6:00

.9.19 午後 晴れ 0.0 3 4 3 2 Ａ放流19:00～6:00

.9.20 午後 晴れ 0.0 6 6 7 5 Ａ放流8:00～17:00

.9.21 午後 晴れ 0.0 4 5 9 7 Ａ放流8:00～17:00

.9.22 - - 0.0 - - - -

.9.23 午後 晴れ 0.0 8 8 6 4 Ａ放流7:00～15:00

.9.24 午後 晴れ 0.0 8 6 A放流中止

.9.25 午後 晴れ 0.0 8 6 A放流中止

.9.26 午後 曇り 2.0 1 2 14 10 ｵﾘﾌｨｽから放流13:00～17:00

.9.27 午後 晴れ 17.0 - - 10 7 A放流中止

.9.28 午前 雨後曇り 30.0 500以上 387以上 35 26 500以上

.9.28 午後 雨後曇り 30.0 9 9 6 4 471

.9.29 - - 1.0

.9.30 午前 雨後曇り 3.0 12 11 8 6 濁水プラント稼動中

測定期日 午前/午後 天候

18.0

28.0

堰堤前面から流出

最終仮沈砂池Ａ 最終仮沈砂池Ｂ

資料２－２－１(6) 濁水日常監視結果（９月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
測定者：清水建設株式会社 
注：降水量については、清水建設㈱ 亀山造成作業所雨量計のデータ 
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濁度(NTU) ＳＳ（mg/l)

2002.09.01 - - - -

2002.09.02 午前 曇 86 93

2002.09.03 - 曇 - -

2002.09.04 - 曇 - -

2002.09.05 午後 雨 992 451

2002.09.06 午前 雨 903 416

2002.09.07 午後 雨 770 363

2002.09.08 - - - -

2002.09.09 - - - -

2002.09.10 - 曇 - -

2002.09.11 午後 曇 10 15

2002.09.12 - 曇 - -

2002.09.13 - 曇 - -

2002.09.14 午後 曇 8 12

2002.09.15 - - - -

2002.09.16 - - - -

2002.09.17 - 雨 - -

2002.09.18 午前 晴 10 15

2002.09.19 - 晴 - -

2002.09.20 - 晴 - -

2002.09.21 - 晴 - -

2002.09.22 - 曇 - -

2002.09.23 - - - -

2002.09.24 - 晴 - -

2002.09.25 - 晴 - -

2002.09.26 - 曇 - -

2002.09.27 午前 雨 150 119

2002.09.28 午後 雨 999以上 454以上

2002.09.29 午後 曇 64 82

2002.09.30 - - - -

最終仮沈砂池Ｃ
測定期日 午前／午後 天候

資料２－２－１(7) 濁水日常監視結果（９月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：鹿島・矢作・西松・大林共同企業体 
注：降水量については、資料２－２－１(6)を参照。 
表中の「－」は、降雨による濁りがないこと又は休日を示す。 



 90 

降水量 白川農協前 備　　考

(mm/日) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l) （SS)　濁度

2002.10.1 午前 雨 25 21 38 28 濁水プラント稼動中

.10.1 午後 雨 500以上 387以上 276 207 500以上 堰堤前面から流出

.10.2 午前 晴れ 0.0 500以上 387以上 13 10 40 濁水プラント稼動中

.10.2 午後 晴れ 0.0 210 164 10 7 32 濁水プラント稼動中

.10.3 午後 晴れ 0.0 20 17 7 5 濁水プラント稼動中

.10.4 午後 晴れ 0.0 8 8 8 6 濁水プラント稼動中

.10.5 午後 晴れ 0.0 9 9 7 5 濁水プラント稼動中

.10.6 - - 31.0 全休

.10.7 午後 晴れ 5.0 30 25 15 11 濁水プラント稼動中

.10.8 午後 雨後曇り 1.0 6 6 4 3 濁水プラント稼動中

.10.9 午後 晴れ 0.0 8 8 4 3 濁水プラント稼動中

.10.10 午後 晴れ 0.0 7 7 6 4 濁水プラント稼動中

.10.11 午前 晴れ 0.0 6 6 8 6 濁水プラント稼動中

.10.12 午前 晴れ 0.0 7 7 6 4 濁水プラント稼動中

.10.13 - - 0.0 - - - - 全休

.10.14 午後 晴れ 0.0 - - 4 3 Aヘドロ除去の為放流中止

.10.15 午後 晴れ 4.5 - - 4 3 架台組立

.10.16 午後 晴れ 0.0 8 8 6 4 架台組立

.10.17 午後 晴れ 0.0 7 7 7 5 濁水プラント稼動中

.10.18 午後 曇り 0.0 6 6 2 1 濁水プラント稼動中

.10.19 午後 曇り後雨 16.0 25 21 12 9 濁水プラント稼動中

.10.20 - - 17.0 - - - - 全休

.10.21 午前 雨後晴れ 18 16 27 20 50 濁水プラント稼動中

.10.21 午後 雨後晴れ 46 37 21 16 濁水プラント稼動中

.10.22 午後 晴れ 0.0 12 11 6 4 濁水プラント稼動中

.10.23 午後 晴れ 0.0 8 8 0 0 濁水プラント稼動中

.10.24 午前 晴れ 2.0 4 5 1 1 濁水プラント稼動中

.10.25 午前 晴れ 0.0 7 7 4 3 濁水プラント稼動中

.10.26 午後 曇り後雨 1.0 36 29 5 4 濁水プラント稼動中

.10.27 - - 1.0 - - - - 全休

.10.28 午前 晴れ 0.0 13 10 3 濁水プラント稼動中

.10.29 午前 晴れ 0.0 5 6 1 1 濁水プラント稼動中

.10.30 午前 晴れ 0.0 26 22 6 4 濁水プラント稼動中

.10.31 午前 曇り 0.0 44 36 5 4 濁水プラント稼動中

測定期日 午前/午後 天候

44.0

16.0

調整池Ａ 最終仮沈砂池ｂ

資料２－２－１(8) 濁水日常監視結果（10 月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
測定者：清水建設株式会社 
注：降水量については、清水建設㈱ 亀山造成作業所雨量計のデータ 
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濁度(NTU) ＳＳ（mg/l)

2002.10.01 午後 雨 999以上 454以上

2002.10.02 午後 晴 104 100

2002.10.03 - 晴 - -

2002.10.04 - 曇 - -

2002.10.05 - 晴 - -

2002.10.06 - 曇 - -

2002.10.07 - - - -

2002.10.08 午後 雨 60 77

2002.10.09 - 晴 - -

2002.10.10 - 晴 - -

2002.10.11 - 曇 - -

2002.10.12 - 晴 - -

2002.10.13 - - - -

2002.10.14 - - - -

2002.10.15 - 晴 - -

2002.10.16 - 曇 - -

2002.10.17 - 晴 - -

2002.10.18 - 曇 - -

2002.10.19 午後 雨 10 15

2002.10.20 午後 雨 24 32

2002.10.21 - - - -

2002.10.22 - 曇 - -

2002.10.23 - 曇 - -

2002.10.24 - 曇 - -

2002.10.25 - 曇 - -

2002.10.26 - 曇 - -

2002.10.27 - - - -

2002.10.28 - - - -

2002.10.29 - 曇 - -

2002.10.30 - 曇 - -

2002.10.31 午後 曇 10 15

最終仮沈砂池Ｃ
測定期日 午前／午後 天候

資料２－２－１(9) 濁水日常監視結果（10 月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：鹿島・矢作・西松・大林共同企業体 
注：降水量については、資料２－２－１(8)を参照。 
表中の「－」は、降雨による濁りがないこと又は休日を示す。 
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降水量 白川農協前 備　　考

(mm/日) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l) （SS)　濁度

2002.11.1 午前 17 15 108 81 274 濁水プラント稼動中

.11.1 午後 337 261 60 45 94 濁水プラント稼動中

.11.2 午前 晴れ 3.0 27 22 6 4 濁水プラント稼動中

.11.3 - - 0.0 全休

.11.4 午前 晴れ 0.0 8 8 2 1 濁水プラント稼動中

.11.5 午前 晴れ 0.0 10 9 4 3 濁水プラント稼動中

.11.6 午前 時雨後曇り 0.5 16 14 3 2 濁水プラント稼動中

.11.7 午前 晴れ 0.0 9 9 5 4 濁水プラント稼動中

.11.8 午後 晴れ 1.0 0 2 3 2 濁水プラント稼動中

.11.9 午前 18 16 10 7

.11.9 午後 30 25 15 11 18

.11.10 - - 0.0 全休

.11.11 午後 晴れ 0.0 5 6 1 1 濁水プラント稼動中

.11.12 午後 曇り 0.0 10 9 5 4 濁水プラント稼動中

.11.13 午前 晴れ 0.0 13 12 3 2 全休

.11.14 午前 晴れ 0.0 - - 3 2 Aヘドロ除去の為放流中止

.11.15 午後 曇り 0.0 70 56 7 5 濁水プラント稼動中

.11.16 午後 晴れ 0.0 - - 1 1 濁水プラント稼動中止

.11.17 - 0.0

.11.18 午後 晴れ 0.0 - - 3 2 濁水プラント稼動中止

.11.19 午後 晴れ 0.0 - - 2 1 濁水プラント稼動中止

.11.20 午前 晴れ 0.0 - - 6 4 濁水プラント稼動中止

.11.21 午前 晴れ 0.0 - - 4 3 濁水プラント稼動中止

.11.22 午前 晴れ 0.0 - - 1 1 濁水プラント稼動中止

.11.23 午前 晴れ 0.0 - - 4 3 濁水プラント稼動中止

.11.24 - 3.0 全休

.11.25 午前 26 22 65 49 133 濁水プラント稼動中

.11.25 午後 19 16 45 34 濁水プラント稼動中

.11.26 午前 晴れ 2.0 36 29 6 4 7:00～9:00放流

.11.27 午後 晴れ 0.0 15 13 5 4 7:00～9:00放流

.11.28 午前 晴れ 0.0 12 11 2 1 7:00～9:00放流

.11.29 午後 晴れ 0.0 12 11 2 1 7:00～10:00放流

.11.30 午前 晴れ 0.0 - - 3 2 濁水プラント稼動中止

雨 35.0

濁水プラント稼動中雨後時雨 12.0

雨 5.0

最終仮沈砂池b
測定期日 午前/午後 天候

調整池Ａ

資料２－２－１(10) 濁水日常監視結果（11 月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
注：降水量については、清水建設㈱ 亀山造成作業所雨量計のデータ 
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濁度(NTU) ＳＳ（mg/l)

2002.11.1 午後 雨 10 15

2002.11.2 - 曇 10 15

2002.11.3 - 晴 - -

2002.11.4 - - - -

2002.11.5 - 晴 - -

2002.11.6 - 曇 - -

2002.11.7 - 曇 - -

2002.11.8 - 曇 - -

2002.11.9 - 曇 - -

2002.11.10 - - - -

2002.11.11 - - - -

2002.11.12 - 曇 - -

2002.11.13 - 晴 - -

2002.11.14 - 曇 - -

2002.11.15 - - - -

2002.11.16 - 曇 - -

2002.11.17 - 曇 - -

2002.11.18 - 曇 - -

2002.11.19 - - - -

2002.11.20 午後 曇 10 15

2002.11.21 午後 曇 10 15

2002.11.22 午後 晴れ 8 12

2002.11.23 午後 曇 10 15

2002.11.24 - - - -

2002.11.25 - - - -

2002.11.26 午後 曇 14 20

2002.11.27 午後 曇 12 17

2002.11.28 午後 曇 8 12

2002.11.29 午後 晴れ 10 15

2002.11.30 午後 曇 8 12

最終仮沈砂池Ｃ
測定期日 午前/午後 天候

資料２－２－１(11) 濁水日常監視結果（11 月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：鹿島・矢作・西松・大林共同企業体 
注：降水量については、資料２－２－１(10)を参照。 
表中の「－」は、降雨による濁りがないこと又は休日を示す。 
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降水量

(mm/日) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l)

2002.12.01 - - 全休

2002.12.02 午前 晴れ 0.0 10 9 5 4 7:00～11:00放流

2002.12.03 午前 晴れ 0.0 13 12 4 3 14:30～17:00放流

2002.12.04 午前 23 19 86 64 70 9:30～12:00放流

2002.12.04 午後 19 16 46 34 35 16:00～22:00放流

2002.12.05 午前 晴れ 0.0 31 25 4 4 8:00～14:00放流

2002.12.06 午前 曇り 0.0 18 15 5 4 8:00～14:00放流

2002.12.07 午前 曇り 4.0 - - 7 6 濁水プラント稼動中止

2002.12.08 - - 14.0 全休

午前 26 21 21 16 22 濁水プラント稼動中

午後 20 17 16 12 濁水プラント稼動中

2002.12.10 午後 曇り 1.5 10 9 7 6 濁水プラント稼動中

2002.12.11 午後 晴れ 0.0 3 3 6 5 濁水プラント稼動中

2002.12.12 午前 晴れ 0.0 - - 8 6 濁水プラント稼動中止

午前 - - 14 11 濁水プラント稼動中止

午後 - - 17 13 濁水プラント稼動中止

2002.12.14 午後 晴れ 0.0 20 17 9 7
9:00～11:00放流
15:00～17:00放流

2002.12.15 - - 0.0 全休

2002.12.16 午前 晴れ後曇り 0.0 15 13 5 4 濁水プラント稼動中

午前 14 12 24 18 濁水プラント稼動中

午後 32 26 50 38 濁水プラント稼動中

2002.12.18 午前 曇り 0.0 20 17 7 6 濁水プラント稼動中

2002.12.19 午後 曇り時々時雨 1.5 53 42 2 2 濁水プラント稼動中

2002.12.20 午後 晴れ 0.0 19 16 4 4 濁水プラント稼動中

午前 360 280 500 374 500 濁水プラント稼動中

午後 240 187 500 374 350 濁水プラント稼動中

2002.12.22 - - 0.0 45 36 23 18 濁水プラント稼動中

2002.12.23 晴れ 0.0 28 23 5 4 濁水プラント稼動中

2002.12.24 晴れ 0.0 17 14 4 4 濁水プラント稼動中

2002.12.25 曇り 3.0 19 16 6 5 濁水プラント稼動中

2002.12.26 雪後曇り 5.0 35 28 3 3 濁水プラント稼動中

2002.12.27 雪後曇り 1.5 32 26 23 18 濁水プラント稼動中

2002.12.28 晴れ 0.0 18 15 2 2 9:00～14:00放流

備　　考白川農協前

33.0

7.0

調整池Ａ 最終仮沈砂池b

8.0

2.0

20.0

測定期日 午前/午後 天候

曇り時々雨

2002.12.09 時雨後曇り

2002.12.13

雨

2002.12.21 雨

2002.12.17 時雨後曇り

資料２－２－１(12) 濁水日常監視結果（12 月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
測定者：清水建設株式会社 
注：降水量については、清水建設㈱ 亀山造成作業所雨量計のデータ 

12 月 5 日以降は、調整池Ａ及び最終仮沈砂池ｂの１次回帰直線の補正を行った。 
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濁度(NTU) ＳＳ（mg/l)

2002.12.1 午後 曇 - - 調整池貯留 ←排水無し

2002.12.2 - - - - 調整池貯留 ←排水無し

2002.12.3 午後 晴 2 5

2002.12.4 午後 雨 60 77

2002.12.5 午後 曇 24 32

2002.12.6 午後 晴 - - 調整池貯留 ←排水無し

2002.12.7 午後 曇 - - 調整池貯留 ←排水無し

2002.12.8 - - - -

2002.12.9 - - - -

2002.12.10 午後 曇 18 24

2002.12.11 午後 晴 - - 調整池貯留 ←排水無し

2002.12.12 午後 曇 - - 調整池貯留 ←排水無し

2002.12.13 午後 曇 10 15

2002.12.14 午後 曇 10 15

2002.12.15 午後 晴 - - 調整池貯留 ←排水無し

2002.12.16 - - - -

2002.12.17 午後 曇 - - 調整池貯留 ←排水無し

2002.12.18 午後 曇 - - 調整池貯留 ←排水無し

2002.12.19 午後 曇 - - 調整池貯留 ←排水無し

2002.12.20 午後 曇 88 94

2002.12.21 午前 雨 >999 ＞454

2002.12.22 - - - - 調整池貯留 ←排水無し

2002.12.23 午前 晴 580 288 ﾌﾟﾗﾝﾄ復旧

2002.12.24 午後 晴 18 24

2002.12.25 - - - -

2002.12.26 午後 曇 6 10

2002.12.27 午後 曇 8 12

2002.12.28 午後 晴 8 12

備　　考
調整池Ｂ

測定期日 午前/午後 天候

資料２－２－１(13) 濁水日常監視結果（12 月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：鹿島・矢作・西松・大林共同企業体 
注：降水量については、資料２－２－１(12)を参照 
表中の「－」は、調整池からの排水がないこと又は休日を示す。 

 

 

資料２－２－１(14) 濁水事後調査結果（降雨後） 

降水量（mm／日） 調整池Ａ 最終仮沈砂池ｂ 
測定期日 午前／午後 

２日前 前日 当日 濁度(ppm) ＳＳ(mg/l) 濁度(ppm) ＳＳ(mg/l) 

午前 20 11 4 3.3 

午後 14 14 0 2.2 2002.12.05 

午後 

0 21.0 0 

21 19 1 1.8 

測定者：（財）三重県環境保全事業団 
注：降水量については、亀山地域気象観測所のデータ 
調整池Ｂについては、調整池出口において排水停止により測定不可。 
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降水量 白川農協前 備　　考

(mm/日) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l)

2003.1.6 午前 雪後晴れ 0.0 42 34 5 4 濁水プラント稼動中

2003.1.7 午前 晴れ 0.0 46 37 6 5 濁水プラント稼動中

2003.1.8 午前 晴れ 0.0 33 27 4 4 濁水プラント稼動中

2003.1.9 午後 晴れ 0.0 29 24 5 4 濁水プラント稼動中

2003.1.10 午前 晴れ 0.0 - - 7 6 水叩き部清掃中の為放流中止

2003.1.11 午前 晴れ 0.0 - - 4 4 水叩き部清掃中の為放流中止

2003.1.12 午前 晴れ 0.0 31 25 4 4 濁水プラント稼動中

2003.1.13 午後 晴れ 0.0 25 20 6 5 濁水プラント稼動中

2003.1.14 午後 曇り 0.0 23 19 7 6 濁水プラント稼動中

2003.1.15 午後 雪 1.0 27 22 27 21 濁水プラント稼動中

2003.1.16 午後 晴れ 2.0 36 29 10 8 濁水プラント稼動中

2003.1.17 午前 晴れ 0.0 20 17 6 5 濁水プラント稼動中

2003.1.18 午前 晴れ 1.0 24 20 5 4 濁水プラント稼動中

2003.1.19 午前 晴れ 1.0 27 22 5 4 濁水プラント稼動中

2003.1.20 午後 晴れ 1.5 45 36 4 4 濁水プラント稼動中

2003.1.21 午後 曇り 0.0 38 30 5 4 濁水プラント稼動中

2003.1.22 午後 曇り 0.5 31 25 4 4 濁水プラント稼動中

午前 61 48 430 322 170 濁水プラント稼動中

午後 39 31 150 113 87 濁水プラント稼動中

2003.1.24 午前 曇り時々雪 5.0 48 38 56 42 濁水プラント稼動中

2003.1.25 午前 曇り 1.0 33 27 32 24 濁水プラント稼動中

2003.1.26 午前 晴れ 0.0 14 12 28 21 濁水プラント稼動中

午前 27 22 500 374 222 濁水プラント稼動中

午後 230 179 500 374 濁水プラント稼動中

2003.1.28 午後 晴れ 0.0 120 94 112 84 濁水プラント稼動中

2003.1.29 午後 晴れ 0.0 89 70 60 45 濁水プラント稼動中

2003.1.30 午後 晴れ 0.0 82 65 29 22 濁水プラント稼動中

2003.1.31 午後 晴れ 0.0 67 53 15 12 濁水プラント稼動中

13.0

2003.1.27 雨

2003.1.23 雨

64.0

測定期日 午前/午後 天候
調整池Ａ 最終仮沈砂池ｂ

資料２－２－１(15) 濁水日常監視結果（１月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
注：降水量については、清水建設㈱ 亀山造成作業所雨量計のデータ 
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濁度(NTU) ＳＳ（mg/l)

2003.1.6 午後 雲 24 32

2003.1.7 午後 雲 10 15

2003.1.8 午後 晴 - - 調整池貯留 ←排水無し

2003.1.9 午後 晴 - - 調整池貯留 ←排水無し

2003.1.10 午後 晴 8 12

2003.1.11 午後 晴 - - 調整池貯留 ←排水無し

2003.1.12 午後 晴 - - 調整池貯留 ←排水無し

2003.1.13 - - - -

2003.1.14 午後 雲 - - 調整池貯留 ←排水無し

2003.1.15 午後 雪 23 31

2003.1.16 午後 雲 13 18

2003.1.17 午前 晴 5 8

2003.1.18 午後 雲 - - 調整池貯留 ←排水無し

2003.1.19 - - - - 調整池貯留 ←排水無し

2003.1.20 - - - -

2003.1.21 午後 雲 - - 調整池貯留 ←排水無し

2003.1.22 午後 雲 5 8

2003.1.23 午前 雨 5 8

2003.1.24 午前 雲 68 87

2003.1.25 午後 雲 15 21

2003.1.26 午後 晴 6 10

2003.1.27 - - - -

2003.1.28 午前 晴 620 304

2003.1.29 午前 晴 264 164  ｵﾘﾌｨｽ越流

2003.1.30 午前 晴 82 92

2003.1.31 午前 雲 24 32 下流水路整備

備　　考

ｵﾘﾌｨｽ越流、濁水ﾌﾟﾗﾝﾄ追加発注（2/1納品)

調整池Ｂ
測定期日 午前/午後 天候

資料２－２－１(16) 濁水日常監視結果（１月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：鹿島・矢作・西松・大林共同企業体 
注：降水量については、資料２－２－１(15)を参照 
表中の「－」は、調整池からの排水がないこと又は休日を示す。 
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降水量 白川農協前 備　　考

(mm/日) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l)

2003.2.1 午前 晴れ 0.0 79 62 9 7 濁水プラント稼動中

2003.2.2 午前 曇り 0.0 45 36 6 5 濁水プラント稼動中

2003.2.3 午前 晴れ 0.5 36 29 4 4 濁水プラント稼動中

2003.2.4 午前 晴れ 0.0 29 24 6 5 濁水プラント稼動中

2003.2.5 午前 曇り 0.5 28 23 12 9 濁水プラント稼動中

2003.2.6 午後 雪後曇り 1.0 16 13 2 2 濁水プラント稼動中

2003.2.7 午後 晴れ 0.0 19 16 6 5 濁水プラント稼動中

2003.2.8 午後 晴れ 0.0 17 14 2 2 濁水プラント稼動中

2003.2.9 午前 曇り 14.5 40 32 6 5 濁水プラント稼動中

2003.2.10 午後 曇り 0.0 30 24 8 6 濁水プラント稼動中

2003.2.11 午後 曇り後雨 4.0 19 16 5 4 濁水プラント稼動中

2003.2.12 午前 晴れ 0.0 16 13 6 5 濁水プラント稼動中

2003.2.13 午後 曇り 0.0 28 23 6 5 濁水プラント稼動中

2003.2.14 午前 晴れ 0.0 31 25 5 4 濁水プラント稼動中

2003.2.15 午後 晴れ 5.0 12 10 4 4 濁水プラント稼動中

午前 33 27 29 22 濁水プラント稼動中

午後 67 53 67 51 濁水プラント稼動中

2003.2.17 午後 晴れ 0.0 30 24 19 15 濁水プラント稼動中

2003.2.18 午後 曇り 0.0 21 17 7 6 濁水プラント稼動中

2003.2.19 午前 晴れ 0.0 23 19 5 4 濁水プラント稼動中

2003.2.20 午後 晴れ 0.0 36 29 6 5 濁水プラント稼動中

2003.2.21 午後 晴れ 0.0 22 18 4 4 濁水プラント稼動中

午前 43 34 22 17 濁水プラント稼動中

午後 68 54 89 67 濁水プラント稼動中

2003.2.23 午後 晴れ 0.0 35 28 31 24 濁水プラント稼動中

2003.2.24 午後 曇り後晴れ 0.0 31 25 9 7 濁水プラント稼動中

2003.2.25 午後 曇り後晴れ 0.0 20 17 15 12 濁水プラント稼動中

2003.2.26 午後 曇り 0.0 31 25 6 5 濁水プラント稼動中

2003.2.27 午前 晴れ 0.0 33 27 7 6 濁水プラント稼動中

2003.2.28 午前 晴れ 0.0 28 23 7 6 濁水プラント稼動中

雨2003.2.16 9.0

2003.2.22 曇り後雨 21.0

測定期日 午前/午後 天候
調整池Ａ 最終仮沈砂池ｂ

資料２－２－１(17) 濁水日常監視結果（２月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
注：降水量については、清水建設㈱ 亀山造成作業所雨量計のデータ 
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濁度(NTU) ＳＳ（mg/l)

2003.2.1 午後 曇 5 8濁水ﾌﾟﾗﾝﾄ：1ｾｯﾄ追加（処理能力 90m3/h）

2003.2.2 午後 晴 - - 調整池貯留 ←排水無し

2003.2.3 - - - -

2003.2.4 午後 曇 - - 調整池貯留 ←排水無し

2003.2.5 午後 曇 2 5

2003.2.6 午後 曇 - - 調整池貯留 ←排水無し

2003.2.7 午後 晴 - - 調整池貯留 ←排水無し

2003.2.8 - - - -

2003.2.9 - - - -

2003.2.10 午後 曇 5 8

2003.2.11 午後 雨 5 8

2003.2.12 午後 晴 5 8

2003.2.13 午後 晴 - - 調整池貯留 ←排水無し

2003.2.14 午後 曇 - - 調整池貯留 ←排水無し

2003.2.15 午後 晴 8 12

2003.2.16 午後 雨 5 8

2003.2.17 - - - -

2003.2.18 午後 曇 5 8

2003.2.19 午後 曇 - - 調整池貯留 ←排水無し

2003.2.20 午後 曇 - - 調整池貯留 ←排水無し

2003.2.21 午後 晴 2 5

2003.2.22 午後 雨 180 130 ←水中ﾎﾟﾝﾌﾟ故障（漏電） ⇒修理復旧

2003.2.23 午前 晴 5 8

2003.2.24 午後 曇 5 8

2003.2.25 - - - -

2003.2.26 - - - -

2003.2.27 午後 晴 - - 調整池貯留 ←排水無し

2003.2.28 午後 晴 5 8

備　　　　考
調整池Ｂ

測定期日 午前/午後 天候

資料２－２－１(18) 濁水日常監視結果（２月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
測定者：鹿島・矢作・西松・大林共同企業体 
注：降水量については、資料２－２－１(17)を参照 
表中の「－」は、調整池からの排水がないこと又は休日を示す。 
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降水量 白川農協前 備　　考

(mm/日) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l) 濁度(ppm) ＳＳ（mg/l) 濁水プラント稼動中

午前 60 48 70 53 濁水プラント稼動中

午後 56 44 84 63 濁水プラント稼動中

2003.3.2 午後 曇り後雨 1.0 34 27 15 12 濁水プラント稼動中

午前 65 51 70 53 濁水プラント稼動中

午後 54 43 32 24 濁水プラント稼動中止

2003.3.4 午前 曇り時々雪 0.5 49 35 36 28 濁水プラント稼動中

2003.3.5 午前 晴れ 2.0 37 26 12 10 濁水プラント稼動中

2003.3.6 午後 曇り後雨 20.0 41 29 19 15 濁水プラント稼動中

午前 69 50 87 64 濁水プラント稼動中

午後 84 61 393 285 140 濁水プラント稼動中

2003.3.8 午後 曇り後晴れ 10.0 81 59 120 88 濁水プラント稼動中

2003.3.9 午後 晴れ 0.0 40 28 31 24 濁水プラント稼動中

2003.3.10 午後 晴れ 0.0 36 25 9 8 濁水プラント稼動中

2003.3.11 午前 曇り 0.0 35 24 4 5 濁水プラント稼動中

2003.3.12 午後 晴れ 0.0 100 74 130 95 濁水プラント稼動中

2003.3.13 午後 晴れ 0.0 67 49 54 41 濁水プラント稼動中

2003.3.14 午後 晴れ 0.0 27 18 46 35 濁水プラント稼動中

2003.3.15 午後 曇り時々雨 0.0 89 65 2 3 濁水プラント稼動中

2003.3.16 午後 曇り後雨 18.0 48 34 31 24 濁水プラント稼動中

2003.3.17 午後 晴れ 0.0 33 23 7 7 濁水プラント稼動中

2003.3.18 午後 晴れ 0.0 51 36 25 20 濁水プラント稼動中

2003.3.19 午後 曇り 0.0 45 32 32 25 濁水プラント稼動中

2003.3.20 午後 晴れ 0.0 34 23 10 9 濁水プラント稼動中

2003.3.21 午後 晴れ 0.0 34 23 21 17 濁水プラント稼動中

2003.3.22 午後 曇り後雨 4.0 54 39 82 61 濁水プラント稼動中

2003.3.23 午前 晴れ 0.0 34 23 41 31 濁水プラント稼動中

2003.3.24 午前 晴れ 5.0 31 21 16 13 濁水プラント稼動中

午前 65 47 74 55 濁水プラント稼動中

午後 50 36 49 37 濁水プラント稼動中

2003.3.26 午後 晴れ 0.0 42 29 17 14 濁水プラント稼動中

2003.3.27 午後 晴れ後曇り 0.0 35 24 14 12 濁水プラント稼動中

2003.3.28 午後 晴れ 0.0 27 18 8 7 濁水プラント稼動中

2003.3.29 午後 晴れ 0.0 37 26 16 13 濁水プラント稼動中

2003.3.30 午後 晴れ 0.0 34 23 24 19 濁水プラント稼動中

2003.3.31 午後 曇り 0.0 41 29 21 17 濁水プラント稼動中

2003.3.1 雨 19.0

2003.3.3 曇り後雨 15.0

調整池Ａ 最終仮沈砂池ｂ
測定期日 午前/午後 天候

2003.3.7 雨後曇り 40.0

2003.3.25 雨後曇り 28.0

資料２－２－１(19) 濁水日常監視結果（３月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
測定者：清水建設株式会社 
注：降水量については、清水建設㈱ 亀山造成作業所雨量計のデータ 
3 月 4 日以降は調整池Ａ及び最終仮沈砂池ｂの１次回帰直線の補正を行った。 
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濁度(NTU) ＳＳ（mg/l)

2003.3.1 午後 雨 78 90

2003.3.2 午前 晴 4 7

2003.3.3 - - - -

2003.3.4 午後 雲 1 2

2003.3.5 午後 雲 1 2

2003.3.6 午後 雨 10 13

2003.3.7 午前 雨 98 111 ｵﾘﾌｨｽ越流←時間的解決

2003.3.8 午前 雨/曇 16 20

2003.3.9 午後 晴 5 7

2003.3.10 - - - -

2003.3.11 午後 晴 5 7

2003.3.12 午後 晴 0 1

2003.3.13 午後 晴 2 3

2003.3.14 午後 晴 2 3

2003.3.15 午後 曇 2 3

2003.3.16 午後 雨 3 5

2003.3.17 - - - -

2003.3.18 午後 晴 2 3

2003.3.19 午後 晴 0 1

2003.3.20 午後 晴 2 3

2003.3.21 午後 晴 2 3

2003.3.22 午後 曇 0 1

2003.3.23 - - - -

2003.3.24 - - - -

2003.3.25 午前 雨 3 5

2003.3.26 午後 晴 2 3

2003.3.27 午後 晴 0 1

2003.3.28 午後 晴 0 1

2003.3.29 午後 晴 0 1

2003.3.30 午後 晴 0 1

2003.3.31 - - - -

備　　　　考
調整池Ｂ

測定期日 午前/午後 天候

資料２－２－１(20) 濁水日常監視結果（３月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
測定者：鹿島・矢作・西松・大林共同企業体 
注：降水量については、資料２－２－１(19)を参照 
表中の「－」は、調整池からの排水がないこと又は休日を示す。 
3 月 4 日以降は調整池Ａ及び最終仮沈砂池ｂの１次回帰直線の補正を行った。 
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資料２－２－１(21)濁水事後調査結果（降雨後） 

降水量（mm／日） 調整池Ａ 最終仮沈砂池ｂ 調整池Ｂ 
測定期日 

午前／ 
午後 2日前 前日 当日 濁度(ppm) ＳＳ(mg/l) 濁度(ppm) ＳＳ(mg/l) 濁度(NTU) ＳＳ(mg/l) 

午前 48 34 31 24 7 19 

午後 46 31 45 34 10 14 2003.03.04 

午後 

1 14 2 

53 48 33 22 11 12 

午後 87 41 480 370 40 35 

午後 90 48 390 250 23 15 2003.03.07 

午後 

0 22 31 

74 41 310 210 500 330 

測定者：（財）三重県環境保全事業団 
注：降水量については、亀山地域気象観測所のデータ 

3 月 7 日における調整池Ｂの３回目測定値の濁度 500 NTU（ＳＳ330mg/l）については、凝集剤の添加不足が
主な原因として考えられ、凝集剤の添加量の調整行い時間的解決を図った。 
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写真２－２－１ 濁水調査状況（調整池Ａ）（平成 15 年３月４日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２－２－２ 濁水調査状況（最終仮沈砂池ｂ）（平成 15 年３月４日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２－２－３ 濁水調査状況（調整池Ｂ）（平成 15 年３月４日） 
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測定日時
午前・午後
H14.6.4
午後
H14.6.5
午前
H14.6.6
午後
H14.6.7
午後
H14.6.8
午前
H14.6.9
午後

H14.6.10
午前

H14.6.11
午前

H14.6.12
午後

H14.6.13
午前

H14.6.14
午前

H14.6.15
午後

H14.6.16
午前

H14.6.17
午後

H14.6.18
午後

H14.6.19
午後

H14.6.20
-

H14.6.21
午前

H14.6.22
午前

H14.6.23
午前

H14.6.24
午前

H14.6.25
午後

H14.6.26
-

H14.6.27
午前

H14.6.28
午後

H14.6.29
-

H14.6.30
-

雨の為測定不可

- - - - 雨の為測定不可

５３dB

- - - -

６２dB ７３dB ６６dB

８５dB

-

６７dB

６２dB

７０dB

７０dB

５６dB

６９dB

６８dB

８０dB

７１dB

６７dB

６９dB

８１dB

備　　　考敷地境界
測定場所　№１

敷地境界
測定場所　№２

敷地境界
測定場所　№３

７２dB

７４dB

７２dB

６２dB

騒音レベル（Ｌ５）
法定基準値

敷地境界
測定場所　№４

６２dB５８dB

６９dB

７３dB

５８dB

６５dB

８２dB

７６dB

７２dB

５６dB

５２dB

４６dB

６０dB ４５dB

７７dB

８２dB

- -

６８dB ５３dB

６９dB ４６dB

-

５６dB

-

６５dB

６７dB

６９dB

７４dB

７４dB

４５dB

６４dB

６４dB

-

６６dB

雨の為作業中止

６９dB ４８dB ７６dB

-

７１dB ５５dB ７３dB

７５dB

６９dB ５２dB ７１dB

６７dB

- - - 雨の為作業中止

７０dB ５３dB

７３dB ４６dB ７２dB

- - - 雨の為測定不可

６９dB ５０dB ７０dB

６７dB ５３dB ６８dB

６９dB ４８dB ７３dB

６３dB ５８dB ６３dB

４１dB ４２dB ５８dB

- - - 雨の為測定不可

６９dB ４９dB ７０dB

Ⅲ．騒音 

 

資料３－１(1) 騒音日常監視結果（６月実施・Ｌ5値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
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測定日時
午前・午後
H14.6.8 測点№Ａ
午前 白木一色（68dB）

H14.6.15 測点№Ｂ
午後 上白木（67dB）

H14.6.22 測点№Ｃ
午前 下白木（75dB）

H14.6.29 測点№Ｄ
- 押之尾（70dB）

３８ｄB

３８ｄB

４４ｄB

６１ｄB

騒音レベル（Ｌ５０）
参考値

周辺集落
測定場所　№Ｄ

４０ｄB

４９ｄB

周辺集落
測定場所　№Ａ

周辺集落
測定場所　№Ｂ

周辺集落
測定場所　№Ｃ

４７ｄB ５３ｄB

備　　　考

-

５５ｄB

- 雨の為測定不可

５７ｄB

４６ｄB

４６ｄB

- -

資料３－１(2) 騒音日常監視結果（６月実施・Ｌ50値） 

 

 

 

 

 
測定者：清水建設株式会社 
注：表中の参考値とは、「（仮称）亀山・関テクノレジダンス開発計画に係る環境影響評価調査検討報告 
書（第２回目）」（以下、第２回検討書という）の騒音レベル予測結果のうち、本測定場所での予測値。 
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測定日時
午前・午後
H14.7.1
-

H14.7.2
午後
H14.7.3
午後
H14.7.4
午後
H14.7.5
午前
H14.7.6
午前
H14.7.7
午後
H14.7.8
午後
H14.7.9
午前
H14.7.10
-

H14.7.11
午前

H14.7.12
午後

H14.7.13
-

H14.7.14
午後

H14.7.15
-

H14.7.16
-

H14.7.17
-

H14.7.18
午後

H14.7.19
-

H14.7.20
午後

H14.7.21
午前

H14.7.22
午前

H14.7.23
午前

H14.7.24
午後

H14.7.25
午前

H14.7.26
午前

H14.7.27
午前

H14.7.28
午前

H14.7.29
午後

H14.7.30
午後

H14.7.31
午後 ５５dB ６６dB ５９dB ６４dB

５６dB ６７dB ６７dB ６５dB

７３dB ６９dB ５８dB ７０dB

７０dB ６４dB ５４dB ６６dB

６９dB ７２dB ５０dB ７２dB

６９dB ７３dB ５４dB ６７dB

７３dB ７２dB ５６dB ６７dB

７１dB ６８dB ６５dB ６６dB

６６dB

６６dB ７３dB ５３dB ６８dB

７０dB ６７dB ５７dB

８５dB

-

７１dB

７０dB

６２dB

６５dB

-

６０dB

備　　　考

-

４７dB

-

６２dB

敷地境界
測定場所　№１

敷地境界
測定場所　№２

敷地境界
測定場所　№３

騒音レベル（Ｌ５）
法定基準値

敷地境界
測定場所　№４

６５dB

６７dB

６４dB

６７dB

５３dB

４８dB

６１dB

６２dB

６０dB

６６dB

７０dB

-

６３dB

６９dB

-

６５dB

-

-

-

６２dB

-

７４dB

７３dB

６７dB ５０dB

７３dB ５１dB

６９dB ４７dB

７０dB ５３dB

６３dB ４７dB ６３dB

７０dB

７０dB ４９dB ６８dB

７２dB

- - - 台風の為測定不可

６２dB

７０dB ５０dB ６４dB

- - - 雨の為測定不可

６８dB ４８dB ６２dB

- - - 雨の為測定不可

- - - 台風の為測定不可

- - - 雨の為測定不可

６７dB ４６dB ６６dB

- - - 雨の為測定不可

雨の為測定不可

６６dB ５５dB ６２dB

７０dB ５２dB ６５dB

資料３－１(3) 騒音日常監視結果（７月実施・Ｌ5値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
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測定日時
午前・午後
H14.7.6 測点№Ａ
午後 白木一色（68dB）
H14.7.12 測点№Ｂ
午後 上白木（67dB）
H14.7.22 測点№Ｃ
午前 下白木（75dB）
H14.7.27 測点№Ｄ
午前 押之尾（70dB）

４３ｄB ４５dB

４０dB

４８dB

騒音レベル（Ｌmax）
参考値

周辺集落
測定場所　№Ｄ 備　　　考周辺集落

測定場所　№Ａ
周辺集落

測定場所　№Ｂ
周辺集落

測定場所　№Ｃ

６０dB

５３ｄB

５６ｄB

５６dB

５０dB

４８dB

５９ｄB ５１dB

５３ｄB

５５ｄB

５７ｄB ５７ｄB

測定日時
午前・午後
H14.8.1
午前
H14.8.2
午前
H14.8.3
午前
H14.8.4
午前
H14.8.5
午後
H14.8.6
午前

騒音ﾚﾍﾞﾙ（Ｌ５）
法定基準値

敷地境界
測定場所　№４

敷地境界
測定場所　№１

敷地境界
測定場所　№２

敷地境界
測定場所　№３ 備　　　考

８５dB

５４dB ６４dB ５４dB ６５dB

７２dB ６１dB ５６dB ６４dB

５５dB ６５dB ５６dB ６７dB

７５dB ６４dB ６６dB ６５dB

６７dB ６３dB ５７dB ６４dB

７４dB ６４dB ６６dB ６７dB

資料３－１(4) 騒音日常監視結果（７月実施・Ｌ50値） 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
注：表中の参考値とは、「（仮称）亀山・関テクノレジダンス開発計画に係る環境影響評価調査検討報告 
書（第２回目）」（以下、第２回検討書という）の騒音レベル予測結果のうち、本測定場所での予測値。 

 

資料３－１(5) 騒音事後調査結果（７月実施） 

測定年月日：平成 14 年 7 月 25 日 
測定区分：敷地境界                             単位：dB(A) 

地点名 測定時刻 
騒音レベル 
Ｌ５ 

Ｌ５ Ｌ５０ Ｌ９５ ＬAeq Ｌmax 備 考 

№１ 10：40～ 67 67 62 59 63 74  

№２ 15：14～ 69 69 66 64 67 76  

№３ 11：17～ 57 57 54 51 54 60 セミの鳴声音含む 

№４ 11：50～ 68 68 64 61 65 74  

 
測定年月日：平成 14 年 7 月 25 日 
測定区分：周辺集落                             単位：dB(A) 

地点名 測定時刻 
騒音レベル 
ＬAeq 

Ｌ５ Ｌ５０ Ｌ９５ ＬAeq Ｌmax 備 考 

№Ａ 13：59～ 56 58 56 55 56 59  

№Ｂ 13：41～ 52 55 51 50 52 60 セミ・虫の鳴声音含む 

№Ｃ 13：26～ 55 55 54 52 55 73  

№Ｄ 13：07～ 50 52 50 49 50 56  

測定者：（財）三重県環境保全事業団 

 

資料３－１(6) 騒音日常監視結果（８月実施・Ｌ05） 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
注：8 月 7 日以降は等価騒音レベルを測定できる騒音計を使用した。 
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資料３－１(7) 騒音日常監視結果（８月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
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H14.8.10
午前
H14.8.17
午前
H14.8.24
午後
H14.8.31
午後

測点№Ａ
白木一色（68dB）

41.3ｄＢ

41.1ｄＢ

39.6ｄＢ44.8ｄＢ 59.2ｄＢ

47.1ｄＢ

50.9ｄＢ

43.1ｄＢ45.0ｄＢ 68.2ｄＢ

41.8ｄＢ

46.8ｄＢ

45.7ｄＢ

周辺集落
測定場所　№Ａ

52.2ｄＢ

Leq Lmax L05 L50 L95

47.6ｄＢ

65.5ｄＢ 55.3ｄＢ 52.0ｄＢ

61.6ｄＢ 51.8ｄＢ

騒音レベル（Ｌmax）
参考値

測定日時

午前・午後

備　　　考

測定日時
午前・午後
H14.8.3
午前 ６４ｄB ５６ｄB ５４dB５３ｄB

騒音ﾚﾍﾞﾙ（Ｌmax）
参考値

周辺集落
測定場所　№Ｄ

周辺集落
測定場所　№Ａ

周辺集落
測定場所　№Ｂ

周辺集落
測定場所　№Ｃ 備　　　考

以下のとおり

H14.8.10
午前
H14.8.17
午前
H14.8.24
午後
H14.8.31
午後

測点№Ｂ
上白木（67dB）

33.8ｄＢ

周辺集落
測定場所　№Ｂ

L50

58.2ｄＢ

41.1ｄＢ

48.2ｄＢ

Leq Lmax L95L05

62.4ｄＢ 62.4ｄＢ

47.4ｄＢ

51.3ｄＢ

45.8ｄＢ

45.4ｄＢ

50.6ｄＢ

39.7ｄＢ

66.6ｄＢ 64.6ｄＢ

56.8ｄＢ

57.3ｄＢ

68.7ｄＢ

51.7ｄＢ

54.5ｄＢ

51.4ｄＢ

測定日時
騒音レベル（Ｌmax）

参考値
午前・午後

備　　　考

H14.8.10
午前
H14.8.17
午前
H14.8.24
午後
H14.8.31
午後

測点№Ｃ
下白木（75dB）

50.5ｄＢ

周辺集落
測定場所　№Ｃ

50.5ｄＢ

54.3ｄＢ

38.4ｄＢ

測定日時

L95L50Leq Lmax L05

騒音レベル（Ｌmax）
参考値

午前・午後

53.1ｄＢ 63.9ｄＢ 54.9ｄＢ 52.9ｄＢ

61.4ｄＢ

52.6ｄＢ

43.7ｄＢ

71.9ｄＢ

67.7ｄＢ

56.1ｄＢ

65.9ｄＢ

54.5ｄＢ

48.9ｄＢ 41.9ｄＢ

59.6ｄＢ

52.1ｄＢ

備　　　考

H14.8.10
午前
H14.8.17
午前
H14.8.24
午後
H14.8.31
午後

騒音レベル（Ｌmax）
参考値

43.7ｄＢ

備　　　考測定日時

測点№Ｄ
押之尾（70dB）

51.9ｄＢ

48.4ｄＢ

43.9ｄＢ

周辺集落
測定場所　№Ｄ

Leq Lmax L05 L50 L95

47.8ｄＢ 61.7ｄＢ 51ｄＢ 46.5ｄＢ

56.1ｄＢ

53.5ｄＢ

45.7ｄＢ

66.8ｄＢ

65.5ｄＢ

58.5ｄＢ

61.0ｄＢ

53.5ｄＢ

46.4ｄＢ

54.1ｄＢ

50.5ｄＢ

45.0ｄＢ

午前・午後

資料３－１(8) 騒音日常監視結果（８月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
測定者：清水建設株式会社 
注：表中の参考値とは、「（仮称）亀山・関テクノレジダンス開発計画に係る環境影響評価調査検討報告 
書（第２回目）」（以下、第２回検討書という）の騒音レベル予測結果のうち、本測定場所での予測値。 
8 月 7 日以降は等価騒音レベルを測定できる騒音計を使用した。 
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資料３－１(9) 騒音レベル測定結果（８月実施） 

測定年月日：平成 14 年８月 26 日 
測定区分：敷地境界                             単位：dB(A) 

地点名 測定時刻 
騒音レベル 
Ｌ５ 

Ｌ５ Ｌ５０ Ｌ９５ ＬAeq Ｌmax 備 考 

№１ 11：05～ 60 60 53 50 54 70  

№２ 11：23～ 59 59 56 53 56 64  

№３ 10：35～ 61 61 51 48 54 73 セミの鳴声音含む 

№４ 14：27～ 67 67 62 58 63 72  

 
測定年月日：平成 14 年８月 26 日 
測定区分：周辺集落                             単位：dB(A) 

地点名 測定時刻 
騒音レベル 
ＬAeq 

Ｌ５ Ｌ５０ Ｌ９５ ＬAeq Ｌmax 備 考 

№Ａ 11：38～ 41 44 38 35 41 58  

№Ｂ 13：00～ 46 49 46 41 46 53 セミ・虫の鳴声音含む 

№Ｃ 13：46～ 53 56 52 49 53 70  

№Ｄ 14：03～ 50 54 48 46 50 62  

測定者：（財）三重県環境保全事業団 
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資料３－１(10) 騒音日常監視結果（９月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
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H14.9.9
午後
H14.9.14
午前
H14.9.21
午前

測点№Ａ
白木一色
（68dB）

44.2ｄＢ

36.1ｄＢ

40.6ｄＢ

周辺集落
測定場所　№Ａ

L95Leq Lmax L05 L50

46.5ｄＢ

42.1ｄＢ

44.0ｄＢ

52.6ｄＢ

64.0ｄＢ

56.6ｄＢ

46.6ｄＢ

48.5ｄＢ

備　　　考測定日時 騒音レベル（Ｌmax）
参考値

46.1ｄＢ

38.7ｄＢ

42.7ｄＢ

48.6ｄＢ

H14.9.9
午後
H14.9.14
午前
H14.9.21
午前

測点№Ｂ
上白木（67dB）

37.6ｄＢ

周辺集落
測定場所　№Ｂ

L50

41.4ｄＢ

46.5ｄＢ

Leq Lmax L95L05

42.5ｄＢ

46.5ｄＢ

53.0ｄＢ

68.5ｄＢ

58.3ｄＢ

62.5ｄＢ

43.8ｄＢ

50.0ｄＢ

58.2ｄＢ

測定日時 騒音レベル（Ｌmax）
参考値 備　　　考

39.3ｄＢ

45.9ｄＢ

51.1ｄＢ

H14.9.9
午後
H14.9.14
午前
H14.9.21
午前

測点№Ｃ
下白木（75dB）

周辺集落
測定場所　№Ｃ

59.7ｄＢ

48.7ｄＢ

46.9ｄＢ

L95L50Leq Lmax L05

騒音レベル（Ｌmax）
参考値

61.9ｄＢ

51.7ｄＢ

50.6ｄＢ

66.3ｄＢ

59.4ｄＢ

67.0ｄＢ

63.5ｄＢ 61.9ｄＢ

54.0ｄＢ

53.3ｄＢ

測定日時 備　　　考

51.5ｄＢ

48.4ｄＢ

H14.9.9
午後
H14.9.14
午前
H14.9.21
午前

測点№Ｄ
押之尾（70dB） 46.4ｄＢ

43.3ｄＢ

46.1ｄＢ

Leq Lmax

周辺集落
測定場所　№Ｄ

L05 L50 L95

50.5ｄＢ

48.2ｄＢ

45.7ｄＢ

58.1ｄＢ

55.2ｄＢ

52.0ｄＢ

53.9ｄＢ

50.2ｄＢ

48.5ｄＢ

49.9ｄＢ

47.8ｄＢ

44.9ｄＢ

騒音レベル（Ｌmax）
参考値 備　　　考測定日時

資料３－１(11) 騒音日常監視結果（９月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
注：表中の参考値とは、「（仮称）亀山・関テクノレジダンス開発計画に係る環境影響評価調査検討報告 
書（第２回目）」（以下、第２回検討書という）の騒音レベル予測結果のうち、本測定場所での予測値。 
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資料３－１(12) 騒音日常監視結果（10 月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
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H14.10.2
午前

H14.10.12
午後

H14.10.18
午後

H14.10.28
午前

騒音レベル（Ｌmax）
参考値

測定日時

午前・午後

測点№Ａ
白木一色（68dB） 38.6ｄＢ

38.1ｄＢ

36.9ｄＢ

周辺集落
測定場所　№Ａ 備　　考

40.6ｄＢ

Leq Lmax L05 L50 L95

48.1ｄＢ

41.9ｄＢ

46.6ｄＢ

48.1ｄＢ

67.4ｄＢ

63.0ｄＢ

65.3ｄＢ

60.2ｄＢ

52.9ｄＢ

45.5ｄＢ

51.2ｄＢ

53.0ｄＢ 46.1ｄＢ

45.1ｄＢ

39.8ｄＢ

43.7ｄＢ

H14.10.2
午前

H14.10.12
午後

H14.10.18
午後

H14.10.28
午前

測点№Ｂ
上白木（67dB）

49.2ｄＢ55.7ｄＢ 66.9ｄＢ 60.8ｄＢ

49.8ｄＢ 63.2ｄＢ 57.3ｄＢ

57.4ｄＢ 70.1ｄＢ 62.5ｄＢ

44.5ｄＢ49.0ｄＢ 64.8ｄＢ 53.0ｄＢ 47.9ｄＢ

L95

測定日時
騒音レベル（Ｌmax）

参考値
午前・午後

周辺集落
測定場所　№Ｂ 備　　考

Leq Lmax

51.4ｄＢ

45.1ｄＢ

L05 L50

55.2ｄＢ

46.6ｄＢ

53.7ｄＢ

H14.10.2
午前

H14.10.12
午後

H14.10.18
午後

H14.10.28
午前

測点№Ｃ
下白木（75dB）

測定日時
騒音レベル（Ｌmax）

参考値

周辺集落
測定場所　№Ｃ

午前・午後

56.6ｄＢ

L95

49.6ｄＢ

54.3ｄＢ

51.3ｄＢ

60.6ｄＢ

L50

51.5ｄＢ

55.3ｄＢ

55.3ｄＢ

66.3ｄＢ

L05

54.8ｄＢ

57.4ｄＢ

60.0ｄＢ

73.1ｄＢ

Lmax

66.4ｄＢ

68.7ｄＢ

67.9ｄＢ

62.2ｄＢ

Leq

52.2ｄＢ

55.8ｄＢ

56.4ｄＢ

備　　考

H14.10.2
午前

H14.10.12
午後

H14.10.18
午後

H14.10.28
午前

測点№Ｄ
押之尾（70dB）

64.1ｄＢ 52.3ｄＢ 48.9ｄＢ57.4ｄＢ 74.7ｄＢ

50.7ｄＢ 46.9ｄＢ 44.2ｄＢ47.6ｄＢ 56.3ｄＢ

44.1ｄＢ46.4ｄＢ 54.2ｄＢ 48.8ｄＢ 45.9ｄＢ

55.3ｄＢ 48.4ｄＢ 44.3ｄＢ

測定日時
騒音レベル（Ｌmax）

参考値
午前・午後

50.6ｄＢ

備　　考周辺集落
測定場所　№Ｄ

Leq Lmax L05 L50 L95

63.5ｄＢ

資料３－１(13) 騒音日常監視結果（10 月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
注：表中の参考値とは、「（仮称）亀山・関テクノレジダンス開発計画に係る環境影響評価調査検討報告 
書（第２回目）」（以下、第２回検討書という）の騒音レベル予測結果のうち、本測定場所での予測値。 
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資料３－１(14) 騒音日常監視結果（11 月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
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H14.11.2
午前

H14.11.11
午後

H14.11.16
午後

H14.11.23
午前

H14.11.30
午前

備　　　考
L95

騒音レベル（Ｌmax）
参考値

測定日時

午前・午後 Leq Lmax L05 L50

51.9ｄＢ

50.5ｄＢ

40.4ｄＢ

37.2ｄＢ

41.6ｄＢ

43.6ｄＢ

38.5ｄＢ

46.4ｄＢ

44.3ｄＢ

63.2ｄＢ

61.7ｄＢ

55.3ｄＢ

56.7ｄＢ

67.5ｄＢ

34.8ｄＢ

35.0ｄＢ

35.3ｄＢ

42.7ｄＢ

40.9ｄＢ

43.9ｄＢ

47.3ｄＢ

47.5ｄＢ

48.7ｄＢ

周辺集落
測定場所　№Ａ

38.4ｄＢ

36.3ｄＢ

測点№Ａ
白木一色（68dB）

H14.11.2
午前

H14.11.11
午後

H14.11.16
午後

H14.11.23
午前

H14.11.30
午前

測定日時
騒音レベル（Ｌmax）

参考値
午前・午後

備　　　考
Leq Lmax L05 L50 L95

43.8ｄＢ

49.4ｄＢ

39.8ｄＢ

41.9ｄＢ

44.1ｄＢ

37.9ｄＢ

周辺集落
測定場所　№Ｂ

59.4ｄＢ 69.6ｄＢ 64.1ｄＢ

37.1ｄＢ48.4ｄＢ 60.3ｄＢ 51.6ｄＢ 41.7ｄＢ

54.6ｄＢ57.5ｄＢ

53.0ｄＢ 68.1ｄＢ 58.9ｄＢ

45.0ｄＢ 64.2ｄＢ 48.9ｄＢ

42.2ｄＢ 59.0ｄＢ 45.5ｄＢ

測点№Ｂ
上白木（67dB）

H14.11.2
午前

H14.11.11
午後

H14.11.16
午後

H14.11.23
午前

H14.11.30
午前

L95
備　　　考

測定日時

午前・午後

騒音レベル（Ｌmax）
参考値

Leq Lmax L05 L50

65.2ｄＢ

60.7ｄＢ

63.1ｄＢ

53.6ｄＢ

50.6ｄＢ

52.8ｄＢ

52.5ｄＢ

50.1ｄＢ

52.1ｄＢ

57.5ｄＢ

52.5ｄＢ

55.7ｄＢ

59.6ｄＢ 56.5ｄＢ60.8ｄＢ 75.5ｄＢ 63.9ｄＢ

48.7ｄＢ

49.0ｄＢ

48.9ｄＢ

周辺集落
測定場所　№Ｃ

48.1ｄＢ51.1ｄＢ 63.0ｄＢ 53.4ｄＢ 50.7ｄＢ

測点№Ｃ
下白木（75dB）

H14.11.2
午前

H14.11.11
午後

H14.11.16
午後

H14.11.23
午前

H14.11.30
午前

Lmax L05 L50 L95

測定日時
騒音レベル（Ｌmax）

参考値
午前・午後 Leq

周辺集落
測定場所　№Ｄ 備　　　考

43.9ｄＢ 62.6ｄＢ

74.1ｄＢ

49.3ｄＢ 41.6ｄＢ 38.7ｄＢ

53.8ｄＢ 49.3ｄＢ 45.5ｄＢ

51.4ｄＢ 46.2ｄＢ 42.5ｄＢ

56.9ｄＢ 48.6ｄＢ 43.8ｄＢ 40.3ｄＢ

54.5ｄＢ 77.4ｄＢ

測点№Ｄ
押之尾（70dB）

48.4ｄＢ

47.8ｄＢ 58.0ｄＢ

52.3ｄＢ

58.2ｄＢ 51.0ｄＢ 40.3ｄＢ

資料３－１(15) 騒音日常監視結果（11 月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
注：表中の参考値とは、「（仮称）亀山・関テクノレジダンス開発計画に係る環境影響評価調査検討報告 
書（第２回目）」（以下、第２回検討書という）の騒音レベル予測結果のうち、本測定場所での予測値。 
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資料３－１(16) 騒音日常監視結果（12 月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
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H14.12.7
午前

H14.12.14
午後

H14.12.20
午後

H14.12.28
午前

H14.12.7
午前

H14.12.14
午後

H14.12.20
午後

H14.12.28
午前

H14.12.7
午前

H14.12.14
午後

H14.12.20
午後

H14.12.28
午前

H14.12.7
午前

H14.12.14
午後

H14.12.20
午後

H14.12.28
午前 39.0ｄＢ

測点№Ａ
白木一色（68dB）

測点№Ｂ
上白木（67dB）

測点№Ｃ
下白木（75dB）

測点№Ｄ
押之尾（70dB）

44.2ｄＢ 60.8ｄＢ 48.8ｄＢ 40.9ｄＢ

41.7ｄＢ 39.3ｄＢ43.3ｄＢ 52.1ｄＢ 47.1ｄＢ

40.2ｄＢ 34.1ｄＢ51.5ｄＢ 72.6ｄＢ 57.8ｄＢ

48.9ｄＢ 45.7ｄＢ48.8ｄＢ 55.0ｄＢ 50.9ｄＢ

L95Leq Lmax L05午前・午後

午前・午後

測定日時
騒音レベル（Ｌmax）

参考値

周辺集落
測定場所　№Ｄ 備　　　考

測定日時
騒音レベル（Ｌmax）

参考値

44.1ｄＢ 57.2ｄＢ 50.5ｄＢ 39.1ｄＢ

午前・午後 Leq Lmax L05

測定日時
騒音レベル（Ｌmax）

参考値

周辺集落
測定場所　№Ｂ

L50 L95

Leq

測定日時

午前・午後

騒音レベル（Ｌmax）
参考値

L95L50L05Lmax

51.0ｄＢ 61.7ｄＢ 57.0ｄＢ

42.3ｄＢ 55.1ｄＢ

周辺集落
測定場所　№Ｃ 備　　　考

L95

59.5ｄＢ61.7ｄＢ

59.8ｄＢ62.0ｄＢ

40.5ｄＢ63.8ｄＢ

備　　　考

34.1ｄＢ

39.8ｄＢ

35.3ｄＢ

39.8ｄＢ

42.6ｄＢ61.2ｄＢ

周辺集落
測定場所　№Ａ 備　　　考

36.2ｄＢ

35.2ｄＢ

40.6ｄＢ

40.2ｄＢ

38.5ｄＢ49.1ｄＢ

Leq Lmax L05 L50

66.1ｄＢ 63.3ｄＢ 61.7ｄＢ

66.4ｄＢ 63.6ｄＢ 62.0ｄＢ

78.7ｄＢ 68.0ｄＢ 57.4ｄＢ

65.3ｄＢ 53.7ｄＢ 46.3ｄＢ

46.3ｄＢ

51.2ｄＢ

50.1ｄＢ

44.5ｄＢ

60.5ｄＢ

63.3ｄＢ

58.9ｄＢ

53.1ｄＢ

57.9ｄＢ

56.1ｄＢ

47.4ｄＢ

40.7ｄＢ

44.4ｄＢ

47.1ｄＢ

44.2ｄＢ 60.0ｄＢ

48.3ｄＢ

48.5ｄＢ

44.5ｄＢ

37.7ｄＢ

41.8ｄＢ

L50

資料３－１(17) 騒音日常監視結果（12 月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
注：表中の参考値とは、「（仮称）亀山・関テクノレジダンス開発計画に係る環境影響評価調査検討報告 
書（第２回目）」（以下、第２回検討書という）の騒音レベル予測結果のうち、本測定場所での予測値。 
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資料３－１(18) 騒音日常監視結果（１月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
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 120 

H15.1.11
午前

H15.1.18
午前

H15.1.25
午前

H15.1.11
午前

H15.1.18
午前

H15.1.25
午前

H15.1.11
午前

H15.1.18
午前

H15.1.25
午前

H15.1.11
午前

H15.1.18
午前

H15.1.25
午前

測点№Ｂ
上白木（67dB）

測点№Ｃ
下白木（75dB）

測点№Ｄ
押之尾（70dB）

備　　　考

備　　　考

備　　　考

備　　　考

51.0ｄＢ 47.6ｄＢ 44.6ｄＢ49.2ｄＢ 67.1ｄＢ

47.9ｄＢ 45.9ｄＢ 42.7ｄＢ46.1ｄＢ 53.6ｄＢ

52.9ｄＢ 46.4ｄＢ 42.3ｄＢ48.2ｄＢ 59.6ｄＢ

Leq Lmax午前・午後

測定日時
騒音レベル（Ｌmax）

参考値

午前・午後

測定日時
騒音レベル（Ｌmax）

参考値

38.2ｄＢ50.6ｄＢ 62.7ｄＢ 58.1ｄＢ

午前・午後 Leq Lmax L05

測定日時

午前・午後

騒音レベル（Ｌmax）
参考値

測定日時
騒音レベル（Ｌmax）

参考値

測点№Ａ
白木一色（68dB）

37.7ｄＢ

37.1ｄＢ

39.7ｄＢ 46.3ｄＢ 42.0ｄＢ

39.7ｄＢ

周辺集落
測定場所　№Ｄ

L05 L50 L95

周辺集落
測定場所　№Ｃ

周辺集落
測定場所　№Ｂ

L50 L95

39.7ｄＢ

49.3ｄＢ 42.5ｄＢ

42.0ｄＢ

43.0ｄＢ

41.7ｄＢ

62.5ｄＢ

68.1ｄＢ

55.4ｄＢ

周辺集落
測定場所　№Ａ

37.7ｄＢ

41.0ｄＢ

35.4ｄＢ

L95

52.8ｄＢ

54.0ｄＢ57.2ｄＢ

55.7ｄＢ

48.0ｄＢ53.1ｄＢ

Leq Lmax L05 L50

Leq Lmax L05 L50 L95

49.7ｄＢ

44.9ｄＢ

44.0ｄＢ

58.9ｄＢ

47.0ｄＢ

48.8ｄＢ

38.9ｄＢ

40.9ｄＢ

68.3ｄＢ

64.0ｄＢ

70.1ｄＢ

60.7ｄＢ

59.9ｄＢ

56.1ｄＢ

56.2ｄＢ

54.2ｄＢ

52.0ｄＢ

資料３－１(19) 騒音日常監視結果（１月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
注：表中の参考値とは、「（仮称）亀山・関テクノレジダンス開発計画に係る環境影響評価調査検討報告 
書（第２回目）」（以下、第２回検討書という）の騒音レベル予測結果のうち、本測定場所での予測値。 
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資料３－１(20) 騒音日常監視結果（２月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
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 122 

H15.2.1
午前
H15.2.8
午後

H15.2.15
午後

H15.2.23
午後

H15.2.1
午前
H15.2.8
午後

H15.2.15
午後

H15.2.23
午後

H15.2.1
午前
H15.2.8
午後

H15.2.15
午後

H15.2.23
午後

H15.2.1
午前
H15.2.8
午後

H15.2.15
午後

H15.2.23
午後

53.6ｄＢ

L50

53.4ｄＢ

37.3ｄＢ

52.8ｄＢ

57.5ｄＢ

L05

57.2ｄＢ

44.4ｄＢ

55.8ｄＢ

55.5ｄＢ

Leq Lmax

63.6ｄＢ

56.3ｄＢ

52.2ｄＢ53.8ｄＢ

Leq Lmax L05 L50 L95

45.4ｄＢ

45.9ｄＢ

39.8ｄＢ

50.9ｄＢ53.5ｄＢ 67.8ｄＢ

周辺集落
測定場所　№Ａ 備　　　考

38.9ｄＢ

備　　　考

51.9ｄＢ

52.2ｄＢ

L05 L50

49.4ｄＢ

43.1ｄＢ

39.9ｄＢ

56.0ｄＢ

59.2ｄＢ

56.9ｄＢ

47.2ｄＢ

49.3ｄＢ

43.1ｄＢ

41.3ｄＢ

42.1ｄＢ

40.0ｄＢ

38.2ｄＢ

37.5ｄＢ

39.0ｄＢ

36.7ｄＢ

36.3ｄＢ

43.2ｄＢ

49.9ｄＢ

48.6ｄＢ

52.0ｄＢ

54.3ｄＢ

53.9ｄＢ

62.2ｄＢ

55.0ｄＢ

L95

備　　　考

Leq Lmax

周辺集落
測定場所　№Ｂ

53.1ｄＢ 68.0ｄＢ 58.8ｄＢ

46.4ｄＢ 60.4ｄＢ 52.1ｄＢ 41.8ｄＢ

42.7ｄＢ 61.0ｄＢ 44.7ｄＢ

44.0ｄＢ

41.1ｄＢ

37.3ｄＢ39.5ｄＢ 51.1ｄＢ 43.0ｄＢ

30.2ｄＢ

38.6ｄＢ

備　　　考

周辺集落
測定場所　№Ｃ

L95

35.6ｄＢ

51.6ｄＢ54.3ｄＢ

L05 L50 L95

周辺集落
測定場所　№Ｄ

LmaxLeq

44.8ｄＢ 42.9ｄＢ 41.2ｄＢ

52.3ｄＢ 50.0ｄＢ 45.2ｄＢ

52.6ｄＢ 47.0ｄＢ 44.0ｄＢ

53.9ｄＢ 52.7ｄＢ 51.2ｄＢ

騒音レベル（Ｌmax）
参考値

測定日時

午前・午後

測点№Ａ
白木一色（68dB）

測定日時

午前・午後

測点№Ｂ
上白木（67dB）

騒音レベル（Ｌmax）
参考値

測定日時

午前・午後

騒音レベル（Ｌmax）
参考値

測点№Ｃ
下白木（75dB）

測点№Ｄ
押之尾（70dB）

測定日時
騒音レベル（Ｌmax）

参考値
午前・午後

資料３－１(21) 騒音日常監視結果（２月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
測定者：清水建設株式会社 
注：表中の参考値とは、「（仮称）亀山・関テクノレジダンス開発計画に係る環境影響評価調査検討報告 
書（第２回目）」（以下、第２回検討書という）の騒音レベル予測結果のうち、本測定場所での予測値。 
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資料３－１(22) 騒音日常監視結果（３月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定者：清水建設株式会社 
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H15.3.2
午後
H15.3.8
午後
H15.3.15
午後
H15.3.22
午後
H15.3.29
午後

H15.3.2
午後
H15.3.8
午後
H15.3.15
午後
H15.3.22
午後
H15.3.29
午後

H15.3.2
午後
H15.3.8
午後
H15.3.15
午後
H15.3.22
午後
H15.3.29
午後

H15.3.2
午後
H15.3.8
午後
H15.3.15
午後
H15.3.22
午後
H15.3.29
午後

42.6ｄＢ 49.6ｄＢ 44.7ｄＢ 42.3ｄＢ

43.4ｄＢ

Lmax

61.5ｄＢ

58.2ｄＢ

69.5ｄＢ

67.2ｄＢ

52.0ｄＢ

50.3ｄＢ

44.2ｄＢ

51.3ｄＢ

53.1ｄＢ

備　　　考周辺集落
測定場所　№Ａ

備　　　考

37.6ｄＢ

38.2ｄＢ

39.4ｄＢ

53.2ｄＢ

49.5ｄＢ

42.3ｄＢ

36.8ｄＢ

61.1ｄＢ

57.0ｄＢ

51.3ｄＢ55.8ｄＢ

48.1ｄＢ50.2ｄＢ

65.9ｄＢ

65.1ｄＢ

48.9ｄＢ53.8ｄＢ 65.4ｄＢ 57.7ｄＢ 52.7ｄＢ

L95

41.7ｄＢ

39.9ｄＢ

35.2ｄＢ

Leq Lmax L05 L50

41.5ｄＢ

44.6ｄＢ

43.8ｄＢ

44.7ｄＢ

55.0ｄＢ

59.0ｄＢ

55.2ｄＢ

52.4ｄＢ

45.1ｄＢ

50.7ｄＢ

48.6ｄＢ

47.0ｄＢ

40.6ｄＢ

41.6ｄＢ

41.5ｄＢ

44.1ｄＢ

55.8ｄＢ

67.7ｄＢ

62.4ｄＢ

58.8ｄＢ

52.9ｄＢ

58.6ｄＢ

52.3ｄＢ

54.5ｄＢ

49.6ｄＢ

54.7ｄＢ

測定日時

午前・午後

騒音レベル（Ｌmax）
法定基準値

測定日時
騒音レベル（Ｌmax）

法定基準値
午前・午後 Leq Lmax

周辺集落
測定場所　№Ｂ

L05 L50 L95

47.6ｄＢ 57.8ｄＢ

備　　　考

51.2ｄＢ 46.0ｄＢ

52.0ｄＢ 47.1ｄＢ

39.6ｄＢ 46.2ｄＢ 42.1ｄＢ

41.6ｄＢ

39.6ｄＢ

40.8ｄＢ 61.6ｄＢ

39.2ｄＢ

37.1ｄＢ47.4ｄＢ

43.2ｄＢ

43.0ｄＢ 57.0ｄＢ 49.4ｄＢ

35.1ｄＢ

40.1ｄＢ

午前・午後

測定日時
騒音レベル（Ｌmax）

法定基準値
L50

周辺集落
測定場所　№Ｃ

L05LmaxLeq L95

午前・午後

測定日時
騒音レベル（Ｌmax）

法定基準値

周辺集落
測定場所　№Ｄ

Leq

備　　　考

56.1ｄＢ 47.8ｄＢ 46.5ｄＢ

L05 L50 L95

47.9ｄＢ 42.7ｄＢ 40.8ｄＢ

57.6ｄＢ 40.0ｄＢ 33.9ｄＢ

58.8ｄＢ 49.3ｄＢ 44.0ｄＢ

47.2ｄＢ 41.8ｄＢ 39.2ｄＢ

測点№Ｃ
下白木（75dB）

測点№Ｄ
押之尾（70dB）

測点№Ａ
白木一色（68dB）

測点№Ｂ
上白木（67dB）

資料３－１(23) 騒音日常監視結果（３月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
測定者：清水建設株式会社 
注：表中の参考値とは、「（仮称）亀山・関テクノレジダンス開発計画に係る環境影響評価調査検討報告 
書（第２回目）」（以下、第２回検討書という）の騒音レベル予測結果のうち、本測定場所での予測値。 
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Ⅳ．振動 

 

資料４－１(1) 振動レベル測定結果（７月実施） 

測定年月日：平成 14 年 7 月 25 日 
測定区分：敷地境界                           単位：dB(Z) 

地点名 測定時刻 
振動ﾚﾍﾞﾙ 
Ｌ10 

Ｌ10 Ｌ５０ Ｌ９0 備 考 

№１ 10：40～ 42 42 37 35  

№２ 15：14～ 35 35 32 ＜30  

№３ 11：17～ ＜30 ＜30 ＜30 ＜30  

№４ 11：50～ 35 35 32 ＜30  

 
測定年月日：平成 14 年 7 月 25 日 
測定区分：周辺集落                           単位：dB(Z) 

地点名 測定時刻 
振動ﾚﾍﾞﾙ 
Ｌ10 

Ｌ10 Ｌ５０ Ｌ９0 備 考 

№Ａ 13：59～ 32 32 ＜30 ＜30  

№Ｂ 13：41～ ＜30 ＜30 ＜30 ＜30  

№Ｃ 13：26～ 34 34 32 ＜30  

№Ｄ 13：07～ ＜30 ＜30 ＜30 ＜30  

測定者：（財）三重県環境保全事業団 

 

資料４－１(2) 振動レベル測定結果（８月実施） 

測定年月日：平成 14 年８月 26 日 
測定区分：敷地境界                           単位：dB(Z) 

地点名 測定時刻 
振動ﾚﾍﾞﾙ 
Ｌ10 

Ｌ10 Ｌ５０ Ｌ９0 備 考 

№１ 11：05～ 36 36 31 ＜30  

№２ 11：23～ 34 34 ＜30 ＜30  

№３ 10：35～ ＜30 ＜30 ＜30 ＜30  

№４ 14：27～ 32 32 ＜30 ＜30  

 
測定年月日：平成 14 年８月 26 日 
測定区分：周辺集落                           単位：dB(Z) 

地点名 測定時刻 
振動ﾚﾍﾞﾙ 
Ｌ10 

Ｌ10 Ｌ５０ Ｌ９0 備 考 

№Ａ 11：38～ ＜30 ＜30 ＜30 ＜30  

№Ｂ 13：00～ ＜30 ＜30 ＜30 ＜30  

№Ｃ 13：46～ 34 34 32 ＜30  

№Ｄ 14：03～ 30 30 ＜30 ＜30  

測定者：（財）三重県環境保全事業団 
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写真３－１ 騒音・振動調査状況（敷地境界№１）（平成 14 年８月 26 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３－２ 騒音・振動調査状況（敷地境界№２）（平成 14 年８月 26 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３－３ 騒音・振動調査状況（敷地境界№３）（平成 14 年８月 26 日） 
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写真３－４ 騒音・振動調査状況（敷地境界№４）（平成 14 年８月 26 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３－５ 騒音・振動調査状況（周辺集落№Ａ）（平成 14 年８月 26 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３－６ 騒音・振動調査状況（周辺集落№Ｂ）（平成 14 年８月 26 日） 
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写真３－７ 騒音・振動調査状況（周辺集落№Ｃ）（平成 14 年８月 26 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３－８ 騒音・振動調査状況（周辺集落№Ｄ）（平成 14 年８月 26 日） 
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Ⅴ．植物 
・特筆すべき植物生育確認調査状況 

 
写真５－１－１ カンアオイ確認状況（平成 14 年４月４日） 

 
写真５－１－２ スズカカンアオイ確認状況（平成 14 年５月２日） 

 
写真５－１－３ ヒメカンアオイ確認状況（平成 14 年５月２日） 
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写真５－１－４ トウカイコモウセンゴケ確認状況（平成 14 年４月４日） 

 
写真５－１－５ オオイワカガミ確認状況（平成 14 年４月 10 日） 

 
写真５－１－６ ギンリョウソウ確認状況（平成 14 年５月２日） 
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写真５－１－７ トサノミツバツツジ確認状況（平成 14 年４月 10 日） 

 
写真５－１－８ リンドウ確認状況（平成 14 年４月４日） 

 
写真５－１－９ ハルリンドウ確認状況（平成 14 年４月４日） 
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写真５－１－10 オカタツナミソウ確認状況（平成 14 年５月 29 日） 

 
写真５－１－11 タツナミソウ確認状況（平成 14 年５月２日） 

 
写真５－１－12 タニウツギ確認状況（平成 14 年５月１日） 
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写真５－１－13 シライトソウ確認状況（平成 14 年６月 19 日） 

 
写真５－１－14 ショウジョウバカマ確認状況（平成 14 年４月 11 日） 

 
写真５－１－15 ササユリ確認状況（平成 14 年５月 29 日） 
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写真５－１－16 シュンラン確認状況（平成 14 年４月４日） 

 
写真５－１－17 ツチアケビ確認状況（平成 14 年４月４日） 

 
写真５－１－18 コクラン確認状況（平成 14 年７月 11 日） 
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写真５－１－19 カイナンサラサドウダン確認状況（平成 14 年９月３日） 

 
写真５－１－20 アケボノシュスラン確認状況（平成 14 年 10 月７日） 

 
写真５－１－21 スズカアザミ確認状況（平成 14 年 10 月７日） 



 136 

・特筆すべき植物の移植状況 

 
写真５－２－１ カンアオイ移植前（平成 14 年４月 15 日） 

 
写真５－２－２ カンアオイ移植後：移植地 No.1（平成 14 年４月 15 日） 

 
写真５－２－３ オオイワカガミ移植前（平成 14 年４月 15 日） 
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写真５－２－４ オオイワカガミ移植後：移植地 No.1（平成 14 年４月 15 日） 

 
写真５－２－５ オオイワカガミ移植後：移植地 No.2（平成 14 年４月 12 日） 

 
写真５－２－６ シュンラン移植前（平成 14 年４月 12 日） 
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写真５－２－７ シュンラン移植後：移植地 No.1（平成 14 年４月 15 日） 

 
写真５－２－８ シュンラン移植後：移植地 No.2（平成 14 年４月 12 日） 

 
写真５－２－９ コクラン移植前（平成 14 年４月 12 日） 
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写真５－２－10 コクラン移植後：No.1（平成 14 年４月 15 日） 

 
写真５－２－11 コクラン移植後：No.2（平成 14 年４月 12 日） 

 
写真５－２－12 ショウジョウバカマ移植前（平成 14 年４月 12 日） 
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写真５－２－13 ショウジョウバカマ移植後：No.1（平成 14 年４月 15 日） 

 
写真５－２－14 ショウジョウバカマ移植後：No.2（平成 14 年４月 12 日） 

 
写真５－２－15 ツチアケビ移植前（平成 14 年４月 12 日） 
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写真５－２－16 ツチアケビ移植後：No.5（平成 14 年４月 12 日） 

 
写真５－２－17 トウカイコモウセンゴケ移植前（平成 14 年４月 12 日） 

 
写真５－２－18 トウカイコモウセンゴケ移植後：No.3（平成 14 年４月 12 日） 
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写真５－２－19 トウカイコモウセンゴケ移植後：No.4（平成 14 年４月 12 日） 

 
写真５－２－20 リンドウ移植前（平成 14 年４月 12 日） 

 
写真５－２－21 リンドウ移植後：No.3（平成 14 年４月 12 日） 
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写真５－２－22 リンドウ移植後：No.4（平成 14 年４月 12 日） 

 
写真５－２－23 ハルリンドウ移植前（平成 14 年４月 12 日） 

 
写真５－２－24 ハルリンドウ移植後：No.3（平成 14 年４月 12 日） 
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写真５－２－25 ハルリンドウ移植後：No.4（平成 14 年４月 12 日） 

 
写真５－２－26 カンアオイ再移植後：No.1（平成 14 年４月 30 日） 

 
写真５－２－27 オオイワカガミ再移植後：No.1（平成 14 年４月 30 日） 
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写真５－２－28 シュンラン再移植後：No.1（平成 14 年４月 30 日） 

 
写真５－２－29 コクラン再移植後：No.1（平成 14 年４月 30 日） 

 
写真５－２－30 ショウジョウバカマ再移植後：No.1（平成 14 年４月 30 日） 
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写真５－２－31 ツチアケビ再移植後：No.1（平成 14 年４月 30 日） 

 
写真５－２－32 スズカカンアオイ移植前（平成 14 年６月 27 日） 

 
写真５－２－33 スズカカンアオイ移植後：No.2（平成 14 年６月 27 日） 
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写真５－２－34 ヒメカンアオイ移植前（平成 14 年６月 27 日） 

 
写真５－２－35 ヒメカンアオイ移植後：No.2（平成 14 年６月 27 日） 

 
写真５－２－36 シライトソウ移植前（平成 14 年６月 27 日） 
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写真５－２－37 シライトソウ移植後：No.2（平成 14 年６月 27 日） 

 
写真５－２－38 ササユリ移植前（平成 14 年６月 27 日） 

 
写真５－２－39 ササユリ移植後：No.2（平成 14 年６月 27 日） 
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写真５－２－40 オカタツナミソウ移植前（平成 14 年６月 26 日） 

 
写真５－２－41 オカタツナミソウ移植後：No.4（平成 14 年６月 26 日） 

 
写真５－２－42 タツナミソウ移植前（平成 14 年６月 26 日） 
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写真５－２－43 タツナミソウ移植後：No.4（平成 14 年６月 26 日） 

 
写真５－２－44 タニウツギ移植前（平成 14 年６月 27 日） 

 
写真５－２－45 タニウツギ移植後：No.4（平成 14 年６月 27 日） 
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写真５－２－46 アケボノシュスラン移植前（平成 14 年 10 月 30 日） 

 
写真５－２－47 アケボノシュスラン移植後：移植地 No.2（平成 14 年 10 月 30 日） 

 
写真５－２－48 スズカアザミ移植前（平成 14 年 10 月 30 日） 
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写真５－２－49 スズカアザミ移植後：移植地 No.4（平成 14 年 10 月 30 日） 

 
写真５－２－50 カンアオイ活着状況３ヶ月後：移植地 No.1（平成 14 年７月 22 日） 

 
写真５－２－51 オオイワカガミ活着状況３ヶ月後：移植地 No.1（平成 14 年７月 22 日） 
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写真５－２－52 シュンラン活着状況３ヶ月後：移植地 No.1（平成 14 年７月 22 日） 

 
写真５－２－53 コクラン活着状況３ヶ月後：移植地 No.1（平成 14 年７月 22 日） 

 
写真５－２－54 ショウジョウバカマ活着状況３ヶ月後：移植地 No.1（平成 14 年７月 22 日） 
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写真５－２－55 ツチアケビ活着状況３ヶ月後：移植地 No.1（平成 14 年７月 22 日） 

 
写真５－２－56 オオイワカガミ活着状況３ヶ月後：移植地 No.2（平成 14 年７月 22 日） 

 
写真５－２－57 シュンラン活着状況３ヶ月後：移植地 No.2（平成 14 年７月 22 日） 



 155 

 
写真５－２－58 コクラン活着状況３ヶ月後：移植地 No.2（平成 14 年７月 22 日） 

 
写真５－２－59 ショウジョウバカマ活着状況３ヶ月後：移植地 No.2（平成 14 年７月 22 日） 

 
写真５－２－60 トウカイコモウセンゴケ活着状況３ヶ月後：移植地 No.3（平成 14 年７月 22 日） 
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写真５－２－61 リンドウ活着状況３ヶ月後：移植地 No.3（平成 14 年７月 22 日） 

 
写真５－２－62 トウカイコモウセンゴケ活着状況３ヶ月後：移植地 No.4（平成 14 年７月 22 日） 

 
写真５－２－63 リンドウ活着状況３ヶ月後：移植地 No.4（平成 14 年７月 22 日） 

４４４４    

４４４４    
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写真５－２－64 スズカカンアオイ活着状況３ヶ月後：移植地 No.2（平成 14 年９月 26 日） 

 
写真５－２－65 ヒメカンアオイ活着状況３ヶ月後：移植地 No.2（平成 14 年９月 26 日） 

 
写真５－２－66 シライトソウ活着状況３ヶ月後：移植地 No.2（平成 14 年９月 26 日） 
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写真５－２－67 ササユリ活着状況３ヶ月後：移植地 No.2（平成 14 年９月 26 日） 

 
写真５－２－68 オカタツナミソウ活着状況３ヶ月後：移植地 No.4（平成 14 年９月 26 日） 

 
写真５－２－69 タツナミソウ活着状況３ヶ月後：移植地 No.4（平成 14 年９月 26 日） 
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写真５－２－70 タニウツギ活着状況３ヶ月後：移植地 No.4（平成 14 年９月 26 日） 

 
写真５－２－71 アケボノシュスラン３ヶ月後：移植地 No.2（平成 15 年１月 10 日） 

 
写真５－２－72 スズカアザミ３ヶ月後：移植地 No.4（平成 15 年１月 10 日） 
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写真５－２－73 カンアオイ６ヶ月後：移植地 No.1（平成 14 年 10 月 18 日） 

 
写真５－２－74 オオイワカガミ６ヶ月後：移植地 No.1（平成 14 年 10 月 18 日） 

 
写真５－２－75 オオイワカガミ６ヶ月後：移植地 No.2（平成 14 年 10 月 18 日） 
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写真５－２－76 コクラン６ヶ月後：移植地 No.1（平成 14 年 10 月 18 日） 

 
写真５－２－77 ショウジョウバカマ６ヶ月後：移植地 No.1（平成 14 年 10 月 18 日） 

 
写真５－２－78 ツチアケビ６ヶ月後：移植地 No.1（平成 14 年 10 月 18 日） 
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写真５－２－79 オオイワカガミ６ヶ月後：移植地 No.2（平成 14 年 10 月 18 日） 

 
写真５－２－80 シュンラン６ヶ月後：移植地 No.2（平成 14 年 10 月 18 日） 

 
写真５－２－81 コクラン６ヶ月後：移植地 No.2（平成 14 年 10 月 18 日） 
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写真５－２－82 ショウジョウバカマ６ヶ月後：移植地 No.2（平成 14 年 10 月 18 日） 

 
写真５－２－83 トウカイコモウセンゴケ６ヶ月後：移植地 No.3（平成 14 年 10 月 18 日） 

 
写真５－２－84 リンドウ６ヶ月後：移植地 No.3（平成 14 年 10 月 18 日） 
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写真５－２－85 トウカイコモウセンゴケ６ヶ月後：移植地 No.4（平成 14 年 10 月 18 日） 

 
写真５－２－86 リンドウ６ヶ月後：移植地 No.4（平成 14 年 10 月 18 日） 

 
写真５－２－87 スズカカンアオイ６ヶ月後：移植地 No.2（平成 14 年 12 月 18 日） 
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写真５－２－88 ヒメカンアオイ６ヶ月後：移植地 No.2（平成 14 年 12 月 18 日） 

 
写真５－２－89 シライトソウ６ヶ月後：移植地 No.2（平成 14 年 12 月 18 日） 

 
写真５－２－90 タツナミソウ６ヶ月後：移植地 No.4（平成 14 年 12 月 18 日） 
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写真５－２－91 タニウツギ６ヶ月後：移植地 No.4（平成 14 年９月 26 日） 

 
写真５－２－92 移植地管理作業（除草前）：移植地 No.1（平成 14 年７月 22 日） 

 
写真５－２－93 移植地管理作業（除草後）：移植地 No.1（平成 14 年７月 22 日） 
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写真５－２－94 移植地管理作業（除草前）：移植地 No.2（平成 14 年７月 22 日） 

 
写真５－２－95 移植地管理作業（除草後）：移植地 No.2（平成 14 年７月 22 日） 

 
写真５－２－96 移植地管理作業（除草前）：移植地 No.3（平成 14 年７月 22 日） 
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写真５－２－97 移植地管理作業（除草後）：移植地 No.3（平成 14 年７月 22 日） 

 
写真５－２－98 移植地管理作業（除草前）：移植地 No.4（平成 14 年７月 22 日） 

 
写真５－２－99 移植地管理作業（除草後）：移植地 No.4（平成 14 年７月 22 日） 
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写真５－２－100 移植地管理作業（除草前）：移植地 No.1（平成 14 年９月 26 日） 

 
写真５－２－101 移植地管理作業（除草後）：移植地 No.1（平成 14 年９月 26 日） 

 
写真５－２－102 移植地管理作業（除草前）：移植地 No.2（平成 14 年９月 26 日） 
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写真５－２－103 移植地管理作業（除草後）：移植地 No.2（平成 14 年９月 26 日） 

 
写真５－２－104 移植地管理作業（除草前）：移植地 No.3（平成 14 年９月 26 日） 

 
写真５－２－105 移植地管理作業（除草後）：移植地 No.3（平成 14 年９月 26 日） 
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写真５－２－106 移植地管理作業（除草前）：移植地 No.4（平成 14 年９月 26 日） 

 
写真５－２－107 移植地管理作業（除草後）：移植地 No.4（平成 14 年９月 26 日） 
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・現況木確認調査状況及び移植作業等 

 
写真５－３－１ 現況木の選定調査状況（平成 14 年６月 10 日） 

 
写真５－３－２ 現況木の選定調査状況（平成 14 年６月 14 日） 
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Ⅵ．動物 

・ニホンカモシカ調査状況 

 
写真６－１－１ ニホンカモシカ調査状況（平成 15年１月 14日） 

 
写真６－１－２ ニホンカモシカ調査状況（平成 15年１月 14日） 

 
写真６－１－３ ニホンカモシカ調査状況（平成 15年１月 14日） 
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・クマタカ、オオタカ、ハイタカ、チゴハヤブサ生息確認調査状況 

 
写真６－２－１ オオタカ等調査風景（№１） 

 
写真６－２－２ オオタカ等調査風景（№２） 

 
写真６－２－３ オオタカ等調査風景（№３） 
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写真６－２－４ オオタカ等調査風景（№４） 
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・モリアオガエル調査状況 

 
写真６－３－１ モリアオガエル調査状況（平成 14 年５月 27 日） 

 
写真６－３－２ モリアオガエル調査状況（平成 14 年６月７日） 

 
写真６－３－３ モリアオガエル調査状況（平成 14 年６月 10 日） 
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写真６－３－４ 確認したモリアオガエル卵塊（平成 14年６月７日） 

 
写真６－３－５ 確認したモリアオガエル卵塊（平成 14 年６月７日） 

 
写真６－３－６ モリアオガエル幼生捕獲状況（平成 14 年６月 10 日） 
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写真６－３－７ 捕獲したモリアオガエル幼生（平成 14年６月 10日） 

 
写真６－３－８ モリアオガエル幼生移殖状況（平成 14 年６月 10 日） 

 
写真６－３－９ モリアオガエル卵塊移殖状況（平成 14 年６月 10 日） 
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・ハルゼミ調査状況 

 
写真６－４－１ ハルゼミ調査状況（平成 14 年５月 24 日） 

 
写真６－４－２ ハルゼミ調査状況（平成 14 年５月 24 日） 

 
写真６－４－３ ハルゼミ調査状況（平成 14 年５月 24 日） 
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・ゲンジボタル調査状況 

 
写真６－５－１ ゲンジボタル（成虫）調査状況（平成 14 年５月 30 日） 

 
写真６－５－２ ゲンジボタル（成虫）調査状況（平成 14 年５月 30 日） 

 
写真６－５－３ 確認したゲンジボタル（成虫）（平成 14 年５月 30 日） 
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写真６－５－４ ゲンジボタル（幼虫）調査状況（平成 15 年３月 10 日） 

 
写真６－５－５ ゲンジボタル（幼虫）調査状況（平成 15 年３月 10 日） 

 
写真６－５－６ ゲンジボタル（幼虫）調査状況（平成 15 年３月 10 日） 
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・クロシオハマキ調査状況 

 
写真６－６－１ クロシオハマキ調査状況（平成 14 年６月 19 日） 

 
写真６－６－２ クロシオハマキ調査状況（平成 14 年６月 19 日） 

 
写真６－６－３ クロシオハマキ調査状況（平成 14 年６月 19 日） 
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・ﾂﾏｸﾞﾛｷﾁｮｳ､ﾂﾏｼﾞﾛｳﾗｼﾞｬﾉﾒ､ｲｼｶﾞｹﾁｮｳ､ｵｵﾋｮｳﾀﾝｺﾞﾐﾑｼ､ﾊﾈﾋﾞﾛｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ､ｲﾄｳﾊﾊﾞﾁ調査状況 

 
写真６－７－１ ﾂﾏｸﾞﾛｷﾁｮｳ等（特筆すべき昆虫類）調査状況（平成 14 年６月 12 日） 

 
写真６－７－２ ﾂﾏｸﾞﾛｷﾁｮｳ等（特筆すべき昆虫類）調査状況（平成 14 年６月 12 日） 

 
写真６－７－３ ﾂﾏｸﾞﾛｷﾁｮｳ等（特筆すべき昆虫類）調査状況（平成 14 年６月 12 日） 
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・水生生物 
 ・特筆すべき水生生物（ｶﾜﾊﾞﾀﾓﾛｺ､ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ､ﾒﾀﾞｶ､ｱｶｻﾞ､ﾏﾀﾞﾗｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳ）及び魚類 

 
写真７－１－１ カワバタモロコ調査状況（平成 14 年６月７日） 

 
写真７－１－２ 確認したカワバタモロコ（平成 14 年６月７日） 

 
写真７－１－３ カワバタモロコ調査状況（平成 14 年６月 10 日）
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写真７－１－４ カワバタモロコ調査状況（平成 14 年６月 14 日） 

 
写真７－１－５ カワバタモロコ調査状況（平成 14 年６月 17 日） 

 
写真７－１－６ ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾒﾀﾞｶ、ｱｶｻﾞ調査状況（平成 14 年６月 17 日）
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写真７－１－７ ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾒﾀﾞｶ、ｱｶｻﾞ調査状況（平成 14 年６月 17 日） 

 
写真７－１－８ ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾒﾀﾞｶ、ｱｶｻﾞ調査状況（平成 14 年６月 17 日） 

 
写真７－１－９ 確認したホトケドジョウ（平成 14 年６月 17 日） 
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・水生生物の保全対策 
 ・消失する溜池からの移殖 

 
写真７－２－１ 水生生物移殖調査（カゴ網）状況（溜池Ａ）（平成 14 年７月 12 日） 

 
写真７－２－２ 水生生物移殖調査（タモ網）状況（溜池Ａ）（平成 14 年７月 12 日） 

 
写真７－２－３ 仮移殖池への移殖状況（平成 14 年７月 12 日） 
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写真７－２－４ 水生生物移殖調査状況（溜池Ｂ）（平成 14 年７月 15 日） 

 
写真７－２－５ 水生生物移殖調査状況（溜池Ｂ）（平成 14 年７月 15 日） 

 
写真７－２－６ 仮移殖池への移殖状況（平成 14 年７月 15 日） 
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写真７－２－７ 水生生物移殖調査状況（溜池Ｃ）（平成 14 年７月 30 日） 

 
写真７－２－８ 水生生物移殖調査状況（溜池Ｄ）（平成 14 年７月 30 日） 

 
写真７－２－９ 水生生物移殖調査状況（溜池Ｅ）（平成 14 年７月 30 日） 
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 ・影響を受ける河川からの移殖 

 
写真７－２－10 水生生物移殖調査状況（小河川）（平成 14 年７月 12 日） 

 
写真７－２－11 水生生物移殖調査状況（小河川）（平成 14 年７月 19 日） 

 
写真７－２－12 水生生物移植調査状況（小河川）（平成 14 年７月 19 日）
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写真７－２－13 仮移殖池への移殖状況（平成 14 年７月 19 日） 

 
写真７－２－14 水生生物移殖調査状況（椋川）（平成 14 年７月 31 日） 

 
写真７－２－15 水生生物移殖調査状況（椋川）（平成 14年７月 31日） 
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 ・仮移殖池の調査 
 

 
写真７－２－16 水質測定（仮移殖池：池１（最上池））（平成 14 年８月 29 日） 

 
写真７－２－17 水質測定（仮移殖池：池７（最下池））（平成 14 年８月 29 日） 

 
写真７－２－18 水質測定（仮移殖池：池７（最下池））（平成 14 年９月 26 日） 
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写真７－２－19 水質測定（仮移殖池：池１（最上池））（平成 14 年 10 月 18 日） 

 
写真７－２－20 水質測定（仮移殖池：池７（最下池））（平成 14 年 10 月 18 日） 

 
写真７－２－21 水質測定（仮移殖池：池１（最上池））（平成 14 年 11 月 21 日） 
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写真７－２－22 水質測定（仮移殖池：池７（最下池））（平成 14 年 11 月 21 日） 

 
写真７－２－23 水質測定（仮移殖池：池１（最上池））（平成 14 年 12 月 18 日）  

 
写真７－２－24 水質測定（仮移殖池：池７（最下池））（平成 14 年 12 月 18 日）  
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写真７－２－25 水質測定（仮移殖池：池１（最上池））（平成 15 年１月 31 日）  

 
写真７－２－26 水質測定（仮移殖池：池７（最下池））（平成 15 年１月 31 日）  

 
写真７－２－27 水質測定（仮移殖池：池１（最上池））（平成 15 年２月 25 日）  
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写真７－２－28 水質測定（仮移殖池：池７（最下池））（平成 15 年２月 25 日）  

 
写真７－２－29 水質測定（仮移殖池：池１（最上池））（平成 15 年３月 13 日）  

 
写真７－２－30 水質測定（仮移殖池：池７（最下池））（平成 15 年３月 13 日）  
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